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第九章　　大切な人




　
　見上げるばかりの城壁が、逆光を受けて闇に沈む。
　オンファズ川にクレーテ川が注ぎ込む合流点、大きく湾曲する大河の西岸にその町はあった。
　ラシュリーデン王国の都、ヴァイゼン。三重の城壁に守られた堅固なる都市。ウネン達はその一番外側にある第三城壁を、今まさに通り抜けんとしていた。堂々たる町の門をくぐり、西日差す大通りへと足を踏み出すや、ひしめき合う家々が三人を出迎える。
　道の両側には、半木骨造もっこつぞうや木造の二階建てがびっしりと軒を並べていた。王都と聞いて想像していた、背の高い重厚な石造りの建物は殆ほとんど見当たらない。
　ぐるりを見渡すと、第三城壁に沿う空隙は当然としても、門の前の広場や大通りすらも路面の舗装は一切なされておらず、馬車の轍が黒土の上に幾つもの溝を刻んでいる。
　僅か十年前までは、ここはまだ町の外だったという。ラシュリーデン王国統一以来、町は拡大の一途を辿り、遂には新しい城壁を造るに至ったのだ。
　家並の向こう、どっしりとした趣の第二城壁が黒々とした影をまとって建っている。夕日を隠した望楼の縁ふちが眩く煌めいて、まるで宝石のようだ。
　チェルナの王都クージェの風景を思い出しながらウネンが周囲を見まわしていると、「ウネン！」とモウルが呼ぶ声がした。
　振り返れば、門の官吏の傍らでモウルが右手を大きく振っている。その横に立つオーリも、いつになくそわそわと落ち着かない様子だ。
　ウネンがやってくるのを待って、モウルが官吏に向きなおった。
「今の話、もう一度彼女にも聞かせてやってくれませんか？」
　立派な口髭を蓄えた壮年の官吏は、「構いませんとも、魔術師様」とにこやかな笑顔を浮かべてから、ウネンと視線を合わせようと身を屈めた。
「ヘレー先生を捜しているんだってね。先生、半年ぐらい前にこの町にやって来なさったよ」
「そうなんですか！」
　思わず身を乗り出すウネンに対して、官吏は「うんうん」と大きく頷いてみせた。
「あの日もたまたま私が門に詰めていてね。市いちの立つ前日だったこともあって、門番の兵達を手伝って門を通る人々を検めていたんだが、順番待ちの人の中に急病人が出てね。大騒ぎになりかけたところで、居合わせたヘレー先生が助けてくださったんだよ」
　ウネンは胸一杯に大きく息を吸い込んだ。ヘレーさんだ、間違いなくヘレーさんだ、と喜びを噛み締めながら。
「ヘレー先生はしばらくはすぐそこの宿に泊まっていなさったんだけど、ひと月ほどして、第二城壁の中に手頃な部屋を見つけたとか仰って、そちらに引っ越してしまわれてね。でも、それからも週に二日はこっちの〈外側の町〉に診察に出向いてきてくださって。そうそう、つい一箇月前にも、家内の実家で採れた栗を差し入れさせていただいたところなんだよ」
「一箇月前というと、十月の……？」
　モウルに問われ、官吏はウネンの前から身を起こした。
「ええと、そうだ、あれは確か満月の日だったから、二十二日あたりですね」
「そのあとも、ヘレーさんはこの町に？」
「ええ、そうですね。少なくとも、この門からは出てはおられないはずですよ」
　
　親切な官吏と別れたウネン達は、その足でヘレーが投宿していたという宿に向かった。〈内側の町〉に引っ越したあとも、彼は週に二度、宿の一階の食堂の隅で診察を行おこなっていたとのことだったからだ。
　とんとん拍子に進む事態に心の準備が追いつかないまま、ウネンはオーリの後ろから件くだんの宿屋の入り口をくぐった。そうして、モウルが宿屋の女将と朗らかに語る様子をオーリの陰から覗き見る。
「それがねえ、ヘレー先生ってば、最近お忙しいみたいで、半月ほど前からこちらに顔を出してくれなくってね……」
「王都を出ていってしまった、ってわけじゃないの？」
「まさか」
　女将は、ついと眉をひそめた。
「だって、先生、今度来るときに手荒れの薬を持ってきてくれるって言ってたもの。何も言わずに町を出ていってしまうなんてことはないと思うわ」
「ふうん」
　さすがヘレーさん、信用されているんだなあ、とモウルが呟けば、女将が「そうよ」と胸を張る。
　オーリが密かに鼻を鳴らすのを聞いて、ウネンは思わず苦笑を漏らした。
「お姉さんは、ヘレーさんが今どこに住んでいるか知っているの？」
　モウルに「お姉さん」と呼ばれて、女将の頬が覿面てきめんに緩む。
「アラやだ、お客さんってば口が上手なんだから。って、ああ、ヘレー先生の住所ね。確か、職人街かどこかの広場から道を一本奥に行ったところ、って言ってたかしら」
「街路名は分かる？」
　畳みかけるように問いを発するモウルに、女将は「ごめんねえ」と肩をすくめた。
「詳しい住所、一度は聞いたような気がするけど、覚えてないのよ。何しろ、しょっちゅうここに来てくれてたから、その必要を感じなくてねえ」
　もう一度「ごめんね」と繰り返す女将に「色々ありがとう」と笑顔で会釈を返し、モウルはウネンとオーリのところに戻ってきた。そのまま宿屋を出ていこうとするモウルを、ウネンは慌てて引きとめる。
「ここに宿をとるんじゃないの？」
　ひそひそと語りかけるウネンに対して、モウルはあからさまに眉をひそめてみせた。
「さっきの話、聞こえてなかった？　ヘレーさんはもう半月もここへはやってきていないんだそうだよ。となれば、ここで待つのではなく、直接〈内側の町〉でヘレーさんを捜したほうが良いに決まってるでしょ」
「でも、ヘレーさんは手が空いたらまたここにやってくるんだよね？　だって、女将さんに薬を渡す約束をしていたんだから。だったら、ヘレーさん本人か、それが無理な状況なら代わりの人が、絶対に女将さんを訪ねてくるはずだよ。町なかの聞き込みに重きを置くにしても、この宿屋を拠点にしたほうがいいと思う」
　ウネンは、自分の考えをできるだけ丁寧に述べた。
　しかし、モウルの表情は先刻から変わらず険しいままだ。
「別に、ここに泊まらなくても、いくらでも対応することはできるさ」
「ぼく達の宿泊先を女将さんに教えて、ヘレーさんがやってきたら連絡してもらう、ってこと？　でも、それだと、間に人が入る分だけ時間が余分にかかってしまうし、すれ違う危険も増すよ」
　ぐ、と言葉に詰まるモウルに、オーリがきっちりととどめを刺す。
「俺もウネンに賛成だ。ここに宿をとったほうが無難だろう」
　互いに同意し合うウネンとオーリを見つめたのち、モウルが大きな溜め息を漏らした。聞き込みに行くのに、毎回ここからあの城壁の向こうまで歩いていかなきゃならないのか、と。
　
　かくしてウネン達は、かつてのヘレーと同じくその宿に世話になることになった。
　ウネンがヘレーの子供だと知った女将は「アラまあ」を連発したのち、夕食の時にウネンに赤スグリの果汁を無料でご馳走してくれた。
「僕のこの話術をもってしても麦酒は無料にならなかったのに、さすがはヘレーさん、人気者だねえ」
　豆のスープを口に運びながら、モウルがちらりとオーリを見やる。
「その煽りには乗らんからな」
「オーリも、さ、眉間に皺寄せてばかりいないで、もっとにっこりと穏やかに笑ってみたら？　ほら、素材の半分はヘレーさんと共通してるはずなんだから……」
「だから煽りには乗らんと言っている」
　いよいよ旅の終着点が目の前に迫り、気持ちが軽くなっているのだろう。モウルは言わずもがな、オーリもこれで随分と機嫌が良さそうだ。そんな二人を見ているうちに、ウネンもだんだん楽しくなってきた。
「オーリは髪を伸ばさないの？」
「ふへっ？」
　ウネンが思いつくままに言葉を口にのぼすと、オーリとモウルの口から、空になった水袋を踏みつけたような音が漏れた。
　まばたきののち咳払いを経て、オーリが口元を引き締める。
「……いや、敵と組み合った時など、髪が長いと相手に掴まれる危険があるからな」
「ていうか、突然どうしたのさ、ウネン」
　モウルが怪訝そうに首をかしげるのを見て、ウネンはますます愉快な気分になった。物知りのモウルが知らないことを自分は知っているのだ、ということに。
「オーリの髪、ヘレーさんよりも柔らかそうだから、きっと、きれいな三つ編みができると思うよ」
「はァ？」
　オーリとモウルが二人揃ってまったく同じ表情になったのが面白くて、ウネンは必死で笑いをこらえた。
「ヘレーさんの髪は頑丈で太かったから、ゆるく一つに編むことしかできなくて、それでも畑仕事なんかをしてたら、すぐに紐が負けてほどけてしまうんだ。そういう時は、ぼくがヘレーさんの髪を編み直してあげたんだよ」
「そ、そうか」
「オーリの髪なら、一つだけじゃなくて……幾つぐらい編めるかな……二つ、三つ……うん、そうだなあ、思いっきり細く編めば、四つ、五つ……」
「女将さん！　これ、果汁じゃなくて果実酒じゃない!?」
　ウネンのカップを手にしたモウルが、血相を変えて立ち上がる。
　アラやだ間違えちゃった？　という声を向こうのほうに聞きながら、ウネンは幸せな心地で数字を呟き続けた。何の数を数えているんだったっけな、と頭の片隅で不思議に思いながら。
　
　翌朝、起き抜けにモウルから昨晩のことを知らされたウネンは、声にならない声をあげて頬を両手で押さえた。混沌とした記憶の断片の中から、「どうしてくれよう、この酔っ払い」というモウルの声が耳元にまざまざと甦ったからだ。
　羞恥と申し訳なさで顔が上気するに任せ、ウネンは寝台の上に姿勢を正して座り直した。オーリとモウルを交互に見上げ、二人に向かって深々と頭を下げる。
「ご迷惑をおかけしました」
　オーリとヘレーが似ているとか似ていないとか、そんなことをつらつらと考えていたあたりまではなんとかウネンも覚えていた。だが、そこから先の記憶が見事なまでに行方不明になってしまっている。晩御飯を最後まできちんと食べたのか、この部屋までどうやって上がってきたのか、自分のことなのにそんなことすら分からない。ただひたすら「情けない」の一言だ。
　赤スグリの果汁とやらを口にした時、「少し苦いな」とは思ったのだ。ただ、それを上回る果実の甘さと爽やかな酸味に心を奪われ、丁度喉が渇いていたこともあり、ウネンは食事に手をつけるよりも先に一息にカップの中身を飲み干したのだった。
「気にするな。あれは不可抗力だ」
　そう小さく息をついてから、オーリがあらためて気遣わしげな視線をウネンに向けた。
「頭痛はしないか？　吐き気はどうだ？」
「あ、うん、幸い、特に何も問題なさそうだよ」
　そうか、と頷くオーリの横では、モウルがにやにやと笑みを浮かべている。
「昨日は、日没までに王都に入ろうと、少し道行きを急いだからね。疲れている上に、良い情報が手に入って浮かれてもいただろうし、そもそも君の年齢――というか体格を考えると、当然と言えば当然の結果だったわけだけど……」と、そこで我慢できずにふき出して、「それにしても、あれ、何さ。『数え上戸』って言うの？　延々数を数え続ける酔っ払いなんて初めて見たよ。それに、何かやたらと僕らの」
「ご迷惑をおかけしましたっ！」
　自分の醜態をそれ以上聞いていられなくて、ウネンは必死でモウルの言を遮った。
　モウルが、これ以上は無いというほど恩着せがましい表情で言葉を収める。
　もう二度とこんなことにならないよう気をつけよう、と強く心に決めるウネンだった。
　
「聞き込みにあたっての作戦だけど、女将さんにも言ったように、『生き別れの父親を捜している』という真っ向勝負でいくのがいいと思う。『いたいけな子供が、優しくて親切な素晴らしい友人達を道連れに、遥か南、チェルナ王国からはるばるやってきた』ってね」
　秋の終わりを告げる乾いた冷たい風が、外套の裾をはためかせる。
　朝食を食べた三人は、宿屋の女将に見送られて表通りに出た。目指すはヘレーが住むという第二城壁の向こう、〈内側の町〉。宿の近辺では女将が仕事の合間をぬって、ヘレーの現住所を知る者がいないか訊いておいてくれるらしい。
「『素晴らしい友人』など、臆面もなくよく言えるな」
「だって真実だから仕方がないじゃない。ああそれと、『恥ずかしがりやで嘘つきな兄』を出すと話がややこしくなるから、オーリも一緒に友人扱いでいいよね」
　勝手にしろ、とそっぽを向くオーリに意地の悪い笑みを投げかけてから、モウルは上機嫌でウネンを振り返った。
「腕のいい医者は重宝されるからね。半年も同じ町に居るのなら、多くの人の信頼を集めているだろう。ウネンの存在を前面に出したほうが、情報が集まりやすいはずだ」
「他の追っ手がいたりしないかな」
　これまでの町とは違い、ヘレーはもう半年もの長きにわたってここヴァイゼンに滞在している。もしかしたら他の探索者も既にここにやって来ているのではないだろうか。心配するウネンに、モウルは大きく眉を上げてみせた。
「いたところで、僕らにできることは変わらないさ。もしも君が聞き込み先で他のノーツオルスに出くわしたとしても、ヘレーさんの話を聞きたがるだけだろうから、その時は僕らのところに連れてくればいい」
　物売りの行き交う大通りを西へ真っ直ぐ進んでゆけば、やがて、幾重にも重なる店屋の看板の向こうに、第二城壁の門が見えてきた。
「門」と言えども、その向こうもこちらも同じ町の中だ。当然ながら門番や官吏の姿など無い。だが、城壁を挟んだ二つの地域には、町並から雰囲気まで明らかな差異が見てとれた。
　こぢんまりとした家々が建て込む〈外側の町〉に対して、古くからの商店や大きな屋敷が目立つ〈内側の町〉。レンガ造りの建物も、石畳も、まさに「王都」という名にふさわしい。
　門をくぐり抜けたところで、ウネンは城壁を振り仰いだ。
　十年前に新しく築かれた第三城壁に比べて、この古めかしい第二城壁は石材の積み方の精度が幾分悪い。崩落を恐れてか、壁の根元は第三城壁の倍ほども厚みがあるにもかかわらず、壁の高さは二、三メートルは低かった。
　それなのに、「壁」としての存在感は圧倒的だった。この城壁よりも外側は、〈内側の町〉に住む多くの人々にとっては、まだ同じ町ではないのだろう。



　ウネンの瞼の裏に、チェルナの王都の風景が浮かび上がってきた。堅牢たる城壁の外に建ち並ぶ、沢山のほったて小屋が。
「行くぞ」
　オーリの声が、ウネンの肩を叩く。
　ウネンは外套の前をかき合わせると、オーリのあとを追いかけた。
　
　門の前に開ひらけた広場の片隅で、モウルが一旦足を止めた。いつになく真剣な表情でウネンとオーリを順に見やる。
「王都って言うだけに、この町はかなり広い。三人で手分けしてヘレーさんを捜すのがいいんじゃないかと思うんだけ」
「反対だ」
　モウルの言葉が終わりきらないうちにオーリが話の腰をへし折った。
「ウネンに一人で町をうろつかせるのは危険だ」
「出たな、兄馬鹿」
　モウルの揶揄にオーリの眉間の皺が深くなる。
「きちんと備えをした上で、危険な地域を避けてまわれば大丈夫でしょ。これまでの町はあくまでも通過点だったし、町の広さもここまでではなかったから、だいたい三人ひとかたまりになって行動してたけど、ここでそれをするのは非効率的過ぎる。クージェやリッテンの時のようにウネン自身に狙われる理由があるわけでもないしね。それとも何かい、ここに住んでる子供はみんな一人で外を出歩いちゃいけないとでも言う気かい？」
　流れるような弁舌に圧倒されたか、オーリが唸り声をこぼして黙り込む。
　モウルが「分かったかい」と更に念を押しながら、懐から一枚の地図を取り出した。昨夜、宿の女将や食堂の客の協力を得て作った、非常に簡単な王都の地図だ。
「オーリは、職人街に一番近い商店街を中心に聞き込んでくれ。いきなりヘレーさんと鉢合わせするのは嫌だろう？　君には周辺からじわじわ攻めてもらうことにするよ」
　不機嫌そうだったオーリの表情が、モウルの気遣いに触れて僅かに緩む。
「で、ウネンは、肝心の職人街の広場周辺を一人で聞き込んで……と言いたいところなんだけど、さすがに、土地勘の無いちびっ子をいきなり一人きりで放り出すほど僕も鬼じゃないんでね。今日のところは僕もウネンと一緒にまわって、当該地域に危険な場所が無いか確認しようと思う」
　何か言いたげに身を乗り出しかけたオーリに、モウルが満面の笑顔を向けた。
「これでオーリも文句ないよね」
「……ああ」
「とりあえず、現時点ではっきりしていることは、〈内側の町〉の南端、第二城壁沿いには近づかない、ってことか」
　宿の女将が教えてくれた情報を、今一度モウルが繰り返す。現在ウネン達が立っているのは第二城壁の東門なのだが、ここから壁に沿って南に行ってはいけない、と、女将が忠告してくれたのだ。
『地元の人間でも、あの一帯に迷い込んだら無事では済まないからね。あんた達みたいに小ざっぱりとしたなりの余所者なら、言うに及ばずだよ』
　あそこに住むぐらいなら、わたしは〈外側の町〉でいいよ。そう苦笑する女将の顔を思い出して、ウネンは唇を噛み締めた。第二城壁の外側と内側という構図とは別に、やはり城壁の内部でも格差は存在するのだ。こんなに豊かそうに見える王都にも、きっと、冬を目前にして絶望のまなこで灰色の空を見上げる小さな影が在るのだろう。まだ死んではいない、というだけの生を送るいのちが。
「どうした。顔色が悪いぞ」
　オーリが心配そうにウネンの顔を覗き込んできた。
　第二城壁が、緩やかな曲線を描えがいて南へと伸びている。ウネンはその先をじっと見つめながら、訥々とオーリに返事をした。
「ぼくがあそこにいても、何も不思議じゃなかった」
　静かな溜め息が、オーリの口から漏れた。
「お前を引き取った、その一点だけで、ヘレーをぶん殴るのを勘弁してやってもいいかと思っている」
「ぶん殴るつもりだったんだ!?」
「当然の権利だ」
　どこまでも真顔で答えてから、オーリはにやりと笑ってみせた。
「だから、俺の気が変わらないうちに、さっさとヘレーを見つけ出してくれ」
　オーリの言葉に背中を押され、ウネンは「うん」と力強く頷いた。
　
「まァ、ヘレーさんとの再会の時が近づいてきて、気持ちが不安定になるのも分かるけどね」
　オーリと別れたところで、モウルがウネンに容赦ない一言を投げかけてきた。
「今は余計なことを考えず、ヘレーさんを捕まえることに集中しようか」
「ハイ……」
　いつになく思考が散漫になっているという自覚は、多少はあったものの、こうやって他人に単刀直入に指摘されてしまうと心が痛むことこの上もない。ウネンは深呼吸を二度繰り返して腹に力を込めた。「よし」と気合いも充分に、道の先へと足を踏み出す。
「ああ、そっちじゃなくて、こっちだよ」
「え？　でも、職人街って、あっちじゃなかったっけ？」
　二人が立っている四つ辻の、右の通りがオーリが向かった商店街に通じる道。そして確か正面が、職人街へと通じる道のはずだった。涼しい顔でウネンを一瞥したモウルは、くるりと回れ右をして、今しがた来たばかりの道を戻り始める。
「聞き込みに行く前に、少し僕の用事に付き合ってもらうよ。これは君のためでもあるんだ」
　君のため、なんて言われてしまえば、もはやウネンには首を縦に振ることしかできなかった。内心で首をひねりつつ、モウルのあとをついて行く。
　再び大通りに戻ってきたモウルは、左手へ、来た道とは逆の西の方角へと歩みを進めた。人混みをかき分けながら一角ひとかど先へ。幾つもの看板が飾られたレンガ造りの建物の壁の、一番隅っこに貼られた『呪符あります、呪符作ります』という看板を指し示す。
「さっき角を曲がる時に、この看板がチラッと見えてね」
「呪符？　呪まじない師のお店？　そういやモウル、前の町やその前の町でも、呪まじない師を探してたよね」
「ろくな腕前の奴がいなかったけどね」
　モウルの口元が嘲りを刻む。
「さすがに王都ともなれば、多少は使・え・る・呪まじない師がいるでしょ」
　モウルは尊大な態度で鼻を鳴らすと、看板の指示どおり脇道へと角を曲がった。
　
　路地を進むこと更に二角ふたかど、レンガ造りの集合住宅に挟まれて建つ、三階建ての三角破風はふの家が目的地だった。
　一見、ごく普通の個人住宅か下宿屋のように見える軒先に、飾り文字で『呪符屋』と彫られた木の看板が吊りさげられている。しっかりとした造りの木の扉には『営業中　どなたさまも　どうぞ遠慮なく　扉をあけて　マーウル』と書かれた札がかけられていた。最後の一行が、おそらく店主の名前なのだろう。
　一切の躊躇いを見せずに、モウルが扉を押しあける。
　左右に窓のある明るい店内は、どこか懐かしい気配がした。今は遠いイェゼロの町の、養父ミロシュの家の居間のような、素朴ながらも温かい雰囲気の部屋だった。少し前方に据えられた接客用のカウンターがなければ、入る扉を間違えてしまったのではないか、と慌てる羽目になったことだろう。
　左手の壁には戸棚、右手の窓辺には木の長椅子。板張りの床は隅々まで掃除が行き届いていた。この部屋から更に奥へと伸びる通路の右側は、階段の裏になっているようで、斜めにせり出した壁一面に何枚もの木札や革札がかけられている。その手前、書き物机に向かっていた三十代後半といった女性が「いらっしゃいませ」と顔を上げた。
「呪符を一つ、作ってもらいたいんですが」
「いいですよ。ええと、どういう術の？　外に行ったほうがいいかな、それともここで？」
　はしばみ色の瞳を輝かせて、女性が腰を上げた。瞳と同じ色味の髪を揺らして、カウンターの前に立つ。
「あなたが呪まじない師のマーウルさん？」
「ええ」
「女性の呪まじない師とは、格好いいなあ」
　よそゆきの笑顔を浮かべるモウルに、マーウルもまたとってつけたような笑みを見せた。
「お世辞でもそう言ってもらえると嬉しいねえ」
「お世辞なものですか。女性というだけで色々と不自由もなさったでしょうに、それでも呪まじない師のわざを習得されたこと、素晴らしく思います」
　モウルの横顔を見ていたウネンは、思わず頬を緩めた。今の台詞が彼の本心から出たものであることに気がついたからだ。
「おだてても、値引きはしないよ」
「おや、残念」
　すまし顔で互いに言葉を交わしてから、マーウルとモウルは同時ににやりと笑い合った。
　
　モウルに依頼の詳細を聞いたマーウルは、施術に屋上を使うことを提案した。術によっては呪符を作るために町の外まで出ることも珍しくないらしいが、今回はそこまでする必要はないだろうとのことだった。
　マーウルは、店の入り口に『休憩中』の札を出して戸締りをしてから、「準備をしてくるから、ちょっと待ってておくれ」と言い置いて階段をのぼっていった。「奉公に出ている子供達が、屋根裏に何か色々と物を置きっぱなしにしているから、ささっと片付けてくるよ」
　ウネンが、マーウルの足音を見送ったままなんとはなしに天井を見つめていると、すぐ隣でモウルが小さく溜め息を漏らした。
「自分の術の呪符が自分で作れたら、言うことなしなんだけどなあ」
「やっぱり無理なんだ」
「術をふるうのも、術を写しとるのも、何かの片手間にできるような簡単なわざじゃないからね。こうやって呪まじない師を探すか、魔術師を探すか、どちらにせよ他人の手を借りなきゃならない」
　と、そこまで語ったところで、モウルは何やら疲れきった表情を浮かべて肩を落とした。
「リッテンの風使いは、てんで役に立たなかったからな……。あいつ、本当に脳みそが筋肉でできてるんじゃないのか。声を風に乗せてそのまま届けるだけだ、って言ったのに、あれじゃあ『喋るトランペット（speaking trumpet : 拡声器）』だよ……」
　一緒に赤狼退治をしたマルセルのことだな、とウネンが苦笑した時、階段を踏みしめる足音とともにマーウルの驚きの声が降ってきた。
「あなた、まさか呪符が作れるのかい？」
　得意げなモウルの声が、「ええ」と胸を張った。
「へぇ！　魔術師なのに呪符が作れるだなんて、そんな人いるんだねえ！」
　マーウルが目を丸くして「すごいねえ、大したものだねえ」と繰り返す。
「僕は元々呪まじない師でしたから」
　モウルが穏やかな笑みを浮かべた。普段彼が見せる、呪まじない師に対する批判的な態度はどこへいったのだろう、と思いきや――
「へえー、呪まじない師でも魔術師になれるんだねえ」
「なれますよ。神が微笑みかけてくだされば。あなたにも、ね」
　――笑顔はそのままに、モウルは挑戦的な眼差しをマーウルに突き刺した。
　マーウルは一瞬面食らったような表情を浮かべたのち、小さく肩をすくめた。
「なるほど。でも、私は今のままの呪まじない師で充分かな」
　モウルの口元に嘲りの色が差す。
　それが意味するところに気がついたのだろう、マーウルが鼻を鳴らした。
「確かに、魔術師と違って呪まじない師は自分では術を生み出せないよ。私も、もっと若い頃は、自分は人真似をしているだけだ、って悩んだものだった。魔術師がいなければ、呪まじない師には存在する理由が無いんだものね。でも、ある時気がついたのさ。魔術という、目に見えない、さわることもできない、正体不明なよく解らないものを、そっくりそのまま記録してとっておけるのは、私達呪まじない師だけなんだ、ってね」
　モウルが、虚をつかれたような表情で顎を僅かに引く。
「それに、あなた達魔術師が一生を使ってたった一柱の神様とやり取りしている間に、私は、何柱もの神様と触れ合うことができる。一方通行ではあるけれど、それでも楽しいよ」
　マーウルはそっと目を細めた。
「魔術師が神のちからをふるう時にね、見える――いや、感じる――んだよ。この大地を、空を、網の目のように覆いつくす眩い光が。まるでこの身体の中に張り巡らされた血管のように、世界の隅々までを繋ぐちからが。私は、その光り輝くちからの糸を、必要に応じて手繰り寄せ、木札や革札に刻み込むだけ。でも、その瞬間の、あの、自分が世界と一体化したかのような感覚は、おそらくあなた達魔術師には味わえないものなんじゃないかな。しかも、この手に触れる光は、その時ごと、魔術師ごとに少しずつ違うんだから、本当に飽きないよ」
　と、そこでマーウルはハッと息を呑んだ。
「ああ、そうか。あなたは呪まじない師でもあったんだったね。ということは、これと、魔術師の感覚と、あなたは両方知っているってことか。そりゃあ、ちょっとばかり羨ましいねえ」
　そう言って、マーウルはおどけたように顔をしかめてみせた。
　モウルは、微動だにせず、ただじっと唇を引き結んでマーウルを見つめている。
「さて、無駄口はこれぐらいにして、そろそろ仕事と参りましょうか」
　マーウルはにっこりと笑うと、ウネン達を屋上へと誘いざなった。
　
　モウルがマーウルに写しとらせた術とは、リッテンで果たせなかった、風で声を飛ばす術だった。
「これを起動させて呪符に向かって喋れば、その声が僕に届くようにしてあるから。あまり長い時間はもたないけど、ちょっとした連絡には充分足りると思う」
　そう言ってモウルは、できたばかりの呪符をウネンの手に握らせた。
　ウネンは「ありがとう」と心からの礼を言ったのち、どうしても我慢できずに一言呟いた。
「こんな込み入った術を、マルセルに頼もうとしたんだ……」
「本人にも、『俺には無理だって言っただろ』って堂々と胸を張られたよ……」
　
「また今度、時間に余裕がある時に、庭掃除に使えそうな術で呪符を作らせておくれ。ああ、洗濯物を乾かせる術でもいいかな。あと、熾火を甦らせる術も」
　商売っ気たっぷりに語るマーウルに挨拶をして、二人は呪符屋を出た。
　路地を一角ひとかども進まないうちに、モウルの歩みが止まる。どうしたの、と訊きかけて、ウネンは思わず口をつぐんだ。モウルが、酷く悔しそうな表情で唇を噛んでいたからだ。
「世界を覆いつくす光、なんて、見たことも感じたこともない……」



　モウルは絞り出すように言葉を吐き出した。それから「くそっ」と小さく毒づいた。大きくかぶりを振り、大げさに深呼吸を一つ、そうして少しだけばつの悪そうな顔でウネンを振り返った。
「ああいう呪まじない師もいるんだな……」
　なんと返事すればよいのか分からずに、ウネンは曖昧に頷いた。
「僕が最初に知り合った呪まじない師が、最低最悪な奴だったからな。素直に見識を改めるよ」
「モウルのお姉さんのことが好きだったという、ローって人のこと？」
「本当に君は、細かいことをよく覚えているね」
　そのとおりさ、と首肯して、モウルは話し始めた。
「僕が魔術師になることを諦めなかったのは、エレグ兄さんを悲しませたくなかったから、エレグ兄さんに責任を感じてほしくなかったから、のはずなんだけど、よくよく考えたら、途中からは明らかに『ローの奴と同じ呪まじない師という範疇に収まりたくない』って気持ちが一番強かったような気がするなあ」
　実にモウルらしいな、とウネンは心の中で呟いた。
「とにかく、悔しくて悔しくて、なんとしても魔術師になりたくてさ。『見識を深めればいい』って長おさ様が助言してくれたから、僕は必死で勉強したんだ。神庫ほくらにある本を片っ端から読みもした。でも、全然駄目でさ……。兄さん達が出て行って十年が経って、いいかげん穀潰しの謗そしりにも耐えきれなくなって、もう僕には無理だ、って全てを投げ出そうとした途端に、ひゅんっ、って神が降りてきたんだよ。あんなにも苦労したのに、崖の上に立った瞬間に、笑っちゃうぐらいにあっけなく。本当に嫌になるね」
　口調こそ軽かったが、その声音からは鉄錆のにおいがした。思わず噛み締めた奥歯が、ざり、と砂を噛んだような気がした。ウネンは一瞬だけきつく瞼をつむると、正面からモウルの目を覗き込んだ。
「神様に見出されるのって、運や機会に依るんだろうけど、でも、その時モウルに充分な知識があったってことが、何よりも大切だったんだと思うよ。もしもモウルがそれまでに諦めてしまっていたら、神様は降りてきてくださらなかったんじゃないかな」
　言葉で表しきれなかった思いを視線に込めて、ウネンはモウルをじっと見つめた。
　薄暗く翳っていた碧い瞳に、いつもの、あの強い光が戻るのが見えた。
「……嬉しいことを言ってくれるね」
　モウルは、よし、と気合いを入れるように空を仰いでから、少しすました笑顔をウネンに向けた。
「お礼に、今日の晩御飯はなんでも好きなものを言ってよ。オーリの奢りだ」
「なんでそこでオーリが犠牲になるの……」
　
　再び職人街への道を辿りながら、ウネンはふとした疑問を口にした。
「そういや、その、『最低最悪な呪まじない師』の人は、今どうしてるの？」
　するとモウルが、よくぞ聞いてくれました、とばかりに極上の笑みを満面に浮かべた。
「それがね。僕が神に見出されたことが相当こたえたみたいで、間もなく里を出ていったんだよ。『俺はこんな狭い世界で終わる人間じゃない』とかなんとか、お約束みたいな捨て台詞を吐いてね！」
　これ以上はないというぐらいに上機嫌な声で、モウルが笑う。
　ウネンが思わず漏らした溜め息を、一陣の風が吹きさらっていった。
　
　鴉がねぐらへ帰る頃、ウネンとモウルは第二城壁東門前の広場でオーリと合流した。
　相変わらずの仏頂面で首を横に振るオーリに、モウルもまた機嫌の悪さを隠そうともせずに肩をすくめる。
　三人は揃って大きな溜め息を吐き出すと、〈内側の町〉をあとにした。
　
「近所の人に訊いてみたけど、今のところヘレーさんの現住所をはっきり知っている人は見つかんなくてね。職人街だって言う人もいれば、道具屋筋だって言う人もいるし、本当、頼りなくて悪いわねえ」
　宿の食堂、一番隅のテーブル。夕食の皿を並べながら宿の女将が申し訳なさそうに眉を寄せる。
　口数も少なく食事を平らげたウネン達は、女将に礼を言って早々に部屋へと引っ込んだ。食堂から持ち出した香草茶のカップを手に、膝を突き合わせて寝台に腰をかける。
　先ずはオーリが、モウルに促されて報告を始めた。
「ヘレーについては、残念ながら何も情報は得られなかった。ヘレーはあの商店街を使ってはいないのだろう。女将が言っていた『職人街の広場から道を一本奥に行ったところ』という情報は間違いの可能性がある」
「女将さんは『職人街かど・こ・か・』って言ってたからなあ……」
　ウネンの言に、オーリが深い溜め息を吐き出す。
　そもそも「職人街」についても、どこからどこまでが「職人街」と明確に定められているわけではなく、その範囲も非常に広いのだ。「職人街の広場」にしても、三、四箇所は数えられるだろう。
　職人街のど真ん中にある広場を聞き回ったものの、徒労に終わった午後を思い出し、ウネンもまた溜め息をついた。
「『ヘレーについては』ってわざわざ言うところを見ると、他に何か気になることがあったってこと？」
　モウルに問われてオーリが頷く。
　ウネンが身を乗り出して見つめる中、オーリは再び口重に話し始めた。
「金物屋の裏手で会った鍛冶屋が、不穏なことを言っていたんだが……」
「勿体ぶらなくていいから」
　モウルの八つ当たりめいた合いの手に、オーリの眉間の影が濃さを増す。
「鍛冶屋が言うには、なんでも城から大量の矢尻の注文を受けたらしい。あと……」
　と、そこでオーリはちらりとウネンを見やってから、両手で細長い棒状の形を示した。「大体こういう形をした……これぐらいの長さで……こう……こういう……筒状のものを作ってみてくれ、と依頼された、と」
　話しつつ、ちらちらとウネンを気にしつつ、オーリは空中に手で図形を描えがく。
　それは、おそらくは例の〈誓約〉に抵触する物なのだろう。なんとなく閃くものがあって、ウネンは思いつくままに口を開いた。その昔ヘレーが「空を往く船」と同じように、「いつか未来に」と語ってくれた夢物語の一つを思い出しながら。
「それって、もしかして、火筒？」
　モウルが目を丸くする横で、オーリが満足そうに口角を上げた。
「そう言えば、ウネン、ロゲンでも、つるっと『爆薬』とか言ってたよな……。本っ当にヘレーさん、何教えてんだよ……」
「だから、暇だったんだろ」
　ことヘレーに関しては、オーリの寸鉄は鋭さを増す一方だ。
　モウルは大きく息を吐き出すと、「話を戻そう」と右手を振った。
「オーリ、念のために確認したいんだけどさ、本当にそれ、火筒――銃――で間違いないのかい？　実物見たわけじゃないんだろ？」
　疑わしそうに目を細めるモウルに対して、オーリは相変わらずの真顔で首肯した。
「さっき言った矢尻だが、大量のボドキン型に交じって、見たことも無い、訳の解らない形のものを幾つか作らされたらしい」と一度息を継いで、続ける。「詳しい形状を聞く限り、そいつは弾丸に違いない」
　弾たまが在るなら、火筒も在るだろう。それがオーリの論拠ということだった。
　モウルが顎をさすりながら「なるほどね」と何度も頷いている。
「やっぱり、パヴァルナでヘレーさんが見た『見たことのない形の鉄の矢尻』というのも、弾丸だったんだな。そうでなければ、彼が血相を変えてラシュリーデンを目指す理由がない」
「『やっぱり』ってことは、ヘレーさんが見たのが弾丸だった、って、オーリもモウルも最初からそう思ってたの？」
「ああ」
「弾丸か、弾薬か、文字どおりきな臭い話なのは間違いないな、って思ってたよ」
　里を飛び出し、追っ手から逃げ続けていても、それでもヘレーは「ノーツオルス」だったのだ。神々の怒りに触れぬよう、あらぬ知識を秘匿する里人さとびと達と、意志を同じくする一人。弾丸という今の世に存在すべきではないものを見てしまった彼は、それがどこから現れたのか確認せずにはいられなかったのだろう。追っ手に見つかる危険を冒してでも。
「鍛冶屋の話を聞く限り、まだ試作段階のようではあるが」
「まァ、現状、黒色火薬ならいつ発明されてもおかしくないとは思うけど、でも、いきなり弾丸らしい弾丸が発明されるってのは、ちょっとなァ……」
「銃身の形も、かなり洗練されているようだった」
「銃身も弾丸も、依頼元は城？」
　オーリが頷くのを見て、モウルの眉がひそめられた。
「てことは、問題は、ここの王がどこからその知識を得たのか、ということだな……」
　ああもう面倒臭い、としばし頭を抱えたのち、モウルは疲れきった表情で顔を上げた。
「実は僕らも、ヘレーさんの件とは別に、ちょっと気になる話を耳にしたんだ。もしかしたら、それが今の話と関係があるかもしれない」
「勿体ぶるな」
　オーリの意趣返しを、モウルは鼻息一つで吹き飛ばした。
「御多分に洩れず、ここの王城にもお抱え魔術師がいるらしいんだけど、彼が非常に有能な人間なんだそうだ。魔術の腕前は勿論のこと、その他の分野でも才気煥発で、例えば灌漑設備や製紙工場、機織りや製材の自動化など、新しい機械を次々に考案して国の発展に寄与している、ということだ」
　だよね、とウネンに確認をとってから、モウルは更に話し続ける。
「歳は四十前後。漆黒の長い髪を緩く三つ編みにしている。目元を仮面で隠していて、王以外にその素顔を知る者は誰もいない、神秘の魔術師。名前が……マンガス」
「出来過ぎだな」
　間髪を入れぬ反応に驚いて、ウネンは思わずオーリを見上げた。
「何が出来過ぎなわけ？」
「里の古い言葉で、『マンガス』は『怪物』という意味なんだよ」
　オーリの代わりにモウルが静かな声でウネンに答えた。
「ええっ？　それって、つまり、その魔術師はノーツオルスってこと？」
　ウネンの問いに、モウルはゆるゆると首を横に振った。
「里の人間は、全員漏れなく〈誓約〉をかけられている。そうそう簡単に知識を流出させることはできない」
「だが、不可能ではない」
　そう言い切って、オーリがウネンを見た。
　モウルもまた、「そうだな」と呟いてウネンを見つめる。
　二人の視線を一身に集めるかたちとなったウネンは、どぎまぎしながら、別な可能性を指摘した。
「で、でも、ノーツオルス関係なしに、遺跡や文献を調べるなどして、自力で失われた知識の断片を手に入れた人だっているかもしれないよ」
　たっぷり数拍の間まを待って、オーリとモウルは揃って溜め息を吐き出すと、ようやくウネンから視線をほどいた。
「その可能性がないわけじゃないけど、名前がなあ……。偶然にしては、ちょっとね」
「明日は、俺はヘレーについてだけでなくマンガスとやらについても情報を集めてみることにしよう」
　そうと決まれば、さっさと休んで明日に備えよう。話がまとまったところで、モウルが苦い笑みを浮かべた。
「たぶんヘレーさんも、マンガスなる人物の情報を既に得ているはずだ。となると、そいつを警戒して、あまり目立たないように気をつけているに違いない。これはちょっと捜し出すのに骨が折れそうだぞ」
　
　職人街と謂われる地域の中でも、最も活気溢れる運河沿い。両岸はおろか橋の下にまでびっしりと並ぶ水車のたてる音が、幾重にも響き合って実に賑やかだ。
　今日からウネンは、ここを起点にたった一人でヘレーの消息を聞き込んでまわらねばならない。
　大雑把な地図は、昨日にモウルと下見に来た時に作製してある。一人きりで踏み込んではいけない物騒な地域も確認済みだ。右手にいつもの杖を持ち、地図や帳面の入った鞄を肩からさげたウネンは、連絡用の呪符が懐に入っているのを今一度確かめてから、行き交う人波の中へと踏み出した。
　
　成果の得られないまま十軒をまわったところで、ウネンは脇道に入って一息ついた。鞄から水袋を取り出し、喉を潤す。
　人心地ついたウネンは、あらためて辺りを見回した。
　目の前には、賑やかな通りに背を向けるようにしてレンガ造りの建物が建っていた。脇道に面した出入り口から大きな作業台が、その横の窓からはオレンジ色の光が見える。
　好奇心に袖を引かれて、ウネンは一番近くにある戸口に寄っていった。ここにも聞き込みをしなきゃならないよね、と自分に言い聞かせながら。
　薄暗い工房の奥まったところに、足踏み式の大きなふいごと、真っ赤に熾おこった炉があった。
　ふいごを動かしているのは、長い髪をスカーフできっちりとまとめた若い女性だった。肩で息をして、忙せわしなくふいごのペダルを踏んでいる。
　炉の前には、背の高い中年の男が立っていた。炉に差し込んでいた長い棒を、ゆっくりと回転させつつ引き抜いていく。ほどなく姿を現した棒の先には、まるで小さな太陽のような、燃え盛る炎を閉じ込めた玉があった。
　男は、炉の蓋を閉めるや棒の端を口に咥えた。棒の先、炎の玉がじわりと膨らむにつれ少しずつ赤みは失われ、透明なものへと変化してゆく。
　ガラスだ、と、ウネンは息を呑んだ。ここはガラスを扱う工房なのだ。
　炉の蓋をあけ、ガラスに炎を蓄え、炉を閉じてガラスを吹く。その作業を何度も繰り返し、時にふいごの女性の手を借りて、鉄の椀や布状の物などを使って形を整え、そうして単なる炎の玉だったものが美しい器へと変容していくさまを、ウネンは夢中になって見守った。
　作業が一段落して、ふいごの女性が戸口へとやってきた。入り口の陰から覗くウネンに気がつき、碧い眼を見開く。
「何か用？」
　小首をかしげた拍子に、彼女の額で栗色の髪がはねた。オーリ達よりも少し若い、二十歳になったかならないか、といったところであろうか。先刻までの落ち着いた仕事ぶりとは対照的な、まだ子供っぽさの残る表情でウネンに話しかけてくる。
「あ、あの、人を捜しているんですが、少しお尋ねしてもいいですか？」
「いいよ。言ってごらん」
　女性は水がめの水に黒く焼けた革布を何枚も浸すと、順にしっかりと絞っていく。
　なるほど、この濡らした革布でガラスの形を微調整していたんだな、と感心しながら、ウネンは決まり口上を口にした。



「ヘレーという名前のお医者さんなんです。年齢は四十、髪の色は枯れ草色で、長く伸ばして緩い三つ編みにしていて、半年ほど前にこの町にやってきているはずなんですが……」
「お医者ねえ……。うーん、ちょっと心当たりは無いかなあ」
　絞り終えた革布を傍らの台に置いて、女性が両手を腰にあてた。そうしてウネンの面前へ身を乗り出してくる。
「どうしてその人を捜しているの？　それに、君、その服装……、この町の……ううん、この近辺の町の子じゃないでしょ？」
「事情があって生き別れたお父さんを捜しに、チェルナからやってきました」
　ウネンの答えを聞くなり、女性は目を丸くした。
「チェルナ、って、南の王国の？　お父さんを捜しに、って、たった独りで？」
「え、あ、親切な友達が一緒に……」
　ウネンが女性の勢いに押されていると、工房の奥から怒声が響いてきた。
「サチェ！　何をさぼっとるんだ！」
「親方……」
　先刻ガラスを吹いていた男が、眉間に皺を寄せてウネン達のほうへとやってきた。引き結ばれた口元が忌々しそうに引きつれるのを見て、ウネンは思わず背筋せすじを伸ばす。
「すみません！　ぼくがサチェさんに話しかけてしまって……」
「子供が大人の邪魔をするんじゃない。ほら、行った行った」
　右手でウネンを追い払う手振りを披露してから、親方は今度はサチェのほうに向きなおった。
「お前も、余所見をしている暇なんて無いだろう。小手先のわざばっかりできるようになったところで、肝心の窓ガラスが満足に吹けないんじゃ、一人前なんざ夢のまた夢だぞ」
「親方！　でも、この子、生き別れのお父さんを捜して、わざわざ南の王国からやってきたって！」
「で、お前はその父親とやらを知っているのか？」
　親方の問いかけに、サチェは唇を噛み締めて「いいえ」と頭を振った。
「それなら、もう話は終わりだろう。他人の世話を焼くなんざ、一人前になってからでいいんだよ」
「それじゃあ、親方は僕にサチェの世話を頼めないじゃないですか」
　と、朗らかな声とともに、若い男が工房の左手から姿を現した。その手には、取っ手つきの小ぶりなガラスの水差しが握られている。
「あ、それとも、もしかして、僕はもう一人前ってことかな」
「誰が一人前だ。外被せなんざ、サチェのほうが上手だろうが。兄弟子ぶるならしっかりしやがれ」
　そう言って親方は、苛いら立たしげに右手を振り開いた。
　反射的に身をのけぞらせた兄弟子の手から、あろうことかガラスの水差しがすっぽ抜ける。
「あああああ！」
「えええええ？」
　兄弟子の悲鳴に親方の驚きの声が追いすがった、その時、ウネンの耳に突然の〈囁き〉が飛び込んできた。
　すぐ目の前の水がめから、水が勢いよく噴き出した。
　空中に飛び散った水は、みるみるうちに兄弟子の足元へと集まると、地面すれすれのところで、ちゃぷん、と水差しを受け止めた。
　安堵のあまりへなへなとその場に座り込んだ兄弟子の向こう側、赤茶色の髪の男が、木札を持った右手を前に差し出して立っていた。
「呪まじない師か……」
「『呪まじない師か』じゃありませんよ、親方！　何てことするんですか！　もう少しで僕、これを落っことして割るところだったじゃないですか。ああ良かった、助かった。ありがとうございますありがとうございます」
　呪まじない師は、にっこり笑って歩を進めると、水差しを大事そうに拾い上げた。
「いえ、咄嗟のことで、上手くいってよかった」
　呪まじない師が木札を軽くひねるや、水の揺り籠は再び水がめの中へと戻っていく。パヴァルナのノルを思い起こさせる見事なわざに、ウネンはひたすら見惚れてしまっていた。
　見たところ、ヘレーと同じぐらいの年齢だろうか。翠玉エメラルドにも似た緑の瞳は、穏やかでありながら確固たる意思をも感じさせる。首の後ろで一つくくりにした髪は、そこそこの長さがあるようだったが、マントの襟の中に仕舞われてしまっているため詳細は分からない。
　ふとまた幽かな〈囁き〉を感じ、ウネンは微かに眉をひそめた。だが、声ならぬ声はまばたきの間に消え失せてしまい、「気のせいだったか」と自分で自分を納得させる。
「サチェ、お客さんだよ」
　兄弟子が、気を取り直してサチェの名を呼んだ。そうして、背後の呪まじない師に向かって「彼女がそれの製作者です」と紹介した。
　呪まじない師が「女性の職人が……」と呟くのを、サチェは聞き逃さなかった。
「何か問題でも？　女がガラスを吹いているのが不満だって言うなら……」
　暗い眼差しで腕を組むサチェに、呪まじない師は大慌てで両手を振った。
「すまない。少し驚いただけなんだ。不満だなんてとんでもないよ。むしろ、こんな可愛らしい女性にお目にかかれて光栄だ」
　歯が浮くような褒め言葉を聞き、サチェの頬が覿面てきめんに赤くなった。わたわたと落ち着きのない様子であちこちに視線を巡らせて、もじもじと言葉を返す。
「あっ、いえ、こちらこそ、きつい言い方してしまってごめんなさい」
「いや、威勢のよい女性は嫌いではないよ」
　ますます照れて身を縮ませるサチェに、呪まじない師はなおも優しい笑みを投げかけた。
「それで、この水差しについてなんだけどね。この持ち手の部分の青い色は、君でなければ出せない、と、彼が言っていたんだが……」
　サチェは、驚きの表情で兄弟子を振り返った。
　兄弟子が、サチェにむかって力強く頷いてみせる。
　深呼吸を一つして、サチェは今度はいっぱしの職人の顔で呪まじない師に向き直った。それから「はい、そうです」と大きく胸を張った。
「そうか。ならば君にお願いしよう。この青いガラスで髪飾りを作ってくれないだろうか」
「髪飾り、ですか。誰かへの贈り物ですか？」
「妻にね。彼女、この色がとても好きなんだよ」
　サチェと呪まじない師は作業台の前に場所を移して商談に入る。
　どうなることかと二人を見守っていたウネンを、兄弟子が、ちょいちょいと手招きした。
「君、人を捜しているんだって？　僕にも詳しいことを教えてくれないかい？」
「あ、はい」
「邪魔にならないよう、こっちで聞こう」
　自信に溢れた顔で呪まじない師に応対するサチェを眩しく思いながら、ウネンは兄弟子のあとについて工房を出た。
　
　何の収穫も無いまま、失意ばかりを引き連れて三日目が訪れた。
　ウネンは、ひととおり聞き込みを終えてしまった運河沿いを離れ、小規模な工房と一般住宅とが混じり合う町並を歩いていた。
　ヴァイゼンに着き、ヘレーの消息を聞き、もうすぐにでも会えるなんて期待をしてしまったからだろう、ウネンにとってはこの三日間が、チェルナの王都クージェを出てからの三箇月よりも長いように感じられた。
「人を捜しているんです」との問いに、漏れなく返ってくる同情の眼差し、申し訳なさそうな顔。これ以上それらを見たくなくて、ウネンの足が途中で止まる。
　こんなことでへこたれてどうするんだ、となんとか腹の底に気合いを溜めて、再び歩き始めたウネンの耳元を、モウルの声がくすぐった。
『ヘレーさんが借りている部屋が判明した。第二城壁の東門まで戻ってきて』
　
　東門で合流した三人は、モウルの案内でヘレーが住んでいるという家へと向かった。
　職人街の南西、鉤の手の形の広場を中心とした大きな市場いちばの外れ。運河から分かれた細い水路を挟んで、北側に皮なめし工房が、南側に肉屋がある一画へと彼らはやってきた。
　食肉処理場の南側には、町ができた頃からあるという古い墓地が、そしてその更に南には、宿の女将に「近寄るな」と警告された貧民街があるという。市場いちばの中心部に比べてやや寂れた雰囲気の街路に、何頭もの豚の鳴き声が騒々しく響き渡っていた。
　ヘレーの部屋は、皮なめし工房に隣接する靴屋の二階にあった。三部屋ある下宿のうち一番南側の、水路に面した部屋ということだった。
　靴屋の店主でもある家主は、店舗の奥の物置を兼ねた部屋へとウネン達を招き入れた。三人を頭のてっぺんからつま先まで不躾なほどにねめまわし、最後にもう一度ウネンを舐めるように見つめ、それから難しい顔で唸り声を漏らした。
「確かに先生は、故郷こきょうに息子と娘がいるって言ってたけど……」
「娘」はともかく「息子」との発言を聞き、ウネンもモウルも思わずオーリを振り返った。
　当のオーリは、いつもの仏頂面のまま、ぷいと明後日のほうを向く。
「……で、あんたがその息子さん？」
　家主がそう言ってウネンを指差すや否や、オーリとモウルが声を揃えて「娘です」と訂正を入れた。
「あ、ああ、こりゃ失礼した。娘さんかい」
　げほんごほんとわざとらしい咳払いを繰り返したのち、家主は大きく息を吐いた。
「実はヘレー先生、かれこれもう半月ほど部屋に帰ってきていないんだよ」
「帰ってきていない、って、それはどういうことですか？」
　ウネンは思わず家主に詰め寄っていた。自分の声が、自分のものとは思えないほど震えているのが分かった。
　家主は、「まあまあ落ち着いて」と両手でウネンを押しとどめると、またも大きな溜め息をついた。
「腕の良いお医者だから、どこかお屋敷に呼ばれて重病人の看病にあたっている、なんてこともあるだろうと思って、部屋は手をつけずにおいてあるんだけどね。先生には本当に世話になったから……」
　静まり返った部屋に、再再度家主の溜め息が響く。
　せっかく住んでいる部屋まで分かったというのに、事態はまた振り出しに戻ってしまった。ウネンは唇を噛んで足元に視線を落とす。
　と、ウネンの肩がポンと軽く叩かれ、モウルがウネンの横へと進み出た。
「それなら、ヘレーさんの部屋を見せていただけませんか？」
　モウルが問うた途端、再び家主の目に懐疑的な色が差した。
「しかしねえ、勝手に他人を中に入れるわけにはねえ……。だって、娘だ、って、あんたらが言ってるだけだし……。先生に訊いてみないことには、勝手にはねえ……」
「ええと、あの、親子の証明まではできないけど、一緒に暮らしていたしるしみたいなものがあれば、信じてもらえますか？」
　ウネンは鞄の一番底から、一巻きの羊皮紙を取り出した。
「これ、ぼくが子供の頃に、父から文字を教わった時の書きつけなんです」
　麻紐をほどくのももどかしく、ウネンは羊皮紙の巻きを伸ばしていった。
　一番上、几帳面な文字で「ウネン」と書いてあるのが、まず見えた。そのすぐ下には、お手本を真似たたどたどしい子供の字。
　三行目、一行目と同じ筆跡で「ヘレー」と記されているのを見て、家主が色めき立った。
「ちょ、ちょっと待ってくださいよ」
　そう言い置いて、家主は奥の扉へと引っ込んだ。帳面を手に戻ってくるや、ウネンの手元の紙と見比べる。
「ああ！　本当だ！　ヘレーさんの字だ！　ここの端っこがくるんってなっているところとか、そっくりだ！」
　そういうことなら、と、家主は鼻息も荒く奥の部屋へと走っていった。ヘレーの部屋の鍵を取ってきてくれるらしい。
　ありがとうございます！　と家主を見送るウネンの手元を、モウルとオーリが覗き込んできた。
「捨てずにずっと持ってたんだ」
　モウルがそっと目を細める。
　ウネンは少し照れ臭くなって、書きつけに目を落とした。
「迷子札代わりになるから、って言われてたし」
　更に少し巻きをほどけば、五行目に「イェゼロ」と町の名前があった。続けて「バボラーク領、チェルナ王国」。勿論その下には、練習した幼いウネンの筆跡が並んでいる。
「あれ？　まだ続きに何か書いてあるみたいだけど？」
「あ、いや、それは」
　ウネンは慌てて羊皮紙を仕舞おうとした。が、横から伸びてきたモウルの手が、強引にウネンの手ごと羊皮紙の巻を伸ばしていく。
「ええと、その、あの、これは、綴り方を間違えないように、って思って」
　住所の下には人名が並んでいた。ヘレーの字ではなく、随分と上達したウネンの字で。一行ずつ、丁寧に。「ミロシュ」「ゾラ」「シモン」「イレナ」。ふるさとでウネンを待つ、養父母と友人達の名が。
　そして、更にその下、少し隙間が空いて、まだ色褪せていないインクで「オーリ」「モウル」と……。
「だからぁ！　綴りを間違えないように、って！」
　あまりの気恥ずかしさに、ウネンの声が大きくなる。
　モウルが、ふう、と息を吐いた。
「……いや、まいったね、こりゃ」
　そう言ってモウルは傍らのオーリを振り仰いだ。
　オーリは、右手で口元を覆ってただひたすら立ち尽くしている。指の隙間から見える頬が、心なしか赤い。
「緊張とか気負いとか、なんかもう、今ので全部どっかへ飛んでったなァ」
「……まあな」
　オーリが辛うじて一言を返した時、家主が鍵を持って戻ってきた。「こちらへどうぞ」と表の階段へ一同を先導する。
「さーて、やる気も出たところで、さっさと親父さん見つけようか。なあ、兄さん」
「お前のほうが俺よりも年上だろう」
　二人の軽口を背中で聞きながら、ウネンは、手のひらと手の甲とを交互に頬に押し当てて、上気した顔を冷まそうとするのだった。
　
「いやあ、正直、ヘレー先生がこのまま帰ってこなかったらどうしよう、って困ってたんですよ」
　そう言って家主が鍵を回す。錠のはずれる小さな音を聞き、ウネンは思わず両のこぶしを握り締めた。
「流石に『今日明日に』とはまいりませんが、でも、僕達が必ずヘレーさんを捜し出してみせますよ」
「頼みましたぞ、魔術師様」
　よそゆき顔で微笑むモウルに、家主はすがるような眼差しを向けた。「私にできることがあれば、遠慮なく言ってください」
　木の軋む音とともに、扉が開かれた。
　柔らかな日の光差し込む、居心地の良さそうな部屋がそこにあった。
　広さは、今ウネン達が泊まっている部屋と同じぐらいだろうか。木製の寝台に、衣装棚、窓の下には小ぶりではあるが書きもの机まである。
「いい部屋ですね」



　モウルの言葉を聞くなり、家主は「そうでしょうとも」と破顔した。
「ここらは町の外れですからね。あそこの肉屋の豚の鳴き声もうるさいですし、そういったことの埋め合わせに、部屋の中では快適に過ごしていただこうと思いまして……」
　家主は、まるでお客を相手にしているかのように、よどみなく語り続ける。
　ウネンはその横をすり抜けて、部屋の中へと足を踏み入れた。
　机の上には、何も記されていない草木紙が数枚と、インク壺と羽根ペンがあった。ペン先のインクは一応拭われてはいたが、裏側に拭き取り損ねた黒色がこびりついている。きっと、またすぐに使うつもりでいたのだろう。
　寝台の手前の床には、部屋の中で使っていたと思われる木の皮のサンダルが、ぞんざいに置かれていた。壁のフックには、火の消えたランプ。ざっと部屋を見まわしても、他に私物は見当たらない。
　微かな躊躇いののち、オーリが衣装棚の扉を引きあけた。
　ウネンもオーリの脇からおずおずと中を覗き込む。
　がらんとした衣装棚には一着の外套がかけられ、床面には大きな背負い鞄が置いてあった。見間違えるはずもない、三年前にヘレーがイェゼロの町を出た時に着ていた外套と、その時背負っていた鞄だった。
　ああ、と、深い溜め息がウネンの喉からこぼれた。
　三年前のあの日、別れ際にヘレーが見せた少し寂しそうな微笑みが、瞼の裏にまざまざと甦った。
　あの時ウネンは、ただ茫然と彼を見送ることしかできなかった。ついて行くこともできず、引き留めることもできず、そればかりか「今までありがとう」と礼をいうことすらできないままに。
　ふと我に返って、ウネンは傍らを見上げた。
　オーリもまた、感慨深そうにヘレーの外套を見つめていた。唇こそ固く引き結ばれていたが、その碧い瞳は――ヘレーと同じ青碧の瞳は思いのほか穏やかで、まるで夜明け前の空のように澄み渡っていた。
　ほどなくオーリがウネンの視線に気がついた。僅かに首をかしげ、怪訝そうに眉を寄せる。
　ウネンは胸一杯に息を吸い込んだ。
「やっと、追いついた」
　一言一言を噛み締めるように言うウネンに、オーリはそっと目を細めて「ああ」と頷いた。
　
　部屋のどこを探しても、ヘレーの診療鞄は見つからなかった。おそらくは、診察に出かけたまま帰ってきていない、ということなのだろう。
　寝具は起き抜けの状態で残されていた。机の上のペンといい、ヘレーは長期間部屋をあけるつもりではなかったようだった。
　幸い家主は、ヘレーが勤めていた診療所を知っていた。雇い主の医者の名前と診療所までの道順を、彼は快く教えてくれた。
　連絡先としてウネン達が滞在している宿の名前を家主に渡して、そうして三人はヘレーの部屋をあとにした。
　
　ヘレーが働いていたという診療所は、東門から西へと伸びる大通りの北側、脇道を入って少し行った先にあった。
　雇い主である年輩の医者は、多忙を理由に門前払いをくらわそうとしたが、気のいい患者が順番を譲ってくれたことで、数分の面会を取りつけることができた。
「私のほうこそ、彼がどこにいるのか教えてほしいぐらいだよ。連絡も何も無く勝手に辞められて、いや、休まれて、困っているんだ」
　白髪交じりの頭を苛いら立たしげに振ってから、医者はこれ見よがしに溜め息をついた。
「いつからヘレーさんは来なくなったのですか？」
「丁度二週間前だ。それまでは、こちらが心配するほど働き詰めだったから、体調でも崩したかと思って下宿まで見に行ったのだがね。既に彼はいなくなってしまっていてな……」
「ヘレーさんは、診療鞄を持ったままいなくなったようなのですが、つまり、こちらに向かう途中か帰り道のどちらかで何かあった、ということでしょうか」
　モウルの質問に、医者は厳めしい顔を更にしかめてみせた。
「いや、それはない」
「何故断言できるんです？」
　医者はまた深い溜め息を吐き出した。
「彼にはここに週に四日ほど来てもらっていたのだが、彼がいなくなった日の前日は、彼の休みの日だったんでね」
「では、ここに来る途中に……」
「話を最後まで聞きたまえ」
　容赦のない一言を叩きつけられ、モウルが鼻白む。
　医者は不機嫌さを隠そうともせずに、徐おもむろに口を開いた。
「いつも彼は午後から診察に入ることになっていたのだよ。午前中は、貧民街の子供達を診に行く、と言っていた」
　モウルの少し後ろに立っていたウネンは、貧民街という単語を聞いて、思わず息を呑んだ。
「その日もいつもどおりに朝のうちに下宿を出たということだったから、彼は貧民街へと向かったのだろう。きっと、そこで何か災厄に巻き込まれたに違いない。貧しい子供達を助けようという志は大したものだがね、あんな所に行かなければ、こんなことにもならなかったんだろうに、残念で仕方がないよ」
　何か、言葉に言い表せない違和感を覚えて、ウネンは身じろいだ。何か……、何かが、すっきりしないのだ。ちらりと横を見上げれば、オーリも小さく首をひねっている。
「すみませんが、正確な情報をお願いします。後ろめたさを勝手に転嫁して話を歪めないでいただきたい」
　モウルが、ここぞとばかりに反撃を開始した。
「ヘレーさんはヘレーさん、あなたはあなた、人それぞれだ。ヘレーさんが恵まれない子供達に対して慈愛溢れる行動をとっていたからといって、そのことであなたが負い目を感じる必要は無い」
「負い目など、感じていない」
　医者が憮然と言葉を返す。
　だがモウルは追及の手を緩めるつもりはないようだった。
「あなたの口ぶりでは、ヘレーさんが貧民街に行っていたのは一度や二度のことじゃないんですよね？　じゃあ、どうして止めなかったんです？　本当に危ないと思っていたなら、ヘレーさんが貧民街へ行くのを止めたんじゃないですか？　それとも、実は彼が危険な目に遭うことを望んでいた、とか？」
「まさか！」
　声を荒らげた次の瞬間、医者は自分がモウルの手のひらの上にいることに気がついたようだった。忌々しそうに唇を噛んだのち、観念した表情で肩を落とす。
「……貧民街の連中は、典型的な『持たざる者』だ。『持てる者』が単身で不用意に迷い込めば、身ぐるみ剥がされて殺されてもおかしくはない。だが、彼らは自分達に利益をもたらす者は大切にする。彼が医者として彼らに施しを行う限りは、あそこに住む連中が彼に危害を加えることはない、と思う」
「つまり、ヘレーさんが行方不明になった理由も場所も、あなたには分からない、と？」
　淡々と結論づけるモウルをひとしきり睨みつけて、そうして医者は「そうだ」と声を絞り出した。
　
「負い目だとかなんとかあの医者を煽りはしたけれど、実のところ僕は、ヘレーさんが単に博愛精神を発揮するためだけに貧民街に通かよっていたとは思っていない」
　大通りまで戻ってきたところで、モウルが涼しい顔でウネンとオーリを振り返った。揃って眉間に皺を刻む二人を見て、しっかりしておくれよ、と溜め息を漏らす。
「だってさ、考えてもみてごらんよ。里の追っ手ばかりか、『怪物』という名の怪しい魔術師までもを警戒した上で、『変な形の矢尻』なんて得体のしれない物の出どころについて調べなきゃならないんだよ。奉仕活動している余裕なんてあるわけないだろ」
　モウルの話が終わりきる前に、ウネンとオーリは同時に「それだ」と両手を打った。先刻、医者の話を聞いている時に何か収まりが悪いような気がしたのは、まさにこの「何故今この時にヘレーはわざわざ慈善を施しに行ったのか」という点だったのだ。
「奴が貧民街へ行っていたのには、別に理由があるというわけか」
「たぶんね」
　ちらっと貧民街のある南の方角に視線をやってから、モウルは再度二人に向き直った。
「とりあえずお昼にしようか。貧民街へ行くのはそのあとだ」
　
　大通り沿いの屋台で腹ごしらえをしたあと、オーリとモウルはウネンに宿で待つよう言った。状況によっては多少荒っぽいことになるかもしれないから、ということだったが、彼らが、ウネンの幼少期のつらい記憶を慮ってくれているのは明らかだった。
　二人に心からの礼を言って、ウネンは宿に戻った。
　モウルは「何かあったら声を飛ばすから」と言ってくれていたから、風の通る戸外にいるほうがいいだろう。女将に一言断って、ウネンが宿の裏庭で鶏を見ながらぼんやりと時間をつぶしていると、厨房の扉が開ひらいて女将が顔を出した。
「ウネンちゃん、悪いんだけど、ちょっとだけ手伝ってくれないかな？」
「何をですか？」
「急に大口の夕食の予約が入ってね、今ちょっと大わらわなのよ。魔術師の兄さんは、ウネンちゃんに外にいるように、って言ってたんだよね？　じゃあ、この子の代わりに井戸まで野菜を洗いに行ってくれないかしら」
　女将さんが振り返った先では、下働きの娘が、籠にいっぱいの青菜と芋の入った麻袋を持って立っていた。
「いいですよ。この鞄と杖を預かってもらえますか」
「勿論よ。それじゃあ、お願いしちゃうわね」
　
　埃っぽい裏道を二角ふたかど行った先、小さな広場の真ん中に井戸はあった。
　夕げの支度にはまだ少し早い時間だからだろう、洗い場に人の姿は無く、どこか遠くのほうから子供の騒ぐ声が聞こえてくるほかは静かなものだ。
　ウネンは、洗い場にまず芋を転がした。次いで籠から青菜も出してそっと脇へ置く。
　いざ、と袖まくりをしたウネンは、あ、と気がついて胸元のポケットから連絡用の呪符を取り出した。うっかり井戸に落とすようなことがあっては大変だ、と、芋の入っていた麻袋に入れて傍らの木の枝に引っかける。
　準備万端、あらためてウネンは井戸の水を汲み上げた。乾いた泥がこびりついた芋を一つ一つ綺麗に洗っては、籠の中へと放り込んでいく。
　さて次は青菜だ。一旦立ち上がって思いっきり伸びをした時、そよ風が微かな〈囁き〉を連れてきた。
　ウネンは驚いて周囲を見まわした。
　人影が一つ、広場に入ってくるのが見えた。
「君、ヘレーさんを捜しているんだってね」
　それは、二日前にガラス工房で会った呪まじない師だった。あの時と同じ暗い灰色のマントを風になびかせながら、落ち着いた足取りでウネンのほうへ近づいてくる。
　手が濡れているのにも構わず、ウネンは服の胸元を握り締めた。胸の奥がざわめいて仕方がなかったからだ。何故、今、〈囁き〉が聞こえたのか。術を使うどころか、彼は今、呪符を持ってすらいないというのに。
「ヘレーさんを捜しているんだって？」
　呪まじない師が、同じ問いを繰り返した。
　ウネンはおずおずと「はい」と頷いた。
「息子だっていうのは、本当かい？」
「娘です」
　ウネンが訂正を入れれば、呪まじない師は少し狼狽えて「ああ失礼」と咳払いをした。
「こんな歳のお子さんがいるなんて、思ってもいなかったな……」
　ほんの刹那、彼の声音に棘を感じたのは、気のせいだろうか。ウネンは警戒しつつ呪まじない師に問うた。
「父をご存じなのですか？」
「ああ。実は妻が病気でね、ヘレーさんには無理を言って、我が屋敷に逗留して治療にあたってもらっているところなんだよ」
　そう言って呪まじない師は、穏やかに微笑んだ。
「父が、あなたの家に？」
　驚き上ずる声を聞き、呪まじない師が申し訳なさそうに頭をかく。
「もしやと思っていたんだけれど、どうやら連絡が上手くいってなかったみたいだね。あとで彼の下宿にもう一度人をやらなければ……」
　ウネンは、しばし言葉も無く呪まじない師の顔をじっと見つめた。考えもしていなかった事態に、思考が追いついてきてくれなかったのだ。
　やがて、驚きで固着してしまっていた頭に、じわりと喜びが湧き上がってきた。とうとうヘレーの居場所が判明した、という喜びが。
　彼が無事で良かったと安堵すると同時に、長かったここまでの道のりが、ウネンの脳裏に次から次へと浮かび上がってきた。どうしよう、何と言って会えばいいんだろう。ああ、その前に、一刻も早くオーリ達にこのことを教えなきゃ。
「どうする？　今から屋敷に来るかい？」
　呪まじない師の申し出に、ウネンは一も二も無く頷いた。
「あ、はい！　実は、友達も父のことを心配してて、ここまでついてきてくれたんです。すぐに戻ってくると思うので、少し待っててもらえますか？」
「構わないよ」
「あ、あと、この青菜も洗わなきゃ……」
「ごゆっくり、どうぞ」
「ありがとうございます！」
　洗い場へと踵きびすを返したウネンは、モウルに連絡するべく呪符の入った麻袋に手を伸ばした――伸ばそうとした。
　ウネンの指先が麻袋に触れたその瞬間、ぐらり、と地面が揺れた。
「あれ……？」
　眩暈がする、と、思った時には、ウネンは呪まじない師の胸元に背中から倒れ込んでしまっていた。
「あ、すみま……せ……」
　慌てて身を起こそうとするも、上手く身体に力が入らない。
「大丈夫かい」
　呪まじない師が、笑みを浮かべてウネンの顔を覗き込んでくる。その一瞬、彼の表情が、いや、顔が、まるで水面に映った像のようにぶ・れ・た・。
　また〈囁き〉が聞こえた。幽かな幽かな、魔術の気配。
　ウネンの肩が強い力で掴まれた。そのままウネンは、問答無用にマントの中に抱き込まれる。
　ウネンは必死でその手を払いのけようとした。だが、腕はおろか、指の一本すら満足に動かせない。助けを呼ぼうとしても、喉に穴でもあいてしまったかのように、ただ息だけがヒューヒュー音を立てるのみ。
　ほどなく、視界ばかりか思考にまでぼんやりと霞がかかってくる。なすすべもないまま、ウネンの意識は暗黒に呑み込まれた。






第十章　　怪物




　
　リーン……
　リーン……
　澄んだ鈴りんの音に誘いざなわれるようにして、ウネンは目をあけた。
　ふらつく頭を二度三度と振りながら、重い手足に鞭打ってなんとか身を起こす。そうしてウネンは、ゆっくりと周囲を見まわした。
　ウネンがいるのは、とても薄暗い部屋だった。石を積んで造られた円筒形の部屋の真ん中を、木の壁で仕切っているようだ。半円形の床の上には、ウネンの座る寝台のほかは小さなテーブルと椅子があるだけの、実に殺風景な部屋だった。
　ここはどこなのだろう。何故、自分はこんなところに連れてこられたのだろう。立ち上がろうとした途端に激しい眩暈に襲われて、ウネンは再び寝台の上にへたり込んだ。寝起きのせいか、頭の中がまるで石でも詰まっているかのように重苦しい。
　井戸端であの呪まじない師にマントの中に引っ張り込まれたのが、ウネンが覚えている最後の記憶だった。那辺より押し寄せる暗黒に頭から呑み込まれたあとは、ずっと闇の中を漂っていたような気がする。
　ウネンは、ぼんやりと手元に視線を落とした。
　ぱっと見たところ服装に異常は見当たらなかった。身体は、となると、酷い倦怠感のせいでよく分からないが、とりあえず外傷の類たぐいは無いように思える。
　身体にかかっていた毛布は、とてもきめ細かで柔らかい手触りだった。敷布の下の寝藁も、まるで若草の上にいるかのようにふかふかだ。見た目は素朴ながらしっかりとした作りの寝台にテーブル、堅牢な壁。「我が屋敷」という発言のとおり、あの呪まじない師はかなり裕福な家の人間に違いない。――ここが彼の住まう屋敷であるならば、だが。
　リーン……
　また、鈴りんの音が部屋の壁にこだました。同時に耳の奥で震える、幽かな〈囁き〉。
　音源を探して顔をあげれば、天井近くに穿たれた採光用の狭窓さまどの前に、金属かねで作られた風鈴が一つぶらさがっていた。
　リーン……
　か細げな、それでいて脳に深く突き刺さるような高い音が、〈囁き〉と混ざって気持ちが悪い。ウネンがたまらず両手で耳を塞いだ、その時、部屋の空気が一気に動き、一際鋭い風鈴の音が響き渡った。
　正面の木の壁の中央、大きく開かれた扉から、丈の長いマントを身にまとった男が現れた。
　男は、目元を白銀の仮面で隠していた。頭髪は、闇を取り込んだかのような、まったき黒。その腰まで届きそうな長い闇を、彼は緩く一つに編んでいた。
　ウネンはごくりと唾を呑み込んだ。王城お抱えの仮面の魔術師。名前は確か……オーリ達の里の古い言葉で「怪物」という意味の……。
「お目覚めのようだね。私はラシュリーデン国王ルドルフ陛下に仕える魔術師、マンガスという。お見知りおきを」
　マンガスの声にかぶさって、また新たな〈囁き〉がウネンの耳元を震わせた。
　ウネンにはその気配に憶えがあった。一度目は、職人街のガラス工房で。二度目は、あの井戸端で。赤茶色の髪の呪まじない師とともにいる時に感じられた、あの〈囁き〉と同じものだった。
「父に会わせてくれる、って言ってた呪まじない師さん、ですよね？」
　先刻にも増して鈍く痺れる頭を必死で働かせながら、ウネンはマンガスに問うた。
　問われたマンガスは、心底意外そうな声を漏らした。
「何故、そう思う」
　今は〈囁き〉のことを伏せておいたほうがいいような気がする。ウネンは、ぼんやりとした思考の片隅でそう考えた。
「何故、って、……なんとなく」
「ふむ、流石は子供というべきか、勘が鋭いな」
　一応は納得した様子で、マンガスが顎をさする。それから彼は「立てるかね」とウネンに声をかけた。
「約束どおり、今から父親に会わせてあげよう。来なさい」
　ふらつきながらも、ウネンはゆっくりと立ち上がった。今度は眩暈こそ起こさなかったものの、ふわふわと足元が定まらず、まるで雲の上でも歩いているかのようだった。
　マンガスのあとをついて扉を抜ければ、円筒形の残り半分の部屋がウネンを出迎えた。曲面を描えがく向こうの壁には出入り口が穿たれており、その脇には薄片鎧ラメラーアーマーを着込んだ一人の兵士が控えている。
「言うまでもないことだが、余計なことをして彼の仕事を増やさないでくれたまえよ」
　そう言ってマンガスは、出入り口へとウネンを誘いざなった。
　出入り口が面しているのは、薄暗くて天井の低い階段だった。円筒形の部屋の周囲に巻きつくようにして、螺旋を描えがいてくだってゆく石の段。人ひとり通るのがやっとという狭い階段を、ウネンは、マンガスと兵士に前後を挟まれて下りていった。
　
　幾つかの扉を通り過ぎ、採光窓が姿を消し、マンガスの持つランプの光だけを頼りに、やがてウネン達は階段の終着点へと辿り着いた。
　じっとりと湿った冷気が、ぬたりと足首から這い上がってくる。土やカビのにおいに加えて、すえた悪臭が鼻につく。怖気を感じて、ウネンは知らず背筋せすじを震わせた。
　鍵をあける重々しい音ののちに扉が開かれる。兵士に小突かれ、ウネンはマンガスのあとから部屋に入った。
　そこは、ウネンが目を覚ました部屋と同じように、円筒形の室内を二つに区切った部屋だった。ただし、ここでは木の壁ではなく、鉄格子が仕切りとなっている。
　風鈴の音と〈囁き〉が、ウネンの耳元で渦を巻いた。
　鉄格子の向こう、朽ちかけたぼろぼろの寝台に、ヘレーが腰をかけてこちらを――マンガスを――睨みつけていた。
　
　三年ぶりに見る育ての親は、すっかりやつれ果てていた。伸び放題となった髭の上からでも分かる、こけた頬。荒れた唇、土気色の肌。いつもきれいにまとめられていた髪は見る影もなく、ただ碧の瞳だけが、落ちくぼんだ眼窩でらんらんと光を放っている。
　がちゃり、と金属同士が触れ合う音を聞き、ウネンはヘレーの右足が鎖で鉄格子に繋がれているのを見た。ああこれじゃ逃げられないな、と、ウネンはぼんやりと考えた。二週間前からここに捕まっているのだろうか。ご飯はきちんと食べさせてもらっているのだろうか。体調は大丈夫なのだろうか。怪我はしていないのだろうか。どうにも自分の思考が空回りしているような気はするものの、何と何が噛み合っていないのかがよく分からない。ヘレーに会えたら言いたかったことが沢山あったはずなのに、何故か一つも出てこない。
　ただ茫と突っ立つばかりのウネンを、マンガスが満足そうな笑みを浮かべてちらりと見やった。
「今日は、君にお客さんを連れてきたよ」
　鉄格子のすぐ前まで進み出たマンガスは、実に楽しげにヘレーに話しかけた。
「城下でね、生き別れた父親を捜しているという子供に会ってね。可哀そうだったから連れてきたんだ」
　マンガスの言葉が終わりきらないうちに、ヘレーがこれ見よがしに鼻を鳴らした。
「知らないな。私に娘などいない」
「娘、ね」
　途端にマンガスが含み笑いをした。「なかなか素晴らしい観察眼だ」とウネンを振り返ってから、再度ヘレーに向き直る。
「そうか、知らないか。本物なら君との取引に使えると思ったんだがな。関係が無いのならば、さっさと処分してしまうとするか」
　言うなり、マンガスは静かに左手を上げた。
　兵士が剣を抜いて、ウネンの首にその刃やいばを押し当てる。
　鎖が大きな音をたて、ヘレーが鉄格子に取りついた。
「その子には手を出すな。関係ない」
「全ては君次第だ」
　ヘレーの、血の滲むような声音を前に、マンガスの声は場違いなまでに朗らかだった。
「何度も言っているが、君がノーツオルスと同じ町の人間だということは、調べがついている。君さえ協力してくれれば、我が軍の勝利は確実だ。あの伝説の魔術師が秘匿している多くの叡智を、人の世に解き放つことができる」
　もしや、鍛治屋が注文を受けた大量の矢尻とは、ノーツオルスの里を狙ってのものだったのか。ともすればどこかへ漂ってしまいそうになる意識を必死に握り締めながら、ウネンは鈍い頭で考えを巡らせる。
「過大評価もいいところだ」
　ヘレーが苦々しげに吐き捨てた。
　マンガスが、「おやおや」と眉を上げた。
「私は、知っているんだよ。君が次期町長まちおさの指名を受けていたということを。町の神の神庫ほくらの構造も、神座かむくらへ――宝物庫へ至る道も、君は知っているんだろう？」
　ヘレーの顔が僅かにこわばる。
　マンガスの口元が笑みを刻んだ。
「君達の町について調べるのには、大層骨が折れたよ。何しろ、幾たび人をやっても、誰も彼も『調査対象に尋ね当たらず』としか言わないんだからな。詳しく話を聞けば、どうやら記憶が一部欠落している。しかも、本人はそれに気づいていない。そこまでして隠したいものが、君達の町にはあるのだろう」
「報告すべきものが本当に何も無いから、とは考えられないのか」
　ヘレーが冷静に言い放つも、マンガスは余裕の表情で首を横に振った。
「それはない、な」
　勿体ぶるように一旦言葉を切り、それから彼は鉄格子に額を寄せると、一段低い声で話し始めた。
「錆びない鉄、またたきの間に火を熾せる小箱、手のひらに収まる精密な時計、星さえ望める遠眼鏡。報告すべきものが無いというのならば、彼・がそれらをどこで手に入れたのか、説明がつかないだろう？」
「彼……？」
　ヘレーの瞳に不安の色が差した。
　ウネンの胸の内にも、不吉な思いが込み上げてくる。
　マンガスは得意げに微笑んでから、唐突に話題の矛先を逸らせた。
「知っているかい。どんなに強固な意志を持ってしても、人は、限界を超えた痛みや恐怖には勝てないんだよ」
　ウネン同様、話の行く先が読めないのだろう、ヘレーが怪訝そうに眉をひそめる。
　ふふ、と、マンガスが唇をほころばせた。それから彼は、歌でも口ずさむかのように楽しげに口を開いた。
「指、耳、手首……足まで耐えた人間には、まだお目にかかったことがないな……」
「まさか……お前は……」
　怒りか、恐怖か。ヘレーの声は、ウネンにもはっきり聞き分けられるほど震えていた。
　対してマンガスは、ますます上機嫌で言葉を重ねてゆく。
「確か、エレグ、っていったかな。最後は泣きながら自ら進んで全てを語ってくれたよ。何か口封じの術でもかけられていたのか、傷とは別に随分苦しんでいたな。その影響か、最後には、彼は全ての記憶を失って廃人になってしまってね。町の守護神とやらも、酷い仕打ちをするものだ」
　リーン……
　涼やかな風鈴の音色の向こうに、ウネンは聞こえるはずのない悲鳴を聞いた。
　ヘレーが、鉄格子を掴んだまま、ずるずると床に膝をついた。
「エレグ……まさか、彼が……」
　ヘレーの喉から、酷く掠れた声が漏れた。彼は、それ以上もう何も言うこともできずに、ただ愕然と目を見開いておのれの足元を見つめている。
　十六年前に里を出たモウルの義兄。モウルが親愛を込めて「兄さん」と呼ぶ水の魔術師、エレグ。彼は、ヘレーがまだ里で暮らしていた頃に、よくヘレーの手伝いをしていたという。オーリにとっても年の離れた兄のような存在だったエレグは、おそらくはヘレーにとっても、かけがえのない人間だったに違いない。
「そんな……うそだ……」
　絞り出すようにして発せられたヘレーの呟きに、冷徹な声がかぶさった。
「別に君に信じてもらえなくとも結構だよ。彼は今もどこかで元気に生きている、そう思い込みたいのなら、どうぞご自由に」
　ヘレーが虚ろな瞳で顔を上げた。
「ただ、これだけは理解してほしいのだが、私は、君を彼のような目に合わせたくはない。勿論、このお嬢さんについても同様にね。一日だけ猶予をあげるから、よく考えてくれたまえ」
　
　うちひしがれるヘレーに冷笑を突き立てて、マンガスは踵きびすを返した。
　ウネンは、来た時と同じように、兵士とマンガスとともに地下牢をあとにした。
　マンガスは、二つ目の採光窓の下にある扉の前で足を止めると、兵士に一言二言何かを囁いて扉の向こうへと消えた。おそらくその扉が、この建物の出入り口なのだろう。螺旋階段の外側の壁に設けられた扉は、その一つきりだった。
　
　最初の部屋に戻されたウネンは、ただ茫然と立ち尽くしていた。
　背後の扉は、兵士によって施錠されてしまった。
　採光用の狭窓さまどはウネンならなんとか通れなくもない大きさだが、いかんせん床からの高さがウネンの身長の三倍ほどある。
　何もできない、とウネンは唇を噛んだ。そう、何もできなかった、と。
　先刻の地下牢でも、ウネンはぼんやりとマンガスの横に突っ立っているだけだった。兵士に首に剣を突きつけられていたとはいえ、声すら出せなかった自分があまりにも情けない。
　リーン……
　憎らしいほどに澄みきった音が、ウネンの溜め息をかき消した。
　テーブルの上には水の入ったカップとパンの皿が置かれていたが、ウネンはとても手をつける気になれなかった。重苦しい頭を持て余しつつ、ウネンは寝台に腰をおろした。
　ふかふかの敷布に体重を預けた途端、怒濤のごとく眠気が押し寄せてきた。
　ついさっき起きたばかりだというのに、まだ眠いなんて。頭にかかる靄を振り払おうとしたウネンは、眩暈に襲われてあえなく寝台の上に倒れ込んだ。
　リーン……
　圧倒的な睡魔が、ウネンの上にのしかかってくる。
　寝ている場合じゃないのに。何かできることがあるはずなのに。か細い呟きを残して、ウネンは深い闇へと沈んでいった。
　
　どれぐらい眠ったのだろうか。部屋の鍵をあける音でウネンは目を覚ました。
「よく眠れたかい」
　寝起きの朦朧とした頭を振りつつ身を起こせば、相変わらずの仮面の男が立っていた。
「約束の時間だ。君にも来てもらうよ」
　前回と同じくマンガスと兵士に連れられて、ウネンは螺旋階段をくだっていった。重い足を引きずり引きずり、何度も段を踏み外しそうになりながら。



　昨日にも増して身体がだるい。とにかく頭がぼんやりする。なんとかして事態を打開しなければ、と思うのだが、考えがまったくまとまらない。そればかりか、何をやっても無駄だという気分になってくる。ウネンはどうしようもないままに、ただ機械的に足を動かし続けた。
　やがて一行は、再びあの地下牢の前へと降り立った。
　マンガスが扉をあけると同時に、風鈴の音が澱んだ空気を貫いた。
　リーン……
　リーン……
　がらんどうになったかのようなウネンの頭蓋とうがいで、涼しげな音色がこだまする。
　鉄格子の向こうのヘレーは、昨日に比べて驚くほど小ざっぱりとした姿になっていた。髭はきれいに剃られ、沐浴をさせてもらったのだろうか、うす汚れてぼさぼさだった髪もきれいにまとめられている。
　思った以上に血色の良いヘレーの顔を見て、ウネンは靄のかかる頭の片隅で「良かった」と呟いていた。
「さて、答えを聞こうか」
　マンガスが鉄格子の前まで進み出る。
　兵士が剣をウネンの首にあてた。
「私が君の下もとにくだれば、彼女を無事解放してくれるのか」
　ヘレーが寝台から立ち上がった。足に繋がれていた鎖は既に無い。マンガスとの取引がどういう結果に終わるにせよ、これ以上彼をここに拘束しておく必要はなくなった、ということなのだろう。
「ああ」
　鷹揚に頷くマンガスに、ヘレーは細身の剣のごとき視線を突き刺した。
「分かった。君の言うとおりにする。だから、彼女をもといた場所に帰してやってくれ」
　ヘレーの返答を聞くや、マンガスが皮肉混じりに口の端はを上げた。
「実に模範的な回答だが……、その眼差しが全てを台無しにしているな」
　そうしてマンガスは、ヘレーをじっと見つめたまま喉の奥で小さく笑う。
「表向きは従順に振る舞うが、心までは売り渡さない、と思っているのだろう？　とりあえずこの局面を乗り切って、逃げ出す機会を窺うつもりなんだろう？」
　ヘレーの唇がきつく引き結ばれる。
　マンガスは完璧な笑みを浮かべて、兵士に捕らえられているウネンを振り返った。
「まあ、もしも君が首尾よく我が手から逃げおおせたとして、その時はこの子をまた捕まえてくるだけのことだ。そして文字どおり、彼女は指折り数えて君が戻る日を待つことになるだろう。最初は左足の小指、次は薬指、そして……」
「貴様ぁ……！」
　ヘレーが怒号を上げた。鉄格子に飛びつき、憤怒の表情でマンガスを睨みつける。
　その瞬間、マンガスの口元が歓喜に歪んだ。
「隙を得たり！」
　高らかな声とともに、マンガスはマントの下から小さな手搖鈴ハンドベルを取り出した。ヘレーがまたたきをするよりも早く、その鈴りんをヘレーの額にかざし、強く、振る。
　リィーン……！
　全ての音を、さんざめく〈囁き〉を、鈴りんの音色が粉砕した。
　犀利さいりな音は、ウネンの鼓膜を突き通し、脳髄を鷲掴みにする。
　突然の衝撃に、ウネンは反射的に身を折った。
　鈴りんが放ったちからの奔流が、ウネンの身体に襲いかかる。内部を満たし、渦を巻き、更に嵩を増すその圧に、全身が今にも弾けてしまいそうだ。
　あまりの息苦しさに胸元を押さえた手が、何か硬いものに触れた。
　それは、リッテンの古道具屋で手に入れたマントの留め具だった。ヘレーが愛用していたそれを、ウネンはおまもり代わりにずっと服の胸元につけていたのだ。
　ウネンは、無我夢中で留め具を握りしめた。
　手のひらに飾りが食い込む痛みが、ウネンの意識を引き留とめる。
　震えるほどに奥歯を噛みしめ、ウネンは脳髄にかけられた爪を一つ一つ引き剥がしていった。息も絶え絶えに顔を上げれば、マンガスがウネンを見て感心したように口角を上げる。
「ほう、踏みこらえたかね。まあ、まだ一日かそこらでは下地も完璧とはならないか。とりあえず君には、もうしばらくここで暮らしてもらうよ」
　ヘレーとの取引など無かったとばかりに、マンガスが微笑んだ。それから再度ヘレーのほうを振り向くと、鉄格子の鍵をあけた。
「さあ、ヘレー、行こうか。陛下がお待ちだ」
「はい」
　気持ちが悪いほどに平坦な声が、ヘレーの口から漏れ出でた。
「娘さんとは、またのちほど親子水入らずの時間を設けよう。のちほど、に」
「ありがとうございます」
　深々と礼をしたのち、ヘレーはマンガスのあとについて出口へと向かった。ウネンの横を、ついと通り過ぎて。
「ヘレーさん！」
　ウネンは慌ててヘレーのあとを追おうとした。
　だが、一歩も進まないうちに兵士に腕を掴まれる。
「待って！　ヘレーさん！　ヘレーさん！」
　ウネンは必死でヘレーの名を呼んだ。兵士の手を振り払おうと、もがきながら、暴れながら、声の限りにヘレーを呼ばわった。
　無情な音をたてて、扉が閉まる。
　ウネンは呆然と暴れるのをやめた。
　ヘレーは、一度としてウネンを振り返らなかった。振り返ろうとする素振りすら見せなかった……。
　
　どれくらいの時間が経ったのだろう。ぼんやりと立ち尽くすウネンの背中に、兵士が声をかけた。
「部屋までお送りいたします」
　初めて耳にした兵士の声は、立ち去る間際のヘレーの声のように抑揚に乏しかった。やはり彼も、ヘレーと同様、あの得体のしれない鈴りんの術で意思を封じられているのだろうか。
　ウネンが返事をしないでいると、兵士がまたもウネンの腕を掴んだ。
　力ずくで連れていかれるのは御免だ、と、ウネンは兵士の手を振りほどいた。それから自ら率先して扉をあけた。
　先刻とは異なり、兵士は今度はウネンを引き止めなかった。部屋の壁にかかっていたランプを手にすると、黙々と階段を上るウネンのすぐ後ろを、同じく黙ってついてくる。
　かしゃりかしゃりと薄片鎧ラメラーアーマーが、ウネンの背後で規則正しい音を刻む。
　一つ目の採光窓の下まで上ってきたところで、ウネンは足を止めた。間を置かず後ろを振り返り、左右の壁に両手を突っ張って身体を支え、そうして思いっきり兵士の胴に蹴りを入れた！
　完全に想定外の出来事だったか、はたまた意志封じの術の影響か、兵士は防御一つとることなく、悲鳴も上げず、背中から暗闇へと落ちてゆく。
　ウネンは即座に踵きびすを返し、階段を駆け上がった。
　何度も眩暈を覚えて倒れかけるも、そのたびにウネンは気力を振り絞って体勢を立て直し、上へと進む。
　外に繋がる扉は施錠されていた。その他の内側の壁にある扉も同様だった。何かどこかに逃げ道はないだろうか。ウネンはひたすら上り続ける。
　ウネンが閉じ込められていた部屋への入り口を通り過ぎて、更に螺旋を一周ほど。ウネンの行く手に扉が立ち塞がった。ここが階段の終着点なのだ。
　疲労のあまりその場に崩れ落ちそうになりながらも、ウネンは扉の握りに手をかけた。
　扉に鍵はかかっていなかった。ウネンは無我夢中で扉をあけた。
　眩い青空が目の奥を射た。次いで、新鮮な空気が塊となってウネンの顔面にぶつかってくる。明るさに目が慣れるのを待つのももどかしく、ウネンは外の世界へ一歩踏み出した。
　そこは塔の屋上だった。ウネンの立つ位置からは空しか見えぬ、高い、高い、塔だった。
　ウネンは屋上の縁へりに駆け寄った。胸壁から身を乗り出して、周囲を見渡す。
　左方すぐの所に大きな石造りの建物があった。屋上ではためく旗に、王冠をかぶったヒグマの紋章を見て、ウネンはここがヴァイゼンの王城であることを確信する。
　右手には、こんもりと茂る緑の木々。視線を正面へと向ければ、城壁の前に大きな厩が見える。そして城壁の向こうには町が――〈内側の町〉が広がっていた。
　ウネンは再び第一城壁の内側へと目を戻した。厩とこの塔の間には倉庫か何かの小さな建物が二つ。更に視線を手前へ、塔の真下へ向ければ、遥か下方に塔の入り口と、そこに至る階段が見えた。
　塔の入り口から真上に向かっては、等間隔で採光窓が穿たれていた。背の高い大人ならば、その採光窓と壁の凹凸を足がかりにして、ここから逃れることができるかもしれない。
　しかし、ウネンの体格では、とてもそんな離れ業は望めなかった。おのれの背の低さを心の底から呪いながら、ウネンは次なる手を模索する。
　厩に出入りする人影を見て、ウネンは唇を引き結んだ。ここからなら、思いっきり大声で叫べばあそこにいる人々に声が届くかもしれない。マンガスが他人の意志を封じる術を使っているということ、ウネンを攫いにマンガス本人が直々にやってきたことを考えると、城にいる全員がマンガスの味方だというわけではないのだろう。ならば……。
　いざ、と胸一杯に息を吸い込むなり、ウネンは喉元に違和感を覚えた。大声を出すどころか息苦しさに襲われ、胸壁に手をついて何度もむせる。
　咳を繰り返すうちにまたも視界がぐらりと揺れ、再びの眩暈がウネンから平衡感覚を奪った。
「安心したまえ。君はまだ殺さない」
　背後からマンガスの声が降ってくる。
　ウネンは朦朧としながらも後ろを振り返った。
「さっきのヘレーの様子を見る限り、君には、まだ当分は生きていてもらったほうが利があるようだからね」
　逆光となったマンガスの面おもてで、仮面の縁ふちがぎらりと光る。
　また、何もできなかった。悔しさと腹立たしさを両手に握り締めたまま、ウネンは意識を失った。
　
　重い瞼を開けば、闇に沈む半円形の天井が見える。
　これが夢だったら良かったのに、と、絶望的な心地でウネンは寝返りを打った。
　塔の屋上でマンガスは、「君はま・だ・殺さない」と言っていた。つまりそれは、用済みになり次第ウネンを始末するつもりでいる、ということに他ならない。ぼくは殺されてしまうのか。まるで他人事のように、ウネンはぼんやりと考える。
　リーン……
　ふと、オーリ達はどうしているんだろう、とウネンは口の中で独りごちた。きっととても心配してくれているんだろうな。そう素直に思えたことに、ウネンの胸の奥底が仄かに温かくなった。たぶん二人は、必死になってウネンの行方を捜してくれていることだろう。せめて、ヘレーさんが王城に捕まっているということだけでも彼らに伝えられたらいいのに。そうウネンが溜め息を吐き出した、その時。
　リー……
　何の前触れも無く、風鈴が沈黙した。
　完全な静寂が、部屋の中に降りる。
　ウネンはそろりと寝台の上に身を起こした。
　うるさかった〈囁き〉がやんだことで、頭の中の靄がほんの少しだけ薄くなったような気がした。
　唇を引き結ぶと、ウネンは慎重に立ち上がった。身体は相変わらずだるいままだったが、気力を振り絞って狭窓さまどのある外壁へと近づいてゆく。
　この塔の外壁は、壁の中をくり抜くようにして通っている螺旋階段の分だけ厚くなっているため、より多くの光を室内に入れるべく、狭窓さまどの室内側は四角いラッパのように大きく広がった形状をしていた。その、窓に向かって斜めに切られた窪みの下に立ち、ウネンは遥か頭上の狭窓さまどを見上げる。
「……誰かいるの？」
　掠れた声が喉に貼りついて、満足に喋ることすらできやしない。
　それでも、ウネンの問いに対して静かな声が返ってきた。長い旅の間にすっかり耳慣れた、オーリの声だった。
「ウネンか？」
　あまりにも嬉しくて、ウネンはすぐに返事をすることができなかった。
「……うん」
「お前一人か？」
「うん」
「……動けるか？」
　僅かな躊躇いののち、不安げな声が降ってくる。
　ウネンは、壁に手をついてふらつく身体を支えると、大きく、大きく頷いた。
「ちょっと眩暈がするけど、手足は自由だよ」
　そうか、という安堵の声とともに、窓から縄がおりてきた。
「身体に結びつけろ。引っ張り上げる」
　ウネンは指示どおりに縄を腰にしっかりと結びつけた。
「いいよ」の声に、「いくぞ」との声が応える。
　麻縄が軋む音とともに、ウネンの身体がゆっくり上へと持ち上げられた。手で身体の向きを調節し、壁を歩くようにして、少しずつ窓へと近づいてゆく。
　遂に開口部に両手をかけたウネンは、ありったけの力を振り絞って窓によじ登った。おのれが小柄であることに心の底から感謝して、狭窓さまどを抜ける。
　外は夜だった。半分近く身を細らせた月が、地平線のすぐ上に顔を出している。
　ウネンはおそるおそる窓から上半身を乗り出した。見える範囲のどこにも、オーリの姿が見当たらなかったからだ。
　びょう、と冷たい風が襟元をはためかせた次の瞬間、ウネンは見えない手に襟首を掴まれ狭窓さまどから引っ張り出された。そのまま地面に落ちてしまう、と思いきや、顔と胸が何かに突き当たる。
　気がつけば、ウネンはオーリの胸元に抱きかかえられていた。
　オーリを支えているのは、屋上から垂れさがる二本の丈夫な縄だった。彼は左手にウネンを抱えた状態で、腰に装着した革帯ハーネスの金具に通した縄を、ゆっくりと送り出して塔の壁を降下してゆく。
　無事地面に降り立ったオーリは、ウネンを抱えたまま、回収した縄を器用にまとめて腰にぶらさげた。そうして真っ直ぐ隣の建物の陰へと向かう。
「大丈夫だよ、自分で歩くよ」
　ウネンは慌ててオーリに呼びかけた。
「眩暈がするんだろう？」
「少しだけだよ、ちゃんと歩けるよ」
　申し訳なさと照れくささに狼狽するウネンに、オーリはどこまでも真顔で応える。
「モウルが俺・に目くらましの術をかけている。しばらくこのままで我慢してくれ」
「あ、うん……」
　そういうことなら、と、ウネンは素直にオーリの肩につかまった。オーリの重心を乱さないよう気をつけつつ、身体をひねって進行方向を見やる。途端に、およそ体験したことのない目線の高さがウネンを出迎えた。
「どうした」
　ウネンが息を呑んだことに気づいて、オーリが小声で問う。
　ウネンは、じっと前を見つめたまま、独白のように呟いた。
「オーリは、いつもこんな高さから世界を見てるんだ」



　一拍の間ののち、オーリが「まあな」と微笑んだ。
　
　建物の影を辿るようにして、オーリは無言で暗闇の中を進んでいった。
　やがて角の向こうに篝火の明かりが見えてきた所で、オーリは立ち止まった。
「モウルの奴が言うには、『影まといの術』とやらは、強い光を浴びると消えてしまうらしい」
　強い光、とはどの程度の光を指すのだろうか。細かい定義が気になったものの、ウネンはとりあえず「どうするの？」とだけオーリに尋ねる。
　オーリは「心配するな」と口角を上げて、懐から呪符を取り出した。ウネンがモウルから渡されていた、連絡用のあの呪符だった。
　オーリが呪符を顔の前に掲げる。
　微かな〈囁き〉がウネンの鼻先をくすぐった。
「無事保護した」
　呪符に語りかけたオーリの声を、即座につむじ風がさらってゆく。
　しばしのち、いつになく静かなモウルの声が、オーリの手元で渦を巻いた。
『了解。順次明かりの位置を教えて』
　オーリは一旦呪符をウネンに預けると、腰の物入れから出した手鏡で建物の角の先を窺った。
「ここから北に三メートルだ」
　オーリが呪符に告げてからしばらくして、一際強い風が目の前を吹き抜け、前方の明かりがかき消えた。
　なんだなんだ、と、数人がざわめく声がする。
　角から顔を覗かせてみれば、右往左往する三人の兵士の横で、火の消えた篝が灰色の煙をくゆらせていた。
　思わずウネンは「すごい」と呟いていた。
　オーリが、「ああ」と我がことのように得意げに頷く。
　魔術の影をまとった二人は、兵士達の横をすり抜けて王城の外郭へと出た。建物の影を、木の影を辿って、城の表、町へ出る門へと向かう。
　目的地までもう少し、というところで、オーリの手元から訝しげなモウルの声がした。
『さっき、さ、ウネンの声が随分近かったような気がするんだけど』
「俺が抱えているからな」
　ウネンは、あらためておのれの現在の状況を認識して、気恥ずかしさのあまり顔から火が出そうになった。
　ややあって、目くらましの術を分けてもらうためだから仕方がないのでは、と思い直したウネンを、次のモウルの言葉が打ちのめす。
『手を繋ぐだけでも効果が及ぶようにした、って、僕言ったよね。君の負担を減らすために、わざわざ術を改良したってのに、僕の苦労はまったくの無駄だったってこと？』
「このほうが、うっかり手を放してしまう心配をしなくていい」
『あっそ』
　不機嫌そうな声を残して、呪符が黙り込む。どうやらこの様子では、ウネンは当分の間モウルから厭味ったらしい幼児扱いを受けることになりそうだ。
　ウネンが密かに溜め息を押し殺している間も、オーリは着々と最後の門に向かって進んでゆく。
「おい、最後の灯りだ。ここから東に五メートル」
　返事の代わりに、突風が渦を巻いた。
　建物の角を曲がった先で、何かが倒れる派手な音がする。次いで、「危ねえ」「一旦、火を消せ」と騒ぐ声が聞こえてくる。
　辺りが暗くなるのを待って、そっと角から様子を窺えば、倒れた篝台を兵士が二人がかりで起こすところだった。その横では別な二人が、くすぶる薪を片付けている。
　オーリは足音を忍ばせて兵士達の横を通り過ぎた。大きな門をくぐり、遂に城の外へ――
　門を出た瞬間、門扉の陰から松明を持った兵士が目の前に現れた。燃え盛る炎に照らされ、またたく間にウネン達の目くらましがはぎ取られる。
「な、なんだお前、急に、どこから出てきた？」
　恐怖に硬直するウネンをよそに、オーリは相変わらずの真顔で兵士をじっと見つめた。
「晩遅くにすまなかった。明日また出直してくる」
　オーリの態度があまりにも平然としていたからか、はたまた子連れで狼藉に無縁そうに見えたのか、兵士は目をしばたたかせたのち、眉間に皺を寄せながらもぎくしゃくと頷いた。
「あ、ああ、そうだな、また昼間に頼む」
　
　すまし顔で跳ね橋を渡り終え、広場を通り抜け、路地に入り、城の門が完全に見えなくなったのを確認して、ウネンは我慢できずに感嘆の声を上げた。
「すごいや、オーリの機転！」
　と、オーリが唐突に足を止め、何事か呟く。
「え？　なんて？」
「……心臓が止まるかと思った……」
　厚い肩が、深く、深く嘆息する。
　ねぎらいとお礼を込めて、ウネンはオーリの背中をぽんぽんと叩いた。
　
　オーリに頼んでようやく地面に下ろしてもらったものの、本人が思っていた以上にウネンの体力は消耗していたようで、ほんの数メートルも歩かないうちに彼女は道端にへたり込んでしまった。
　捕まっている間、ウネンが飲まず食わずで寝ているばかりだったと聞くや、オーリが険しい顔でウネンを背負おうとする。
「でも、お昼には長い階段を駆け上がれたんだよ」
「火事場の底力を常態と思うな」
　返す言葉もなく、ウネンはおとなしくオーリの背中に身を預けた。
　
　ウネンとオーリは、次の広場で無事モウルと合流することができた。
　ひとけの絶えた夜の街路を歩きながら、モウルがウネンを見つけた経緯を説明してくれる。
「リッテンでの誘拐事件で懲りたからね、君に〈しるし〉をつけさせてもらってたんだ」
　そう言ってモウルは、オーリにおぶさるウネンの、胸元のマントの留め具を指差した。「これならば、君は肌身離さず持っているだろうからね。服を着替えさせられでもしない限り、留め具に込めたちからを頼りに君を捜すことができる、と、思ってた、んだけど」
　そこで大きな溜め息を一つ、モウルが自嘲の笑みを浮かべた。
「すぐに見つけられるさ、なんて高を括ってたら、全然さっぱり感知できなくてさ。仕方なく聞き込みだのなんだの他の方法で君の行方を追ってたんだけど、今日の昼に、ちらっとだけ〈しるし〉が応えてくれてね。ようやく君の居場所が分かった、ってわけ」
　ウネンが閉じ込められていた塔の中は、鈴りんの音と〈囁き〉で満ち溢れていた。それら魔術の気配がモウルの探知を阻害していたに違いない。だが、そのおかげで留め具の存在がマンガスに気づかれずにすんだのだろう。そうでなければ、あの抜け目のない悪魔のような魔術師は、早々に留め具を処分してしまっていたに決まっている。ウネンはおのれの幸運をしみじみと噛み締めた。
「二人とも、助けてくれて本当にありがとう」
　城での出来事を報告する前に、ウネンはまず二人に心からの礼を述べた。
　オーリとモウルは、あらためて「無事で良かった」と言葉を返してから、互いに小さく頷き合った。
「あのあと一体何があった」
　本題を切り出したのは、オーリだった。いつになく硬い声で、ちらりと背中のウネンに視線を寄越す。
　ウネンは、二人と別れてからの出来事を、かいつまんで話し始めた。
「宿の女将さんに頼まれて井戸で野菜を洗ってたら、ヘレーさんを知っているという呪まじない師に声をかけられたんだ。ヘレーさんに会わせてあげる、って言われたから、オーリ達に知らせようとしたら、突然眩暈がして、そのまま気を失ってしまって、気がついたらあの塔の部屋にいて……」
　大きく息をついて、ウネンは今一度腹の底に力をためた。
　耳の奥に、まだあの鈴りんの音がこびりついているような気がした。
「その呪まじない師は、実はマンガスって魔術師の変装だったんだよ。出会った時に〈囁き〉を感じたから、たぶん何か髪の色を変えて見せるような術を使っていたんだと思う。塔の地下にはヘレーさんが閉じ込められていて、ノーツオルスの里を狙うマンガスは、ヘレーさんを味方につけるために、ぼくを人質にしたんだ」
「その人攫い野郎は、どこから里のことを聞きつけたのかは言ってなかったかい？」
　的確に要点を突いてくるモウルの問いに、ウネンは唇を噛んだ。今ここでモウル達にエレグのことを告げる、心の準備ができていなかったからだ。
「それは……またあとで、もうちょっと落ち着いてから話したい」
「了解」
　ウネンは深呼吸をすると、意識を塔の地下牢へと戻した。
「ぼくの命を盾にされて、ヘレーさんは、渋々って感じでマンガスに従うって言ったんだけど、マンガスはそれだけでは満足しなくて、ヘレーさんの隙を捕らえて、小さな手搖鈴ハンドベルを鳴らして術をかけて、そうしたら、ヘレーさんの様子がおかしくなっちゃって……」
　そこまで言ったところで、ウネンは思わず言葉に詰まった。あの時の状況を思い出した途端、胸の奥を締めつけられるかのような痛みに襲われたのだ。
　ウネンは、喘ぐように息を継いだ。口の中に溢れてきた唾を、何度も何度も呑み込んだ。
　ウネンが黙り込んでしまったことに対して、オーリもモウルも何も言わなかった。ただ二人の足音だけが、規則正しく街路に響く。
　あまりにも穏やかな沈黙に、ウネンの口から、つい弱音が漏れた。
「ぼく、『ヘレーさん』って、何度も呼んだんだ……。なのに、一度も振り返ってくれなくて……、返事もしてくれなくて……」
　目元がじわりと熱を帯びたかと思えば、ウネンの視界はみるみる滲んでいった。
　今まで、ずっと、泣くのを我慢できていたのに。涙が零れないよう、ウネンは必死で瞼に力を入れる。
　ウネンの頭に、ふわり、と手巾がかぶせられた。
　ウネンが手巾を受け取ったのを見て、モウルが無言のまま少し歩調を早めてオーリの横につく。
　二つ並んだ背中が、ウネンを優しくねぎらってくれているようだ。
　その心遣いが嬉しくて、知らずウネンは泣いていた。声を上げて泣くのは、物心ついてから初めてのことだった。
　

　どうやら泣き疲れてオーリの背中で眠ってしまったらしい。ウネンが次に気がついたのは、見覚えの無い部屋の寝台の上だった。
　驚いて身を起こせば、すがすがしい早朝の空気がウネンの頬をそっと撫でる。きょろきょろと辺りを見まわしたウネンは、扉の横の椅子に座るオーリを見つけた。
「起きたか」
　オーリはそう一言を残すと、さっさと部屋を出ていってしまった。と思いきや、ほどなくお盆を持ったモウルを連れて戻ってくる。
　お盆の上には、パン粥の入った椀と梨の実が乗っていた。
　二人によれば、昨夜ウネンを救出に行く前に、以前の宿を引き払ってこの宿屋に移っておいたのだという。ウネンを攫ったのが誰にせよ、女将の宿は犯人の知るところとなっているだろうから、再び狙われることのないよう念のために宿を替えた、とのことだった。
「女将さん、ウネンのことを随分心配してくれていたよ。お手伝いを頼んだばかりに、って責任も感じてたみたいでね。宿を替えると言った時も、文句を言うどころか率先してここを手配してくれた上に、値段交渉までやってくれてね」
　なるほど、しっかりとした寝台二つに二人がけのテーブル一つという立派な部屋は、女将さんの頑張りの結果なのだろう。
　他にも、顔見知りになった職人街の人々が、ウネンがいなくなったと聞いて大層心配してくれていたと聞き、ウネンはすっかり嬉しくなった。
　
　時間をかけてゆっくりとパン粥と梨を平らげたウネンが、一息ついたあたりで、オーリとモウルが寝台の脇にそれぞれ椅子を運んできた。あの日、ウネンが二人と別れてからの出来事を、あらためて詳しく教えてくれ、というのだ。
　ウネンは、自分が覚えている限りのことを、もう一度最初から順を追って二人に報告した。井戸端から塔の部屋へ、地下牢でのヘレーの様子、マンガスの要求とその目的。そうしてとうとうモウルの義兄エレグを襲った悲劇に話題が及んだところで、ウネンの話に聞き入っていた二人が、ガタンと椅子を蹴って立ち上がった。
　蒼白な顔で「まさか」と呟くモウルの横で、オーリが愕然と目を見開いて「本当か？」と絞り出す。
　ウネンには、「マンガスはそう言ってた」と答えることしかできなかった。
「ソリルさんは……、モウルの姉については、何か言ってなかったのか」
　半ば放心状態のモウルの代わりに、オーリが問う。
　ウネンはそっと首を横に振った。
「何も言ってなかった」
「それは、いつのことなんだ。おい、モウル、ソリルさん達から最後に手紙を受け取ったのはいつだ」
　オーリの問いかけにも、モウルは何も反応を示さない。
　立ち尽くすモウルをしばし見つめたのち、オーリは唇を引き結んで再び椅子に腰をおろした。
　ウネンは慎重に言葉を選んだつもりだったが、所詮は焼け石に水をかけるようなものに過ぎなかった。言い方を変えたところで事実が変わるはずもなく、衝撃は真っ向から二人を、とりわけモウルを、打ちのめしたのだ。
　痛む胸をこぶしで押さえながら、ウネンはオーリに返答する。
「いつのことかわかるようなことは、全然言ってなかった」
「どこで、どういういきさつで捕まえたのか、もか」
「それも、まったく」
　ウネンは、思わず唇を噛んだ。役に立つような情報は何一つなく、ただ不幸の知らせだけを運ばざるを得なかった自分のことが、情けなくてたまらなかった。
　重苦しい沈黙が、しんしんと部屋に降り積もる。
　硬直したように突っ立っていたモウルが、大きな溜め息をついた。それから、どさりと椅子の上に腰を落とした。
「……エレグ兄さんや姉さんのことは、今はこれ以上考えないことにするよ……。どうにも情報が足りなさすぎる……」
　モウルの声は、これ以上はないというほど硬かった。
「モウル……」
　オーリが、躊躇いがちにモウルに声をかける。
　だが、意外にもモウルから返ってきたのは、ちからの籠もった鋭い眼差しだった。
「奴は兄さんが『廃人になった』って言っただけなんだろう？　しかも、今のところそう言っているのは奴一人だけ。姉さんに至っては、存在すら言及されていない有様だ。こんな状況で僕らが今ここで彼らのことをうじうじと考えていても、仕方がない」
　膝頭を握り締めるモウルの手の、関節という関節から血の気が引いている。それでもモウルは、平静を装うように、まるで自分自身に言い聞かせているかのように、一言一言を噛み締めて言葉を継いだ。
「要するに、怪物野郎をぶっ倒せば、全て片がつくってことだ。ヘレーさんのことも、兄さん達のことも。ならば、今はその方法を全力で考えるまでだ」



　静かに言い切ったモウルに、オーリが「そうだな」と笑みを浮かべる。
「よし、ウネン。話、続けて」
　モウルの瞳に、炎が灯る。
　ウネンは「分かった」と力強く頷いた。
　
「なるほど。昨日の昼間に君を感知することができたのは、君が塔の屋上に出てくれたからだね、きっと」
　一通り報告を終えたウネンに、二人が口々に「よく頑張った」とねぎらいの言葉をかけてくれた。
「ありがとう。でも、ぼくは運が良かったんだと思うよ。そもそも、その時にモウルがぼくを捜してくれていなかったら、感知のしようもなかっただろうし。屋上に出る扉も鍵がかかってなかったし」
　オーリが救出に来た際は、屋上の扉はきっちりと施錠されていたとのことだから、あれは本当に奇跡の一幕だったのだ。
「で、マンガスの鈴りんについてなんだけど、ペリテの音の魔術師と似たようなわざなのかな」
　モウルの問いに、ウネンは二カ月前の記憶を索あなぐった。
「うーん、どうなんだろう。アルトゥルさんの時にどんな〈囁き〉を感じたかなんて詳しく覚えてないからなあ。でも、マンガスの術のほうがずっと強力なのは間違いないよ。感情を誘導するどころじゃない。問答無用に意志を封じ込める感じ」
　刃物のごとき鋭利な音が、真っ直ぐ耳の奥に突き刺さるようなあの感覚。脳髄に到達した音は鉤爪へと変化へんげして、ウネンの精神をその掌中に捕らえたのだった。あの時のことを思い出し、ウネンは恐怖から背筋せすじを震わせる。
「鈴りんの術もだけど、慢性的な眩暈も気になるな……」
　モウルの呟きを聞いて、オーリが心配そうにウネンの顔を覗き込んだ。
「今はもう大丈夫なのか？」
「あ、うん。ちょっとだけ頭痛はするけど、眩暈はしないよ」
「そうか」
　ほっとした表情で椅子の背にもたれるオーリと入れ替わるようにして、今度はモウルが身を乗り出してくる。
「マンガスに捕まって気を失った時は、奴はその鈴りんは使わなかったんだよね？」
「うん」
「あと、倦怠感と、息苦しさ、か……」
　ふうむ、とモウルが難しい顔で顎をさすった。
　
「そういえば、ヘレーさんが貧民街に行っていたのって、どういう理由だったの？」
　今日一日は大人しく身体を休めろ、と寝台からおろしてもらえないまま昼を迎えたウネンは、ふと、昨夜から訊きそびれていたことを思い出した。
　テーブルで何か書きものをしていたモウルが、「ああ」と寝台を振り返る。
「銃を試作するとして、市井の職人の手を借りる際に、秘密を守るために君ならどうする？」
「ええと、部品ごとに違う工房に注文したり、時間を空けて注文したりする、かな」
　そうだね、と満足そうに微笑んでから、モウルは話し始めた。
「それらを全部一人で追うのは不可能だ。しかも、ヘレーさんは一応『逃亡者』だからね。何人もの職人に聞き込みをし、協力をとりつけようとすれば、すぐに噂が広まってしまう。だから、ヘレーさんは貧民街に住む屑拾いの子供達に協力を求めたんだ。これこれこういう形の鉄屑や木屑を見つけたら教えてくれ、って」
「なるほど」
　と、そこでモウルの口元が、皮肉っぽく歪んだ。
「悪くない考えではあったんだけどね。ただ、まあ、金銭で動かした人間は、それ以上の金銭で逆向きに動くこともある。年端も行かない子供なら尚更だ」
「それって、まさか……」
　モウルが静かに頷いた。
「一人の子供がね、『君にこの仕事を依頼したのは誰だ』って、銅貨を握らされたらしい。赤茶色の髪をした呪まじない師に」
　ああ、とウネンは思わず溜め息を漏らした。吐き出した息の分だけ、腹の中に冷たい風が吹き込んだような気がした。
　今のところ、マンガスは常にヘレーやウネン達よりも先手を取っている。目的のためならば手段を選ばぬ彼のもとから、果たして無事ヘレーを奪還することができるのか。唇をきつく引き結んだウネンに、モウルが得意げに手元の羊皮紙を閃かせた。
「まァ見ててごらんよ。多少後れを取ったけどさ、僕らが力を合わせれば、怪物野郎だろうが何とかなるさ」
「僕ら？」
　扉横の椅子に座るオーリが、静かな声でモウルに問いかける。
　モウルが悪戯っぽい表情でにやりと笑った。
「そう、僕ら。僕と、オーリと、そしてウネン、君にもせいぜい頑張ってもらうよ」
　まさか自分が「僕ら」の頭数に入れてもらえるなんて思ってもいなかったウネンは、二度三度と目をしばたたかせた。
「だからお前は、何も気にせずとにかく身体を休めろ」
「本当、さっさと元気になってもらわなきゃ、困るんだよねえ」
　片や心配そうに、片や肩をすくめながら、二人は揃って大仰に眉間に皺を寄せる。
　ウネンは「うん！」と力一杯首を縦に振った。
　
　明けて次の日、ウネン達三人は王城の前にやってきた。
　クレーテ川から引き込まれた堀にかかる跳ね橋には、大きな荷物を担いだ商人や、荷馬車、はたまた何か用事を抱えた人々がひっきりなしに行き来している。
　人の波に乗り、モウルを先頭に門へと近づいていけば、入城者を検めていた一人の官吏が、応対していた相手を放ったらかしにして、物凄い勢いでウネン達に向かって駆け寄ってきた。
「何かご用ですか、魔術師様」
「ええ、こちらにいらっしゃるマンガス様にお目通り願いたいんですけれども」
　モウルがすまし顔で書状を官吏に手渡す。昨日に彼が宿のテーブルでしたためていたあの書類だ。
　書状を受け取るなり、官吏は「しばしお待ちを」と門の中へと取って返していった。
「いつも思うんだけど、凄いね、黒髪の求心力」
　魔術師様をお待たせしてはいけない、とばかりに駆け足で走り去っていく官吏を見送りながら、ウネンは小声で隣のオーリに話しかけた。身分も地位もない一般庶民に対して威張り散らすばかりの連中が、漆黒の髪と見るや、覿面てきめんにその腰を低くさせるのだ。その恩恵に、ウネンも旅の間中随分と浴したものだった。
「貴重な人材だからな。だが、もてはやされる代わりに、面倒事にも巻き込まれる」
　周囲の人々の視線を集めながら涼しい顔で佇むモウルを、オーリが目を細めて見やった。
「だから、旅をするとなると帽子やフードで頭髪を隠す魔術師も珍しくないが、あいつは、日差しを避ける以外にそれらを使わない」
「『馬鹿同士、折り合いをつけて』いる……のかな？」
　ウネンは、ペリテの町で精霊使いのロミにモウルが言った言葉を思い出していた。術師をもてはやしたり、腐したり、そんな自分勝手な「馬鹿」に振り回されて一喜一憂してしまう自分達のことを、モウルは同じように「馬鹿だ」と評したのだ。
『馬鹿は馬鹿同士、折り合いをつけてなんとかしていくしかない。それが嫌なら――』
「いや、あれは、『馬鹿を振り切って』いるつもりなんだと思う」
「モウルらしいね」
「まったくだ」
　互いに顔を見合わせて小さく笑った途端、前方のモウルが派手なくしゃみを一つした。
　
　モウルが官吏に託ことづけた書状は、ウネンの名で記されていた。父に会わせてほしい、父を返してほしい、との切々たる訴えに、いかに苦労して故郷の町からここまで旅をしてきたのかを書き連ねた、ウネンに言わせれば少々叙情的過ぎる内容の書状だった。
　そして、内容以外にも気になる点がもう一つ。ウネンと道行きをともにすることになった旅の剣士と魔術師として、オーリとモウルではなく、国境の町リッテンで知り合ったテオとマルセルの名前が記載されていたのだ。
「どうして本名を書かないの？」
　事前に宿で書状を見せられたウネンは、モウルに問わずにはいられなかった。「あと、こんなふうに情に訴えかけても、たぶんマンガスは鼻であしらうだけだと思うんだけど」
「まさに、鼻であしらってもらうために、こう書いたのさ」
　モウルは悪戯っぽく口角を上げて、説明し始めた。
「君がヘレーさんに色んな知識を教わったってことを、マンガスは既に聞き出しているかもしれないからね。これで少しでも警戒を解といてもらえないかなと思ってさ。どうよ、この、問題解決に全く寄与しない感情論の羅列とか、論旨の散乱っぷりとか。ものすごく頭悪そうに見えるでしょ」
　何だか素直に頷く気がおきず、ウネンはとりあえず唸り声を漏らす。
「僕とオーリが偽名を使うのも、似たような理由さ。君の連れがノーツオルスだということがばれたら、彼はおそらく邪魔者である僕らを力ずくで排除しにかかるだろうからね」
「ばれたら、って……、あ、そうか、ヘレーさんがいるから」
　二人の子供の頃の姿しか知らないヘレーでも、流石にオーリとモウルという名前を聞けば、彼らが誰であるかは分かるだろう。なるほどと両手を打つウネンに、モウルは「そう」と頷いた。
「とにかく彼には、僕らのことを御し易いぼんくらだと侮ってもらわなければ」
　
　王城の門の前で待つことしばし、ウネン達は門の脇の詰所に通された。取り次ぎがなされるまで、風を避けられるこちらでお待ちください、との門番の配慮だった。
　何人もの門番や官吏達が忙せわしなく出入りする部屋の隅で、ウネンは何度目か知らぬ溜め息をついた。マンガスと見まみえることに対する緊張と不安に加えて、先刻からモウルの様子が少しおかしいような気がして仕方がなかったのだ。
　どうやらまだ、取り次ぎを頼んだ官吏が戻ってくる気配はない。ウネンは大きく深呼吸をすると、モウルに「どうしたの？」と問いかけた。
「え？　何が？」
　一瞬にしてモウルの表情が、いつもの飄々としたものに戻った。
「さっきから、なんだか難しい顔をしてるように見えたから。何か不都合でも出てきた？」
「あ、いや、別に」
　モウルは、「なんでもないよ」とばかりに肩をすくめてみせる。
　ウネンはつい眉を寄せた。絶対に「なんでもない」ことはない、と思ったからだ。
　ウネンの表情を誤解したのか、はたまたわざととぼけているのか、モウルがにっこりとウネンに微笑みかける。
「大丈夫さ。僕が奴の術を破ってみせるから、何も心配することはないよ」
　その、見事なまでのよそゆきの笑顔に、ウネンは内心で肩を落とした。間違いなく彼は今、わざと話を逸らしにかかっているのだ。
　こうなると、モウルはオーリ以上に頑なだ。ウネンは小さな溜め息を一つ吐き出してから、仕方なくモウルに話を合わせた。
「術を破る、って、どうやって？」
「それについては、仕上げをごろうじろ、って言ったでしょ。とにかく君は、打ち合わせどおりに君の役目をきっちりと果たしてくれれば、それでいいから」
　相変わらず肝心なことを勿体ぶるモウルに、もはやウネンは溜め息すら出ない。
「それ以前に、マンガスが面会を拒否したらどうするの？」
　この際だ、と、一番の心配事を口にしたウネンに、モウルは「その点も問題ないと思うよ」と笑みを浮かべた。
「なにしろ彼はヘレーさんを二週間も持て余していたわけだからね。揺さぶりをかけてようやく施せた鈴りんの術だ。いつまた解とけてしまうか分からない。その時のために、君の身柄を確保しておきたいに決まっている」
　正面からモウルに指差され、ウネンがたじろぐ。
　モウルが、ふ、と口の端はを上げた。
「あと、面会の場には、きっと一緒にヘレーさんもやってくると思うよ。君の連れを言いくるめるために」
「言いくるめる？」
「自分は自由意志でマンガスに仕えることにした、とか、ウネンは夢でも見ていたんじゃないのか、とか、もしも今僕が言ったのと同じことをヘレーさんが言い出したら、僕を崇め奉ってくれていいよ」
　
　更に待つこと小一時間、詰所の外が騒がしくなったと思うや否や、官吏が息せき切って飛び込んできた。
「魔術師様！　お待たせいたしました。どうぞこちらへ！」
　お連れ様も、との手招きに応じてオーリが出入り口へと向かう。ウネンもそれに続こうとした刹那、モウルの独白が耳に飛び込んできた。
「どちらにせよ、するべきことは変わらない」
　モウルの声は、はがねのように硬かった。
　一抹の不安を無理矢理呑みくだして、ウネンはモウルの背中を追いかけた。
　
　詰所を出る前に、オーリは剣を預けさせられた。
　ウネンの杖がお目こぼしを受けたのは、小さな子供が持つ杖に誰も脅威を感じなかった、ということなのだろう。もしかしたら、緊張したウネンが杖に取りすがるようにしてぎくしゃくと歩いていたのを気の毒に思われたからかもしれない。
　官吏の先導で、三人は城の主館キープへと案内された。建物の四隅に天衝つく尖塔を備えた、巨大な影が三人を迎える。
　ふと、主館の左手奥に立つ、尖塔よりも更に高さのある櫓の塔が、ウネンの視界に飛び込んできた。自分が、そしてヘレーが閉じ込められていた塔だと気がつき、ウネンは知らず唇を噛む。
「どうぞこちらへ」
　重い両開きの扉が開かれ、一行は主館の中へと踏み込んだ。
　チェルナの王城に比べて窓が小さいせいだろう、館内はとても暗かった。静まり返った広い廊下を、一人と三人は真っ直ぐ奥へと進んでゆく。
「こちらです」
　見るからに豪奢な飾りを施された扉を、官吏は指し示した。「この部屋は？」とのモウルの問いに、官吏が「謁見の大広間でございます」と答える。
「謁見の間を使うとは、まさか王まで立ち会わせるつもりか？　どちらにせよ好き放題だな」
　モウルの囁きは、ウネン達だけに聞こえた。
　官吏は、畏まった面持ちで扉をノックすると、「お客様がおいでになりました」と扉をあけた。
　ほんの一瞬、ウネンは息苦しさに襲われた。次いで、僅かに耳の奥がゆらりと揺らぐ感覚。
　ウネン達に道を譲って、官吏が深々と礼をして退出していく。
　ウネンは、奥歯に力を込めて、部屋に足を踏み入れた。
　広々とした謁見の間の中央にはマンガスの姿があった。その左右に、二人の屈強な兵士が控えている。そしてマンガスの少し手前には、誰あろう、ヘレーが立っていた。
　ヘレーから目を離さないまま、ウネンはゆっくりと前に進んだ。すぐ後ろにオーリが続き、最後にモウルが部屋の扉を閉める。



　扉が閉まりきる直前、ウネンは辺りに〈囁き〉が舞い立つのを感じた。鈴りんの音にまとわりつくものとは異なる涼やかな気配が、ふわりと辺りに浮かび上がり、またたきの間まにパァンと弾けて消える。
　一体何が起こったのか。驚きのままにウネンはきょろきょろと周囲を見まわした。
　そこへ、場にそぐわぬ暢気な声が投げかけられる。
「勝手にいなくなるから心配したよ、ウネン」
　ウネンは勢いよく部屋の奥へ顔を戻した。
　ヘレーが、懐かしい微笑みとともにウネンを見つめていた。
「宿に荷物を取りに行くのなら、マンガス様に馬車を出していただいたのに」
　まるで三年の月日を一息に遡ったかのような、何気ない口調でヘレーは話し続ける。
　ウネンは息を詰めてヘレーの様子を凝視した。
「君達は、ウネンと一緒に私を捜してくれていたんだって？　お礼を言わなければと思っていたんだ。ウネンが世話をかけたね。ありがとう」
　穏やかな笑顔は、オーリとモウルにも向けられる。三年前と何も変わらぬ、優しい眼差し。
「ヘレーさん……」
　しばしの沈黙ののち、ようやくウネンは一言だけ絞り出すことができた。
「なんだい？」
　だが、ウネンの口からはそれ以上言葉が出てこない。
　自分の認識と世界とが、今まさに、軋みながらずれてゆくようだった。盤石だと思っていた足元の地面が揺れているような気がして、物凄く気持ちが悪い。この場にただ突っ立っているだけだというのに、頭の芯がくらくらする。
　ヘレーは、微笑みを頬に貼りつけたまま、ウネンのほうへと歩み寄ってきた。
「今、取りかかっている仕事が終わり次第、一緒にイェゼロの町に帰ろう。ミロシュ達も心配しているだろうしね。でも、それまではマンガス様が、城に私達の部屋を用意してくださるそうだよ。こんな大きなお城に住めるなんて、まるで夢みたいだろう？」
　屈託のない笑顔を浮かべて、ヘレーが両手を振り広げる。
　思わず一歩あとずさったウネンの背が、モウルの胸に行き当たった。
「なんだか、君が言っていたのと随分話が違うみたいなんだけど？」
　モウルのこの発言は、隙を見てマンガスの術を破るための芝居のはずだ。だが、言い知れぬ不安がウネンの喉元に込み上げてくる。同時にウネン自身も、もしかしたら自分は何かとんでもない勘違いをしていたんじゃないか、という気持ちになってくる。
　ぐらり、とまた地面が揺れた。
　いいや違う、とウネンは奥歯を噛み締めた。勘違いなんかじゃない。まさに今、自分もマンガスの術に囚われようとしているのだ、と。櫓塔に閉じ込められていたあの時も、今も、ウネンを襲うこの眩暈。
　ウネンは大きく息を呑んだ。この眩暈こそがマンガスの術の要かなめなのでは、と思い至って。マンガスが口にした「下地を作る」などという言葉について、塔で鳴り響いていた鈴りんの音のことかと思っていたが、もっと別のものが、更に深い場所に、楔を打ち込んでいるのではないだろうか、と。
　冷や汗を流しながら、ウネンはオーリを振り返った。
　オーリもいつになく精彩を欠いた面持ちで茫と突っ立っている。「ヘレーの奴をぶん殴る」と嘯うそぶいていた様子など影もない。
　ウネンは喘ぐように呼吸を繰り返した。足首に、冷たい息がかかったような気がした。絶望という名のそいつは、ひんやりと湿った手のひらでウネンの足にしがみつくと、肌の上をぞろりと這い上がってくる。
　マンガスの唇が、満足そうに弧を描えがく――。
　
　重苦しい静寂が破られたのは、その時だった。
　木が軋む音とともに、ウネン達の前方、玉座に近い扉が開ひらいた。
　マンガスが勢いよく振り返った、その向こう、あいた扉に寄りかかるようにして、豪奢な上着を着た中年の偉丈夫が立っていた。
「陛下、何故ここに……」
　マンガスの喉から、掠れた声が漏れ出でた。
　陛下と呼ばれた男は、左手で頭を押さえながら、覚束ない足取りで部屋の中へと入ってくる。
「頭の中で……声がするのだ……これは、お前の声だな……謁見の間に近づくこと能あたわずなどと……王たる私に……お前が命じるというのか……」
　マンガスが舌打ちをした、その瞬間、モウルの声が大広間中に響き渡った。
「隙を得たり！」
　間髪を入れず、モウルを中心に強風が渦を巻いた。風は、室内の空気を思うさまかき回すと、窓という窓から部屋の外へと吹き抜けてゆく。
　マンガスのマントが一際大きくはためき、何か小さなものが床に落ちた。カシャンと音を立てて砕けるガラスの小瓶から、透明な液体が飛び散って床を濡らす。
「フェネチラミン系の幻覚剤かな。かなり希釈してるみたいだけど、霧のように細かい水滴を絶えず吸い込ませれば、思考を鈍らせるには充分だ。水を動かしたり凍らせたりする以外にも、こういう術の使い方があるんだな。勉強になるよ」
　と、そこまで語ったところで、モウルがふらりとよろめいた。
　ウネンは咄嗟にモウルの肩を支えようとした。甲斐無くそのまま一緒に倒れそうになるが、すんでのところでモウルが床に膝をつく。
「城塞全体を大掃除したあとだからね。流石にこたえるわ」
　疲労の色濃いモウルの声を聞き、ウネンの脳裏に甦る記憶。この部屋の扉を閉める直前の、あの――
「あの時の〈囁き〉！」
「本当は、門で取り次ぎを待っている間にでも、とっとと城の皆から薬を抜きたかったんだけどさ、それだとすぐにあいつにバレて対処されてしまうだろうからね。ギリギリを狙わざるを得なかった」
　のこのこと部屋に入ってきたウネン達に、マンガスが注意を向けた僅かな隙に、モウルは王城を満たす毒の霧を風で吹き飛ばしたのだ。「僕が奴の術を破るから」と言っていたのはこのことだったのか。ウネンは思わず感嘆の溜め息を漏らす。
　モウルが、ウネンの手を借りて、ふらつきながらも再び立ち上がった。
「まさかこんなタイミングで、しかも国王陛下が直々に来てくださるとは思ってなかったけど。流石は一国一城の主あるじ、素晴らしい精神力ですね」
　何が起こっているのか理解できていないのだろう、唖然と立ち尽くすルドルフ王に、モウルがにっこりと笑いかける。
　マンガスが荒い呼吸とともにモウルを振り返った。
「お前は……、何者だ」
「鈴りんを使う術とか、気になることは山ほどあるんだけど、とりあえず、あなたの目的から聞こうか」
　モウルはそこで一旦口をつぐんだ。今一度マンガスを見据え、口重に言葉を継ぐ。
「――エレグ兄さん」
　マンガスが大きく息を呑んだ。
　気が遠くなるほどに長い沈黙ののち、彼は声に出して短く笑った。それから、両手を頭の後ろにまわし、白銀の仮面を外した。
　ヘレーと同年代か、少しだけ若い、落ち着いた風貌の男がそこに立っていた。いつぞやペリテの町でモウルが「似ている」と漏らしていたとおり、あの音の魔術師を彷彿とさせる顔かたちだった。
「そんな、まさか……」
　オーリが掠れた声とともに一歩後ろに下がる。
　モウルが、視線をマンガスから外さぬままオーリに呼びかけた。
「正気に戻ったか、オーリ」
「……すまん」
　オーリがぎりりと奥歯を噛み締める。
　そんな二人をマンガスはゆっくりと見まわして、そうして感嘆の溜め息を漏らした。
「義理とはいえさすがは我が弟だ。この程度のまやかしでは見破られてしまうか」
「この部屋に入る前から、あなたがエレグ兄さんではないかと疑っていたよ」
　なに？　とマンガスが眉を上げる。
　僕の考え過ぎであってほしい、って祈っていたのに。そう絞り出すモウルの声は、たとえようもないほど苦かった。
「よく考えたら、ノーツオルスを拷問にかけよう、って、何も無いところから出る発想じゃないからね。そこに至るためには、裏切り者が必要だ。そして、裏切り者がいるのならば、拷問なんてする必要はないんだよ。矛盾が生じている箇所を突き詰めると、残された解は一つきりだ」
　ぐう、と、マンガスが呻き声を漏らす。
　モウルの目が、つぅと細められた。
「ノーツオルスが、自らを里の外の人間に装うというのは、実に有用だ。演技を徹底することで、〈誓約〉を破る危険性をゼロに近づけることができるからね。僕らだって、そうやってヘレーさんを捜しまわったものさ」
　ウネンはモウルの腕を支えながら、ああそうか、と内心で頷いていた。オーリ達と出会った時、彼らが「依頼を受けてヘレーを追っている」と言っていたことを思い出したのだ。
「姉さんはどうした。あんたは一体ここで何をしているんだ」
　抜き身の刃やいばのごとき眼差しが、マンガスを貫く。
　義兄と義弟は、真っ向からしばし睨み合った。
「ソリルは、死んだよ」
　ぽつり、と、マンガスが呟いた。
　モウルが、大きく目を見開いたのち、小刻みに首を横に振った。
「嘘だ。信じられない」
「ああ、嘘だったらどんなにか良いか」
　マンガスが薄く笑った。まるで泣いているかのような笑みだった。
「ソリルは、もう、どこにもいない。それもこれも、全て里の神のせいだ……。だからこれは私の復讐なんだ。里の神は勿論、唯々諾々と神に従うばかりの里を、里の全てを無くしてしまおうと……」
　ウネンの腕に掴まるモウルの手に、力が入る。
　ウネンはモウルの顔を見上げた。
　モウルが、ゆっくりとウネンに向かって頷いた。
「本当は、彼女が死んだ十五年前に、決着をつけるつもりだったんだ。なのに、ボロゥの奴が邪魔をするから……」
「お前が、ボロゥさんを殺したのか」
　淡々と語り続けるマンガスに、オーリが静かに問いかけた。微かに震える声に、底知れぬ怒りを滲ませて。
　マンガスは事も無げに「そうさ」と微笑んだ。越えてはいけない一線を、とうの昔に通り過ぎてしまった者の目をしていた。
「まあ、あの時は、奴を消せただけでも良かったけれどね。嗣つぎ手てに逃げられたばかりか、次の候補までもが死んでしまって、長おさ様はさぞかしご心痛のことだろう。しからば、もう心悩まずにすむように、我々が、圧倒的物量をもって、里の長い歴史に終止符を打ってやろう」
　熱に浮かされているかのように、マンガスは語り続ける。
　オーリが眉間に深い皺を刻んだ。
「里の神は、里を守るためならなりふり構わないだろう。お前は本気で神に勝てると思っているのか？」
「勝てるはずなどないだろうね。だが、それでいいのだよ。大いなる炎が軍勢を焼き尽くせば、もう里は隠れてなどいられなくなる」
　と、今まで呆然と会話を見守るばかりだったルドルフ王が、マンガスのこの言葉を聞くや、ひきつれた声を漏らした。
「そ、それはどういう意味だ。我が軍勢を焼き尽くすだと？」
　マンガスは、嘲笑も露骨に王を振り返ると、殊更に慇懃な態度で腰を折った。
「流石は国王陛下。よもやこんなにも早く正気を取り戻されるとは、思ってもおりませんでしたよ。本当に、素晴らしい矜持をお持ちであらせられますな」
「質問に答えよ！」
　王の、よく通る低い声が、壁に、天井にこだまする。
　マンガスが、さも心外そうに両眉を上げた。
「申し上げたでしょう？　多少の犠牲はつきものだと」
「多少、だと？　神の炎に焼き尽くされることがか？」
「多少ですよ。何故なら、本当の闘いはそこから始まるのですから。神と、ヒトとのね！」
　マンガスは、両手を振り開き、高らかに言い放った。
　あまりのことに、王が戦慄おののいて一歩あとずさる。
「さて、国王陛下には、今再び夢をご覧になっていただきましょうか」
　マンガスが懐に手を入れるのを見て、王が、慌てて扉へ踵きびすを返した。
「誰か！　誰かおらんか！　誰か、この痴れ者を捕まえい！」
「おや、この私めのために、御おん自ら人払いしてくださったことをお忘れですか」
　オーリが動くよりも早く、マンガスがマントの下から響銅さはり色の手搖鈴ハンドベルを取り出した。
　リィーン、と、質量すら感じられる鋭い音が鳴り響く。
　ウネンは咄嗟に両耳を塞いだ。
　オーリもモウルも、ウネン同様耳を押さえて、歯を食いしばっている。
　扉へ駆け寄ろうとしていた王の動きが、止まった。両手をだらりと身体の両側へ落とし、一切の表情が消えた顔で、その場で棒立ちになる。
「下地が無いとはいえ、三人揃って踏みこらえるとはね。痛い思いをさせたくはなかったのに」
　肩で息を繰り返すウネン達を、マンガスが下目にねめつけた。
「それにしても、彼女の連れが君達だったなんて、まんまと騙されたな……。いや、見違えたよ。すっかり大きくなって。オーリなんて、こんなに小っちゃかったのにな……」
　思いもかけず、マンガスの目元がそっと緩んだ。
「モウルも、まさか魔術師になれたとはね……。本当に驚いたよ。ずっとなりたがっていたもんなあ……」
　懐かしそうに昔を語る口角が、次の瞬間に吊り上がる。マンガスは凄惨な笑みを浮かべると、一段低い声で囁いた。
「折角夢を叶えたというのに、ここで終わりだなんて残念だね」
　マンガスが左手を振ると同時に、傍らの兵二人が同時に長剣を抜いた。
「お前達、こやつらを始末しろ。ただし子供は殺すな」
　長剣を手にした二人の兵士は、表情一つ変えずに、じりじりと三人のほうへ迫りくる。
　ウネンの手から杖をもぎ取ったオーリが、向かって左の兵士の前に進み出た。それを見て右側の兵が、挟みうちを目論んでオーリの側面につこうとする。
　モウルが懐から呪符を取り出し身体の前に突き出した。
　兵士達が怯む、その一瞬の隙を突いて、オーリが大きく前に踏み込んだ。いつぞやウネンに見せてくれたように、杖の先を相手の手元に突き入れ、剣を握る手をこじあける。
　兵士の剣が床に落ちた。剣を拾おうと反射的に身を屈めた兵士の顔面に、オーリは躊躇うことなく膝蹴りを喰らわす。
　兵士は鼻血を撒き散らして、後頭部から後ろへ倒れ込んだ。
　オーリは兵士の剣を拾うなり、ウネンとモウルを振り返る。



　一方モウルは、呪符を兵に突きつけたものの、そのままその場にへたり込んでしまっていた。
　呪符が不発に終わったと見るや、兵は俄然勢いを取り戻し、剣の切っ先をモウルに向けて突進してくる。
　オーリが、モウルの前に躍り出た。刃やいばで刃やいばを巻き、兵の攻撃を押さえ込む。
　ふと目の端に動くものを捉えて、ウネンは左手に視線を向けた。
　先刻オーリの一撃を喰らって倒れていた兵士が、むくりと上体を起こすところだった。
　ウネンは慌てて床に転がる杖を拾い上げた。力無く座り込むモウルを庇うように、杖を構えてその前に立つ。
「悪い、ウネン。もう少し……、なんとかもう少し持ちこたえてくれれば……」
「解ってる」
　ウネンは腹の底に気合いをためた。既に賽は投げられたのだ。あとは天命を待つべく人事じんじを尽くすまで。
「それにしても、可愛い子供が危機に陥ってるってのに、なにやってんだよ、ヘレーさん……」
「もう二週間以上も、その、フェなんとかっていう幻覚剤を吸わされていたわけだから……」
　徒手の兵士はぼたぼたと鼻血を滴らせつつ、ウネンのほうへ迫りくる。
　兵と鍔迫り合いを繰り広げるオーリが、剣と剣とがこすれ合う音に負けじと声を張り上げた。
「ウネン！　あいつに、ヘレーに呼びかけろ！」
「え、でも」
　前方の敵を警戒する一方で、ウネンはちらりとヘレーを見やった。
　ヘレーは、先刻の場所から一歩も動かないまま、ルドルフ王と同じく棒立ちになっている。その虚ろな瞳は、地下牢でマンガスの手に落ちた時と寸分もたがわなかった。
　あの時だって、ウネンはヘレーに呼びかけたのだ。何度も何度も、声の限りに。
　遠ざかってゆくヘレーの背中を思い出し、ウネンは杖を両手で握り締めた。どうせ無駄だよ、との声が、喉のすぐそこまで出かかった。
「大丈夫だ！」
　オーリの声がウネンの頬を張った。
　オーリは、兵の剣を大きく跳ね上げながら、もう一度同じ言葉を繰り返す。
「大丈夫だ。ただし、今度は間・違・う・な・！」
　ウネンは、ハッと息を呑んだ。
　その刹那、オーリが微笑んだような気がした。
「遠慮するな。思いっきりいけ！」
　オーリの声援で弾みをつけて、ウネンは胸一杯に息を吸い込んだ。腹の底にちからを溜め、全ての想いを声に乗せる。
「お願い、目を覚まして！　お・父・さ・ん・！」
　薄暗い広間の隅々に、ウネンの呼びかけが反響する。残響が那辺へ吸い込まれていくのと同時に、ウネンの手元で、目に見えない何かが音ならぬ音をたてて弾け飛んだ。
　金色こんじきに光る〈囁き〉が、みるみるうちに周囲を満たした。
　光の波はウネンのもとへ打ち寄せ、集まり、そうして今度は光る糸となって、ウネンとヘレーと繋ぎ合わせる。糸は更にウネンとオーリを、そしてモウルやマンガス――いや、エレグまでをも繋げると、一際眩しく輝いた。
　やがて、遥か虚空から、新たな〈囁き〉が降ってきた。〈囁き〉と〈囁き〉は、互いに混じり合い、縒より合わさり、大きな網を作り上げてゆく……。
　光の網は、やがて空気中に溶け込むように薄れて消えた。
　何が起こったのか、ウネンにはよく分からなかった。ただ胸の奥底に、ほんのりとした温もりが感じられた。なんだかとても懐かしくて、今にも泣き出してしまいそうな気分だった。
　涙をこらえて周囲を見まわせば、兵の腕をねじり上げたまま呆然と立ち尽くしているオーリの姿が目に入った。その向こう側では、マンガスも、何かに強く心を奪われている様子でぼんやりと佇んでいる。
「ようこそ、ウネン。我らが里へ」
　相変わらず床に座り込んだままのモウルが、嬉しそうにウネンに微笑みかける。
　ウネンは理解した。今、自分は、ノーツオルスとして里の神に迎えられたのだ、ということを。
　
　うめき声とともに、ヘレーががくりと床に膝をついた。二人の兵士やルドルフ王も、壊れた人形のようにその場に崩れ落ちる。
　性懲りもなく、マンガスが再び手搖鈴ハンドベルを取り出そうとした。
　だが、それと時を同じくして、扉の向こうから騒々しい物音が響いてきた。
「陛下！　ご無事ですか！」
「大丈夫ですか！」
　幾つもの靴音が、謁見の間へ近づいてくる。
　マンガスが、愕然とした表情で首を横に振った。
「何故だ……人払いしていたはずだ」
「いやぁ、やっぱり、見事なまでに『拡声器』だったようだね！」
　モウルが弾むような声で、ウネンに話しかける。
　ウネンは、モウルの目配せに応えて上着のポケットから呪符を取り出した。マンガスの語りの隙を突いて、密かに起動しておいた一枚の呪符。あの力技の魔術師マルセルの術でモウルが作った、出来損ないの呪符だった。
「まさか、呪符まで使えるというのか！」
「教え方がいいからね」
　モウルが満面に笑みを浮かべた。
「大いなる炎がどうのこうののあたりから、国王陛下が助けを求める声、陛下の兵を私物化しているさままで、つぶさに拡散させてもらったよ。途中で手搖鈴ハンドベルを鳴らされた時には、泣きそうになったけど。あの一瞬、呪符の風を押さえ込むために、ちからを使い果たすことになったからねえ。あ、今も進行形で筒抜けだから、何か皆に言いたいことがあったら、是非どうぞ」
　モウルの得意げな台詞が終わりきらないうちに、扉をあけるのももどかしそうに、近衛兵や官吏が謁見の間になだれ込んできた。
「諦めろ」
　オーリがマンガスに向けて剣を構え直す。
　マンガスが、そっと目を伏せた。
「そうだな、この計画は、諦めるかな」
　兵達、捕り手が、マンガスを取り囲む。
　マンガスは、力無く両手を身体の横におろした。
　その手の中に滑り落ちてくる、一枚の呪符。
　次の瞬間、マンガスを起点に、恐ろしいまでの閃光が周囲にほとばしった。
　部屋の中は、またたく間に阿鼻叫喚の坩堝と化した。湧き上がる悲鳴に、唸り声。その場にいた全員が、目を押さえて苦悶する。今この時、誰もがマンガスに注目していた。彼が放った強烈な光は、皆の目をあまねく射抜いたのだ。
　ウネンは、耐えきれずに床に膝をついた。視界が真っ白に染まり、眼底がずきずきと疼いている。自分が今、目をあけているのか閉じているのかすら分からない。
　と、突然何かがウネンの身体を揺さぶった。
　何か、が、何者かの腕であることに気がつく間もなく、ウネンはそのまま抱えあげられて、物凄い勢いでどこかへ運ばれていく。
「わっ、えっ、一体何っ？」
　ウネンが上げた悲鳴を聞いたか、オーリが、モウルが、ウネンの名を呼ぶのが聞こえた。
　どうした、何が起こっている、何も見えない、あの野郎、ふざけるな！
　真っ白な視界の中、オーリ達の罵倒の声がどんどん小さくなってゆく。やがてそれらは、扉が閉まる重々しい音を経て、ぱったりと途絶えてしまった。







第十一章　　滅ぼさんもの




　
　マンガスはウネンを麻袋のように肩に担ぐと、あっという間に大広間の喧騒を抜け出した。
　ウネンは必死で両足をばたつかせた。マンガスの背中をこぶしで叩きまくった。身体はマンガスによってがっちり押さえられているし、声を上げようにも激しい揺れのせいで舌を噛むばかりで、ウネンには他にできることがなかったのだ。
　マンガスが一歩進むたびに、衝撃がウネンの腹部を圧迫する。あがけばあがくほど、疲労感が身体を蝕んでゆく。
　ウネンは一旦暴れるのをやめた。このままむやみに体力を消耗し続けるよりも、状況を見極めて隙を窺ったほうがいい、とようやく気がついたからだ。
　瞼の開閉は判別できるようになってきたものの、まだまだ視力は戻らず、ここが建物の中だということぐらいしか分からない。規則的な振動、上下動。身体から直接伝わってくる苦しそうな呼吸を聞くに、どうやら彼は長い階段を上り続けているようだ。外に出たようには思えなかったから、ここは四つほどある主館の塔のうちのどれかなのだろう。
　逃げるでなく、こんな上階へとウネンを担いで上がって、マンガスは一体何をする気なのか。先刻の謁見の間では、兵士達に「ウネンは殺すな」と指示していたけれども、この先もウネンの命が保証されているとは限らない。ウネンは不安のあまり胸元の留め具を握り締めた。呪符も無ければ杖も無い、こんな頼りない状況で、一体自分に何ができるのだろうか、と。
　ほどなく、マンガスの足が止まった。
　木の扉が軋む音がして、視界がみるみる明るくなってゆく。爽やかな風がウネンの頬を撫でたかと思えば、再びマンガスの身体が大きく揺れた。疲れきった足取りで、一歩、二歩。三歩目のところでウネンはごろりと硬い床の上に転がされた。
　マンガスの足音が後方に走り、今度は別な扉が開ひらく音がした。今入ってきた扉よりも幾分軽い、おそらく戸棚か何かの扉の音。引き出しを次々と引っ張り出しては、何かをがさごそと漁る気配。
　その場に慎重に立ち上がったウネンは、ゆっくりとぐるりを見まわした。
　日の光が靄を払うように、次第に物の輪郭が明瞭になってくる。
　窓から降り注ぐ柔らかな日差し、石積みの壁、美しい海の風景が織られたタペストリー。壁に沿って、古めかしい木の扉、本棚、衣装戸棚。戸棚の前で忙せわしなく動くマンガスの背中、その周囲に転がる小瓶や木札。更に首を巡らせば、暖炉、書き物机、二つ目の窓。そして窓際の寝台に、ぽつんと座る頼りなげな人影が見えた。
　まさか自分とマンガスの他にここに誰かがいるなんて、ウネンは思ってもみなかった。驚きのあまり息を呑み、大きく一歩あとずさる。
　人影が微動だにしないのを見てとり、ウネンはおそるおそる寝台に歩み寄った。
　それは、若い女性だった。
　緩やかに波打って胸元に落ちる栗色の髪、白磁の肌に絶妙な弧を描えがく眉、宝石のような碧の瞳、薔薇の花びらのごとき唇。
　まるで人形のようだ、とウネンは思った。人形のように整っていて、美しくて、そして、生気が感じられない。本来ならばとても魅力的に見えよう大きな瞳も、どこまでも虚ろだ。
　寝台脇の小さな台には、幾つもの青が並んでいた。青玉、水宝玉、瑠璃、菫青石、藍晶石、さまざまな色味の青い宝石に混じって、目が覚めるような青色のガラスで作られた花の髪飾り。
『この青いガラスで髪飾りを作ってくれないだろうか』
　数日前にガラス工房で聞いた会話を思い出し、ウネンは再度その女性の顔を覗き込んだ。
『髪飾り、ですか。誰かへの贈り物ですか？』
『妻にね。彼女、この色がとても好きなんだよ』
　表情がもたらす印象をできるだけ排し、その造作だけを拾い上げれば、確かにこの眉と鼻筋には彼の面影がある。
「まさか……ソリルさん……？」
　震える声でウネンがモウルの姉の名を囁いた途端、女性が僅かに顔をウネンに向けた。
　碧い瞳にウネンの姿が映り込む。
　次の瞬間、内と外が、彼ひと此しが、ぐるりとひっくり返った。
　
　　　　*　*　*
　
　気がつけば、ウネンは一面の砂の中に立っていた。
　いや、ウネンではない。風が砂を舞い立たせると同時に、栗色の髪がふわりと視界にかかる。風に踊る髪を押さえる手も、そして何より視線の高さも、ウネンのものとはまったく違う。
「まるで、防砂堤だなあ」
　すぐ右手で聞き覚えのある声がした。声のほうへと視界が動き、目陰まかげの下で目を細める青年の姿が見えた。風にそよぐ短髪は、一切の光を映さない黒。どこかで見たことがある顔のような気がするが、どこで見たのかウネンはすぐには思い出せない。
　青年の視線を追うようにして、再びウネンの――ウネンではない誰かの――視界が動く。
　紺碧の空の下、丘をくだった先に小さな町が見えた。日干しレンガで作られた家々が身を寄せ合うその向こう、大きな岩山が横たわっている。
「だから、邪竜じゃなくて聖竜なのね」
　ウネンではない誰かが、栗色の髪を押さえながらしみじみと呟いた。
　よく見れば、岩山に思えたものは巨大な建造物だった。あちこちに泥がこびりつき、砂がたまり、ごつごつとした輪郭となっているが、ところどころに、自然が作ったとは思えない暗灰色の滑らかな曲面が見てとれる。長い年月の間、風雨に晒されたせいだろう、外装が崩れてしまったところからは、木材ではない、何か金属かねで作られたと思しき形状の骨組みが顔を覗かせていた。
「自分達から楽園を奪い取った諸悪の根源、邪竜の遺跡、と忌み嫌っておきながら、都合のいいところだけは利用させてもらおう、ってことか。ちゃっかりしているなあ」
　青年のぼやきに、ウネンではない誰かが朗らかに応える。
「でも、この環境じゃあ無理もないわよ。この町が砂漠に呑み込まれずにいられるのは、この船のお陰だもの。邪竜だって聖竜に出世するでしょ」
　船。ああそうか、これは、例の大昔に作られたという空を往く船なのだ。
「それにしても、二千年も前に打ち捨てられたものが、何の手入れも無しにここまで原形を保っているとは驚きだ」
「この辺は雨が少ないからかしら。半分砂に埋もれてしまっているのも、風化が遅れた一因かも……。ああでも、ここまで脆くなってしまえば、今度は逆に砂の圧力に負けてしまうわね。もう数年も待たずに瓦礫の山になってしまいそう」
　来てよかったわ、と、嬉しそうな声が零れ落ちる。
「神庫ほくらの書庫でカフタスの遺跡の報告書を読んでから、ひと目見たくて仕方がなかったのよ。ほら、だって、里のは見取り図から外見を想像することしかできないんだもん」
「まったく、君って人は。『ひと目見たくて』ってだけで、こんな遠い所まで来るかねえ」
「あら、エレグは見たくなかった？」
　誰か、の口からその名が飛び出した瞬間、ウネンは悟った。今、自分が見ているものが何であるかということを。
「僕が喜んでいないように見えるかい？　それに、たとえ地の果てだろうと君に付き合うって言ったろ。この命ある限り」
　マンガスと名乗る以前のエレグが、短・い・髪・を風になびかせて幸せそうに微笑む。
　これは、ソリルさんの記憶なんだ。ウネンは奥歯を噛み締めた。
　
　船の両端――どちらかが船首でどちらかが船尾なのだろう――は、既に大きく崩れており、押し寄せる砂の山に埋もれてしまっている。その向かって右側の端にほど近い所に、船体にへばりつくようにして木の櫓が作られていた。
　この地方では木材は貴重品のはずなのに、なぜこんなところにわざわざ櫓や足場を作らねばならなかったのか。エレグが呈した疑問を受け、ソリルが即座に遠眼鏡を取り出す。
　なだらかな曲線を描えがく船の稜に、小さな祠ほこら――神庫ほくらが鎮座していた。木の足場は、その神庫ほくらへと続いているのだ。
「聖竜を祀っているのね」
　神庫ほくらに上れるかしら、と、遺跡に向かおうとするソリルを、エレグが押しとどめた。
「思った以上に崩壊が進んでいるようだ。あまり近づかないほうがいい」
「あ、でも、ほら、あそこ」
　ソリルが指差した先には、遺跡を目指して早足で歩いている二つの人影があった。ソリル達よりも少しだけ歳上に見える男女二人が、思い詰めたような表情で遺跡に近づいてゆく。女性は籠を、男性は水袋を持ち、二人とも毛布を折り重ねたもので頭を守っている。
「あんな毛布で何ができるっていうんだ」
　エレグの呟きを最後まで聞かずに、ソリルが斜面を駆け下り始めた。
「あっ、おい、ソリル、危ないぞ！」
「大丈夫、あなたがいるもの」
「魔術は万能じゃないと言ってるだろ！　それに、こんな水の少ない場所じゃ僕の術なんて……」
　そうぼやきつつも、エレグはソリルのあとをついてくる。
　先を行く二人組にソリル達が追いついた時、前方の崩れた船の外装の奥で何かが動くのが見えた。
「母ちゃん、父ちゃん、その人達は誰？」
　それは、一人の子供だった。
　
　籠をさげた女性――子供の母親――が涙ながらに語るところによると、事は十日前、危ないから近づいてはいけないと言われていたにもかかわらず、八歳になる息子が友人達と聖竜の遺跡に度胸試しとやらで入り込み、天井が崩れて彼一人が閉じ込められてしまったのだそうだ。以来、大人の腕が辛うじて通るだけの隙間から、両親がこうやって毎日水と食料を渡すことで、子供はなんとか命を繋いでいるとのことだった。
　町の広場で不幸な両親の話を聞いていたソリル達の周囲に、次第に人が集まってくる。そのうちに、彼らは口々に手詰まりな状況を語り始めた。
　崩れた瓦礫を取り除けて救出しようとしたが、すぐに新たな崩落が起きて断念せざるを得なかった。横の壁に穴をあけるのも、同様の理由でもってのほか。段々子供は弱ってくるし、そもそも遺跡の傷みが激しくて、子供のいる場所もいつ崩れるか分からない。
「旅の魔術師様、なんとかならんもんですかね」
　日焼けした肌に真っ白な顎髭を生やした町長まちおさが、すがるような眼差しをエレグに向けた。
「僕の神は水神なのでね。水を凍らせて壁が崩れないように固めるぐらいしかできない。それに、実行するにしても、子供や救助する人々の安全を確保するには、かなり広い範囲にちからを及ぼさなきゃならないだろうから、僕一人では無理だと思う。なんとかぎりぎり凍らせることができたとしても、おそらくこの暑さじゃ大して時間も稼げないだろうし、そもそも、近場に大きな川や水場が無い状況では、術に必要な水が確保できない」
　無理だ、と絞り出したエレグの袖を、ソリルが脇から引っ張った。
「ねえ、たぶんあの遺跡、里の神庫ほくらと同じ型式の船だと思うの。それなら、あの子が閉じ込められている少し奥に縦坑ピットが通っているはず」
　エレグがハッと息を呑むのを確認するや、ソリルは町長まちおさの前に進み出た。
「遺跡に穴をあけずに、子供を助ける方法があります」
「なんですと」
「砂に埋もれていて分からないと思いますが、遺跡の上にある神庫ほくらの近くに、出入り口があるんです」
　
　その瞬間、それまで完全に傍観者と化していたウネンの意識に、亀裂が走った。
　視覚以外の感覚を意識することなく、まるで幻燈でも見ているかのように過去の情景に浸っていたウネンに、突如として襲いかかる鮮烈な痛み。
　
　ソリルは痛みを耐えるべく右手で額を押さえ、大きく息をついた。
「その出入り口から、子供さんの閉じ込められているすぐ近くまで、縦坑たてこうが通っています。それを使えば、遺跡にあまり負荷をかけずに、子供さんを助け出すことができます」
　痛みは、ソリルが言葉を重ねるごとに、いや増してゆく。
「この人は何を言ってるんだね」
　中年の男が、あからさまに馬鹿にしたような声を上げた。
「通路だって？　そんなものがあると、なんであんたに分かるんだ」
「上から助けに行く、って、どれだけ距離があると思ってるんだ」
「上からだろうが下からだろうが、穴をあければ崩れちまわあ」
「違うんです！　出入り口が、通路が、あるんです！」
　脂汗を流しながら、ソリルが声を荒らげる。
　それは、まさに万力で頭を締め上げられるような、苛烈な痛みだった。あまりのことに吐き気すらもよおすほどの、疼痛。これが〈誓約〉を破ろうとする者に襲いかかるという、魔術の縛めなのか。
　エレグがソリルを庇うように前に立った。
「分かりました。では、僕らだけで勝手にやらせてもらいます」
「ならぬ！」
　町長まちおさが血相を変えて咆えた。
「よそ者に聖竜様の神庫ほくらを穢させるわけにはいかん！　ばちが当たってしまう！」
「私の故郷こきょうにも、全く同じ、……遺跡、が、残っています。だから、通路があるのは、絶対に、間違いありません。聖竜様の遺跡を、穢すわけ、では……」
　そこまで言って、とうとうソリルが頭を押さえてその場に崩れ落ちた。
「やめるんだ、ソリル。それ以上、船の情報を漏らせば、〈誓約〉を破ることになる」
　エレグが声を潜めてソリルを窘める。
　その腕に取りすがりながら、ソリルは小さく首を横に振った。
「あんな小さい子を、見捨てるわけにはいかないわ。だって、モウルと同い年なのよ」
「しかし」
「大丈夫。出入り口ハッチを掘り出すことさえできれば、他の人には下がってもらって私が助けに行くから。それなら、これ以上〈誓約〉に抵触することはない」
　
　出入り口とやらが見つからなければ、この話はなかったことにする。そういう条件でソリルは町長まちおさから神庫ほくらに上がる許可を得た。町長まちおさと、子供の父親と、あと二人の屈強な若者とともに、砂をかき出す円匙シャベルを手に、巨大な遺跡にしつらえられた木の櫓に足をかける。
「やはり僕も一緒に、いや、僕が代わりに行こう」
　止めに入ったエレグの手を、ソリルはそっと優しく押しとどめた。
「あなたは魔術を使えるでしょう？　万が一遺跡が崩れた時のために、あなたには下で待機してもらわないと」
「僕の術では役に立たないと言ったろう」



「大きな崩落を防ぐことはできなくても、縦坑ピットだけなら多少なんとかなるでしょう？　頼りにしてるわよ、優秀なる我が旦那様」
　大丈夫よ、とエレグの頬にキスをして、ソリルは木の段を上り始めた。
　
　一体どれぐらいの高さがあるのだろう、長い長い階段を上りきったソリルの目に、広々とした船の背と、その中央に立つ小さな祠ほこらが飛び込んできた。
　ソリルは、真っ直ぐに神庫ほくらの前へと行くと、まずは足で辺りの砂を払いのけ始めた。
　やがて、直径ニメートルほどの砂だまりの輪郭が現れた。自然物とは思えない美しい真円形を前に、もう町長まちおさ達は文句を口にしなかった。「ここに出入り口があるんだな」と、一心不乱に円匙シャベルで砂をかき出してゆく。
　掘ることおよそ二十五センチ、ようやく出入り口ハッチがその姿を現した。
　ソリルは他の四人を下がらせて、扉の縁ふちに沿ってその表面を撫でた。直径十五センチほどの円い窪みを探り出し、溜まった砂の中の握りを時計回りに半回転させる。もう一箇所、更にもう一箇所、と、同様の握りを回し錠をあけてゆく。
「絶対、ドアクローザーは壊れてしまっているよね……」
　溜め息とともに独りごちると、ソリルは等間隔に並ぶ五つの握りのうち、真ん中の握りに縄を結びつけた。「扉が勢いよく開ひらかないように引っ張っていてください」と男達に縄の端を手渡し、最後の錠を外した。
「あれ？」
「どうなさったね」
「長い間ずっと閉めたままだったから、固着してしまっているみたいです。ちょっと押してみますので、縄をしっかり持っていてください」
　ソリルは穴の縁ふちにうつ伏せになると、扉を下方へと思いっきり押した。
　船体に触れたところからソリルの身体に、扉が軋む音が直接伝わってくる。その音とは別にもう一つ、とても不吉な――
　と、唐突に扉がガコンと重々しい音をたてて開ひらいた。
　縄がぴんと張るや、扉の勢いに負けて、縄を括りつけた握りが砕け折れる。
　ソリルは咄嗟に隣の握りを掴んだ。扉が壁に激突する衝撃で遺跡に負荷をかけることを恐れたのだ。
　激痛が、ソリルの肩に走った。押し殺した悲鳴が、ソリルの口から漏れた。
　厚さ二十センチはあろうかという巨大な円盤に引きずられて、ソリルの肩が、胸が、穴の縁ふちを乗り越える。このまま扉とともに落ちてしまう、というところで、扉は軋みながらその動きを止めた。子供の父親が、持っていた円匙シャベルを扉の隙間にこじ入れ、辛うじて歯止めをかけたのだ。
「大丈夫か、あんた！」
　肩の痛みに呻くソリルを、町長まちおさが心配そうに助け起こす。
　その傍らでは、二人の若者が、縄を別な握りに括り直して、そろりと扉を開いてゆく。
　ソリルは唇を噛んだ。喘ぐように息を継いで、子供の父親を見上げた。
「すみません……この肩では、とても子供さんを助けには行けません……。あなたが代わりに行ってくださいませんか」
「え、しかし……」
　深呼吸を一つ、ソリルは両目をきつくつむった。
「さっき、扉をあける直前に、聞こえたんです。ここのずっと下のほうで、何か硬い物にひびが入るような、不吉な音を。たぶん、もう、一刻の猶予もありません」
　なんだって、と蒼白になる町長まちおさの横で、父親がごくりと唾を呑み込んだ。
「分かった。方法を、道順を教えてくれるか」
　ソリルが静かに頷いた。例の頭痛が、既に始まっているというのにもかかわらず。
「すぐ下にある扉は、今のとほぼ同じ仕組みになっています。五箇所あるハンドル……握りを、右回りに半回転させて錠をあけてください。こちらも、扉が壁にぶつかって遺跡が壊れないように、縄を……」
　男達がテキパキとソリルの指示に従って動き出す。
　ややあって、重い物が軋む音に続けて「開ひらいたぞ！」との声が少し下から響いてきた。
　砕けた肩の痛みを、〈誓約〉の痛みが上回る。たまらず身をよじったソリルの上体が、町長まちおさの腕から転がり落ちた。
「大丈夫か、あんた！」
「縦坑たてこうを……下りていって……」
　襲いかかる激痛の中、ソリルは身を折り頭皮に爪を立てながら話し続ける。
「扉……七つ目か、八つ目の……」
　あまりの痛みに、視界が急速に狭まってゆく。まるで細い筒を通して外を眺めているかのように。意識が外界から遠ざかってゆく。
　でも、もう少し、もう少しだけ。あの子を助けなければ。あの子は泣き虫だから、きっとひとりで泣いている。もうすこしだけ、おねがい、かみさま。
「扉は……握りを下へ倒して、扉は横へ……左へずらして……」
　僅かに残った光が、恐るべきちからで叩き潰される。
　その刹那、ウネンの意識は物凄い勢いで後方へ引っ張られた。
　
　　　　*　*　*
　
　我に返ったウネンの視界に真っ先に飛び込んできたのは、ソリルの碧い瞳だった。いのちを失った無機物のような碧色に、ウネンの顔が映り込んでいる。
　依然としてここは、ウネンがマンガスに連れてこられた塔の上だ。ウネンはここで、寝台に茫と座るばかりのモウルの姉と見まみえたのだ。
「里の者には、生まれると同時に里長さとおさによって術がかけられる。里が守り続けている古い知識を、里の外の者に漏らしてはならない、という〈誓約〉だ」
　ウネンのすぐ背後から、マンガスの声がした。
「この術のおかげで、我々は里から出ても里での記憶を失うことはない。だが、逆に、恐るべき頸木を引きちぎり〈誓約〉を破ってしまった者は、里で培った全ての記憶を、人格を、ひいては正気すら失うことになる」
　あまりにも衝撃的な内容に、ウネンは勢いよく後ろを振り返った。
　十五年の歳月と辛酸を経たエレグの顔がそこにあった。
「ここにあるのは、かつてソリルだった抜け殻に過ぎない。そう、彼女は、私が愛したソリルは、もうどこにもいない！」
　荒々しく言葉を床に叩きつけ、それからマンガスは呟いた。「彼女はただ、子供を助けたかっただけなのに」と、苦渋の声で。
「ソリルを治療してもらうために、私は彼女を連れて里へ帰ることにした。川隣の町まで戻ってきたところで、ボロゥに会った。嗣つぎ手て候補の彼なら、彼女を助ける方法を知っているかもしれない、と思い、私はまず彼に相談した。
　だが、彼から返ってきたのは『諦めろ』の一言だった。そればかりか、『里の神との〈誓約〉を破るからだ』と詰なじられた。何も手立ては無いのか、と食い下がる私に、奴は『邪魔だ』と言い放った」
　
　　　　*　*　*
　
「邪魔だ、そこをのけ。俺は、逃げた嗣つぎ手てを捜している最中なんだ。お前と無駄話をしている暇なんて無い」
　ひとけの無い町外れ。思いもしなかったボロゥの言を聞き、エレグは知らず問い返していた。
「逃げた？　嗣つぎ手て、って、ヘレーさんが？」
「ああ、そうだ。先日、里山でツェウさんが赤狼に殺されて、そのショックで少々情緒不安定になってしまったみたいなんだ」
　ボロゥの口からは、俄には信じがたい言葉が次々と飛び出してくる。エレグは驚きのままにボロゥに詰め寄った。
「あんな里の近くで!?　神は一体何をしておられたのだ！」
「滅多なことを言うな。神にだって目の届かぬ暗がりはあるのだ。目となり耳となりそれをお助けするのが、我々ノーツオルスの使命だろうが」
「だが、野獣の害についてはもう随分前から議論されていただろう。せめて、神庫ほくらの上だけでも電気柵で囲めないか、と」
　いにしえの技術による野獣よけの柵は、何十年、いや、何百年も前から多くの里人さとびとによって求められていたと聞いていた。
「そんな危険は冒せない」
　そのたびに里長さとおさや控ひかえ手てといった里の中枢を担う者達が、これと同じ台詞を繰り返しては却下していた、とも。
「神庫ほくらを維持するつ・い・で・でできるはずだ」
「神庫ほくらの維持ですら、神の大いなる温情によるのだぞ。それ以上を望むなど、贅沢が過ぎる」
　取り付く島もないボロゥの態度を目の当たりにして、エレグの不満が爆発した。
「お前は……お前達・は……、人と神のどちらが大切なんだ！」
「お前が言う『人』とは、人類という意味か」
「そんな話をしているんじゃない、ということぐらい、解らないか！」
　肩で息をしながらエレグはボロゥを睨みつける。
　ボロゥが、ついと視線を逸らした。
「そういう意味ならば、答えは『神』だ。決まっている」
　ボロゥのこの言葉を聞いた途端、燃えるようだったエレグの頬がすうっと冷めた。
　エレグは大きく溜め息をついた。そうして、無言でボロゥに背を向けた。
「おい、待て、エレグ、何をする気だ」
　不安げな声とともに、ボロゥがエレグの肩を掴む。
　エレグはボロゥを一顧だにせず、淡々と簡潔に言葉を返した。
「この馬鹿げた話を里の皆に教えてくる」
「馬鹿げた話だと？」
「ああそうさ。人類のためだと言いながら人の命を軽んじ、神の顔色を窺うばかり。お前達は知識というちからで、ただ人々を支配したいだけじゃないのか」
「それは違う！」
　エレグはそこでようやくボロゥを振り返った。
「ソリルのことだってそうだ。彼女は、人として、目の前で死にゆく子供を助けようとしただけだ。それを……、神との〈誓約〉を破ったから当然の結果だと……、彼女が愚かだっただけだと、その一言で片づけるのか！」
　ボロゥが、唇を噛んでエレグから顔を背けた。肯定の言葉も、否定の言葉も、何も返ってはこなかった。
　再びふつふつと沸き上がる怒りを深呼吸で抑え込み、エレグは踵きびすを返した。
「どんな理由であれ〈誓約〉を破れば、里人ぼくらは全ての記憶を奪い取られる。ただ生命活動を行うだけの死者も同然となる。このことはきちんと皆に知らしめるべきだろう」
「駄目だ！」
　ボロゥの腕が、エレグを羽交い絞めにした。
「そんなことをすれば、いたずらに神への不信感を煽り立てるだけになる。里を存続させるためにも、それだけはならん！」
「放せ！　もう二度とソリルと同じような目に遭う人間を出さないためには、そうするしかないだろう！」
　行こうとするエレグと、行かせまいとするボロゥ、二つの影が乾いた土の上でもみ合った。腕を掴み、振り払い、足をかけ、かけ返され、やがて互いに四よつに渡ったまま膠着状態へともつれ込む。
「……まさか、お前は知っていたのか？」
　ふと浮かんだ疑念を、エレグは思わず口にしていた。「〈誓約〉を破ればどうなるのか、お前は知っていたのか？」と、震える声で繰り返す。
「お前が、里を出るなどと言わずに、大人しく俺と同じ嗣つぎ手ての候補になっておれば、知れたことだ！」
「ソリルがああなったのは、僕のせいだと言うのか――！」
　その瞬間、エレグの視界が真っ赤に染まった。
　耳元で響く呻き声が、どこか遠くのほうから聞こえてくるような気がする。
　生あたたかい液体が右手をつたってきて、エレグは我に返った。
　ボロゥが地面に崩れ落ちた。
　倒れ伏すボロゥを中心に、乾いた土がみるみる朱あけに染まってゆく。
　エレグは己おのが手元に視線を落とした。脂で曇る短刀を、血の滴る手をじっと見つめた。自分でも驚くほど、胸の中は静まりかえっていた。
　と、向こうのほうからボロゥの名を呼ぶ声が聞こえてきた。同時に、ヘレーを呼ばわる声も幾つか。おそらく、ボロゥ同様ヘレーを捜しにやってきた里の人間だろう。
「そうだ。ヘレーさんだったらなんと言うかな……ツェウさんは神にとって、守るに値しない存在だったと……」
　エレグは、ボロゥのマントの裾で手と短剣についた血をぬぐった。ベルトの背中側にある鞘に短剣を戻すと、まるで何事もなかったかのように、その場をあとにした……。
　
　　　　*　*　*
　
　十五年前の殺人についての詳細を語り終えたマンガスは、愕然と立ち尽くすばかりのウネンを見て、皮肉混じりに頬を歪めた。
「里には、里の外から妻を迎え入れるための特別な手続きがあってね。神に妻を里人さとびととして認めてもらうには、夫の家族全員と、立会人として二名以上の里人さとびとから、二人が確かに夫婦であるとの承認を得なければならないのだよ。……まさか、この仕組みが養子縁組でも同様に働くとはね」
　ウネンは、彼が一体何のことを話しているのか、すぐには理解できなかった。ややあって、先刻、謁見の間にてウネンやヘレー達を包み込んだ光の網を思い出し、大きく息を呑んで一歩あとずさる。
「そうやって神が新たな里人さとびとを迎え入れれば、即座に里長さとおさによって〈誓約〉の術がかけられることになっている。まさか長おさ様も、里を遠く離れたこんな場所で、婚姻の儀の要件を満たす出来事が起ころうとは、夢にも思っていなかったろう」
　喉の奥で小さく笑って、マンガスはウネンとの距離を詰めた。
「お前は、〈誓約〉を受けていない唯一のノーツオルスだ。里の者は、〈誓約〉によって直接神に歯向かうことはできない。策を弄して大軍を動かすのがやっとだ。そして、外の者には神を敵に回すだけのちからも知恵もない。だが、お前は違う。ヘレーから聞いたよ。お前なら、ノーツオルスの知識もほしいままにできるだろう」
　マンガスの口角が吊り上がった。
「そう、お前なら、神を真に滅ぼせる。私と一緒に来てもらおう」
「……どこへ」
　ウネンは喘ぐように問いを発した。その一言を口にするのがやっとだった。
「かつてこの大地に我らが祖先が降り立った時に、全てを統制していた船だ。長おさ様は、他の船同様大昔に失われてしまった、と言っていたが、残っていたんだよ。木々も海を作るのね、なんて、ソリルが言わなければ、到底出会うことなど無かっただろうがな……」



　ほんの刹那、懐かしそうな眼差しをソリルに向けたのち、マンガスは懐から響銅さはりの鈴りんを取り出した。彼は、おのれのちからを誇示するように、ウネンの目の前にゆっくりと鈴りんを突きつける。
　ウネンには、もう、どうすることもできなかった。だから、精一杯の気迫を込めてマンガスを睨みつけた。
　マンガスが鼻で嗤わらった。
「私の術に抗えると思っているのか。先刻は、同時に何人もの人間に術をかけようとしたから後れを取ったが、お前一人に的を絞るのならば楽勝だ」
　鈴りんを持つマンガスの手に、力が入る。
「さて、一緒に来てもらうぞ」
　大きく鈴りんが振られた、その瞬間、大音響とともに背後の扉が破られた。
　オーリを先頭に、兵士たちが次々と部屋の中になだれ込んでくる。
「どうやってこの塔に……」
　唖然と呟いたマンガスの口が、直後に憎々しげに引きつれる。
「モウルの奴か」
「入り口のまやかしのことなら、そのとおりだ。今度こそ完全にぶっ倒れてしまったがな」
　切っ先を前に剣を顔の横に構えたオーリが、低い声で言い放つ。
「ウネンから離れろ。俺は本気だ」
「まったく君達は……、あんなに小さくて可愛らしかったのが、すっかり頼もしくなって……」
　マンガスの眼差しが、ふっと緩んだ。
「あの子供も、もう一人前の大人になっているんだろうな……」
　逃げ場など無い塔のてっぺんに追い詰められているというのに、彼の口ぶりは信じられないほどに穏やかだった。
「……そうだな、君は全てを失ってしまったけれど、あの子供を助けることはできたんだよな……」
　なあ、ソリル。そう呟いたマンガスの声音が、一転して鋭さを増した。
「思いを果たせず処刑されることに比べたら、君が耐えたあの痛みのほうが、ずっと価値のあるものだろう」
　まさか、と声を上げる間もなく、ウネンはマンガスによって強い力でオーリのほうへと突き飛ばされた。
　オーリが慌てて構えを解とき、倒れ込んでくるウネンを受け止める。
　兵士達の注意が一瞬逸れたその隙に、マンガスが寝台の脇の台を押しのけた。
　床の上に現れた抜け穴へと、マンガスの姿が消える。
「追え！」
　指揮官と思しき年配の兵士の号令とともに、兵士達の足音と怒号とが部屋中を揺るがした。奸臣を逃すまいと、我先に抜け穴へと殺到する。
　しかし、勇ましい掛け声は、ほどなく苦しそうに咳き込む声に変化し、何人もの兵士が多量の煙とともに穴から這い出てきた。
「煙幕か！　おのれ腐れ魔術師め！　皆の者、とりあえず下へ降りるぞ！」
　指揮官が残っている兵達を集めて、階段へと走る。
　ウネンを助け起こしながら、オーリが傍らの兵士に問いかけた。
「あの抜け穴はどこに繋がっている」
「私はよく知らないのです……何しろ、王家の最高機密なので……」
　煙を吐き出し続ける抜け穴を睨みつけ、オーリが舌打ちをする。
　ウネンはオーリの服をきつく握り締めた。
「大変だよ！　マンガスは、自分の全ての記憶と引き換えに、神を滅ぼすつもりなんだ！」
　
　兵士達やオーリがマンガスを追って出ていってしまい、部屋にはウネンとソリルだけが残された。
　今しがたの大騒ぎの間も、ソリルは虚ろな瞳をタペストリーのかかった壁のほうに向けて座っているだけだった。
『木々も海を作るのね』
　ソリルの屈託のない笑顔が目に見えるようだ、とウネンは思った。温かい青い海で泳ぎたい、と旅に出た彼女のことだ。道中、木々の海と聞いて、「ちょっと『泳いで』みようよ」と夫を説得したに違いない。
　木々の海。
　鬱蒼と立ち塞がる暗い森。現世うつしよと常世とこよを切り分けるがごとく、密と枝葉を絡ませる木々の壁――大樹海。
　ウネンの生まれ故郷こきょうロゲンの西、切り立った山脈の裾野に広がる〈大樹海〉。おそらくそこが、マンガスが言っていた「全てを統制していた船」の所在地だ。
　瞼を閉じれば、むせかえりそうなほどに濃密な森の香りが、ウネンの身体を包み込む。脳裏に押し寄せる、空を埋め尽くさんばかりに生い茂る木々。その常盤の葉陰にちらりと見えるは、滑らかな曲面を描えがく巨大な船体。
　何故ウネンの中にこの情景が在るのだろうか、彼女自身にもその理由がさっぱり解らない。だが、オーリと出会ったあの安酒場で、〈囁き〉とともに浮かび上がってきた森の景色は、単なる幻とは言い難いほどの存在感をもってウネンの心を揺り動かしたのだ。
「真実はここにあるウネン・エンデ・バイナ」
　ウネンは、声に出してそっと呟いてみた。
　胸の奥底で、木々の葉がざわめく音がする。木の葉ずれに混じって、幽かな、幽かな、なにものかの声。
　遂にウネンの耳が、その言葉を捉えた。
　――ここにあるは、我らを守りしもの。そして、我らを滅ぼさんもの。
　
　どうやらマンガスはとうに近衛兵達を出し抜くことに成功していたらしい。二日に亘る城内の大捜索は、町の門が破られたという知らせで幕を引かれることとなった。
　真夜中の立ち番にあたっていた門番は、突然、口や鼻の中に水の塊を詰め込まれ、すんでのところで溺れ死ぬところだったという。もがき苦しむ門番達をよそに、ゆうゆうと門をあけて町を出ていったのは、虚無を思わせる黒の長髪の男だったそうだ。
　報告を受けた近衛兵長が門に駆けつけた時には、マンガスの姿はどこにも見当たらなかった。彼が乗っていったと思われる馬の足跡あしあとだけが、オンファズ川にかかる橋へと続いていた。
　
　マンガス逃亡の報がもたらされるなり、ルドルフ王は周辺の町へと早馬を放つと同時に、討伐隊を出す準備を始めた。マンガスの所業が、相当腹に据えかねたのだろう。
　その日の昼には、ようやく復調したモウルの探査によって、例の抜け穴の途中に、隠されていた通路が発見された。通路はこの城が建てられた時に作られた秘密の避難路の一つのようで、マンガスの居室へと繋がっていた。
「隠し通路については、先祖は図面を残さなかったのだよ。他人に知られてしまえば、隠し通路が隠し通路ではなくなってしまうからな。だから、全ては口伝で継承されているのだが、どこかで情報が抜け落ちてしまったということか……」
　マンガスの部屋、衣装戸棚の中に開ひらいた扉を見つめながら、王が忌々しそうに口を開いた。「それにしても、私が知らぬ通路をあやつが知っていたとは……」
「もしかしたら、彼があの塔同様、皆さんの記憶に蓋をしていたのかもしれません」
　モウルが眉間に皺を刻んで息を吐く。三日前、謁見の間から逃げたマンガスを捜すのに時間がかかったのは、塔の入り口に目くらましの術が施されていたことに加えて、「北東の塔は中の階段が崩れてしまったせいで、もう十年以上閉鎖されたままです」と城の人々が口を揃えて言ったせいでもあったのだ。
「どちらにせよ、あやつごときに我が城がいいように使われていたなどと、考えるだに腹立たしい」
　この件に片がついたら、一度城内を徹底的に調べてみる必要があるだろう。そう王は居並ぶ重臣重役に言い渡した。
　
　その日の夜には、南へ遣った早馬がいち早く王の元へと戻ってきた。
「マンガスの足跡そくせきを確認しました」
　即座に王は、六名から成る討伐隊を編成した。オーリにモウル、ヘレー、そしてウネンまでもがそれに同行することになった。
　ソリルの処遇について、どうやらマンガスは妻の存在を完璧に隠していたようで、王を始めとする城の主だった面々は、最初のうちは、突如として降って湧いた「悪の魔術師の置き土産」に酷く困惑するばかりだった。だがソリルがモウルの実姉と知るや、彼らは「悪の魔術師の陰謀を看破した大恩人の御令姉」を、ウネン達が戻るまで丁重に城で面倒をみる旨、約束してくれた。
　翌朝、十二月一日。物見高い町の人々に見送られて、八頭の騎馬と、食料や水などを積んだ一台の荷馬車が王都ヴァイゼンの門を出る。
　いざ南へ。馬車の御者を務める兵の隣に座り、ウネンは唇をきつく引き結んだ。
　
　徒歩の旅とは比べるべくもない速度で、一行はマンガスを追って南へ向かった。町を四つ通り過ぎ、夕闇とともに五つ目の町に投宿する。可能ならばもう少し先まで進みたいところだが、新月が近い上にこの寒さだ。どうせマンガスも日が暮れれば屋根の下に引っ込まざるを得ない。討伐隊長は冷静な声で兵達に休息をとるように命じた。
　尖兵として派遣された王の使いが、既にこの町に住む領主と話をつけてくれており、討伐隊には領主館の広間が解放された。寝台は勿論寝藁も無かったが、階下に穀物庫があるおかげで床板の冷たさはさほどでもなく、領主が毛布を館中からかき集めてくれたこともあって、凍えることなく一晩を過ごすことができそうだった。
「……なので、ぼくも皆と一緒で大丈夫ですけど……」
　領主に広間の奥にある小部屋に案内されたウネンは、寝藁に敷布まで敷かれた寝台を見て、申し訳なさに身を縮ませた。
「とんでもない！　年頃のお嬢さんを血気盛んな若者どもと一緒にするなど、何か間違いがあってはいけませんからな！」
　そうは言うが、ウネンを初めて見た際に領主が見せた、あの肩透かしを喰らったかのような表情をウネンは忘れてはいなかった。おそらく尖兵が届けた王からの書状にはウネンの年齢が書かれていたのだろう。実物を見て「思っていたのと違う」と拍子抜けしたに違いない。
「年頃のお嬢さん、って見た目じゃないし……」
　ぼそりと漏らしたぼやき声を聞き咎めた領主が、「それがいい、という者だっているでしょうからな！」と、慰めになっていないような慰めをかけてくる。
「それに、お嬢さんは、件くだんの悪の魔術師めを追い詰めるための重要人物と聞いております。どうぞこちらの個室で、ゆっくり休んで英気を養ってくだされ」
　一体モウルはウネンのことを何と言ってルドルフ王に説明したのだろうか。部屋を出ていく領主の背中を見送りながら、ウネンは大きな溜め息をついた。
　
　そんなこんなで行軍中はもとより宿泊先でも、ウネンは、オーリやモウル、そしてヘレーとあまり話すことができずにいた。
　御者の兵士は朗らかでとても話しやすい人物だったから、退屈な思いはせずにすんでいたが、ウネンはオーリ達の、ノーツオルスの話が聞きたかったのだ。
　マンガスが抜け穴へと逃れ、ウネンがソリルとともに王達に保護された時、モウルはちからの使い過ぎで完全にのびてしまっており、とても話ができる状態ではなかった。ヘレーも、怪我人――マンガス追跡の際に階段で転倒するなどした者の他、謁見の間でオーリが叩きのめした兵士二人も含む――や煙を吸った人間の手当てに忙しく、ウネンは、マンガスから聞いた話を隙を見てオーリに耳打ちするだけで精一杯だったのだ。
　そうこうしているうちにマンガスの捜索は城塞全体に及び、ウネンは「悪の魔術師に再び狙われることのないように」と城の奥深くに匿われ、オーリ達に会うどころか部屋から一歩も外に出してもらえぬまま、討伐隊出発の朝を迎えたのだった。
　せっかくノーツオルスとして里の神に認められ、〈誓約〉に引っかかることなく彼らの話を聞くことができるようになったのに。一人きりの部屋で寝台に腰をかけて、ウネンは思うさま唇を尖らせる。
　ヴァイゼンを発って三日目の宿は領主館ではなく、領主の口利きの、町で一番大きな宿屋だった。そして、皆が三人一部屋で割り振られる中、やはりウネンだけが一人部屋をあてがわれたのだ。
「ぼくもオーリ達と一緒が良かったなー」
　年頃の娘が、などと言われたところで、今までずっと三人一緒の部屋だったのだ。確かに着替える時ばかりは、気を遣ったり気を遣われたり多少面倒に思うこともあったけれど、こんなに寂しい思いはせずに済んでいたのに。
　そこまで考えて、ウネンは「ん？」と首をかしげた。
「ぼくは、皆とノーツオルスについて詳しい話をしたいのであって、寂しいとかそういうのは関係ないのでは？」
　論点のずれを認識すべく、敢えて口に出して呟いてみる。
　と、まるでそれに呼応したかのように、部屋の扉がノックされた。
　驚き慌てるウネンの耳に飛び込んできたのは、モウルの声だった。
「もう寝た？」
「ね、寝てない。起きてる」
　弾かれたように寝台からおりて扉へと駆け寄る。鍵を外すのももどかしく扉をあければ、悪戯っぽい笑顔がウネンを出迎えた。
「じゃあ、ちょっと僕らの部屋でお茶でも飲まない？」
「飲む！」
　暗い廊下をゆくモウルの背中を、ウネンは弾むような足取りで追いかけた。
　
「あらためて、ありがとうウネン。私を捜して追いかけてきてくれて。そして、私を助けてくれて。また会えて、本当に……嬉しい、……夢みたいだ……」
　モウル達の部屋に入るなり、ヘレーがウネンを出迎えた。ヘレーが言葉の途中で声を詰まらせるのを聞いて、ウネンの視界が一気にぶわっと滲む。
　ゴホン、と、妙に刺々しい気配の咳払いが奥から聞こえ、途端にヘレーが唇を引き結んだ。
「それと……、君を置いていってすまなかった。君につらい思いをさせるつもりはなかったんだが……何を言っても言い訳にしかならないのは解っている。許してくれ、なんて言える立場じゃないことも。けれど、どうか許してほしい……」
「うん」
　服の袖で目元を擦りながら、ウネンは大きく頷いた。
　部屋の奥でオーリが唸り声を漏らし、ウネンの後ろでモウルが「返事、早っ」と茶々を入れる。
「だって、そのおかげでオーリやモウルとも会えたんだし！」
　一拍の沈黙を置いて、オーリがゴホゴホと咳き込んだ。
「君さ、その、不意打ちで的確に急所突いてくるの、ちょっと遠慮してくれない？」
「へ？　急所？」
　おうむ返しに問うウネンを右手でひらりといなして、モウルがオーリの向かいの寝台に腰をかける。
「ともあれ、感動の再会はこれぐらいにして、晴れてウネンもノーツオルスとして里の神に認められたことだし、ここらで里について彼女にも詳しいことを知っておいてもらおうと思うんだけど」



　モウルは、ウネンに隣に座るように身振りで促してから、ヘレーを見上げた。いつになく真剣な表情で。
「彼女だけでなく、僕もオーリも、嗣つぎ手てと目されていたあなたの話が聞きたいと思っています。話していただけますか」
　ヘレーは「分かった」と頷くと、オーリの隣、少し間をあけたところに腰をおろした。
　
　ノーツオルスとは、里の古い言葉で『秘する者ども』という意味なのだ。そうヘレーは話し始めた。我々が一体何を秘しているのか、今それを明らかにしよう、と。
「それには、この星における人類の歴史から語らなければなるまいね」
「この星、に、おける」
　ウネンが噛み締めるように復唱するのを聞いて、ヘレーが「そう」と目を細めた。
「我々の祖先は、この宇宙そらのずっとずっと向こうから来た。現在よりも遥かに進んだ科学技術を用いて作った、空を往く船で滅びゆく母星を脱出し、永い旅路の末にこの星に入植したんだよ。……先住民がいることに気づかずにね」
「先住民!?」
　ウネンよりも先に、モウルが驚きの声を上げた。それまで頑なに視線をヘレーから逸らしていたオーリも、目を見開いてヘレーを見つめている。
「ああ、『先住民』という定義は、長おさ様が嗣つぎ手てとしての私に耳打ちしてくれたものだからね。要するに、君達が、皆が、『神』と呼ぶ存在のことだよ」
「神々が僕らよりも先にこの星に住んでいた、という意味ですか？　いや、それにしても、なんと言うか、『住民』とは……」
「なんだかちょっと言葉の雰囲気が合わないよね」
「ああ」
　モウルの質問を皮切りにウネン達が三人揃って首をかしげる。
　ややあってモウルが、珍しく遠慮がちにヘレーに問いかけた。
「ていうか、耳打ち、って、いいんですか、そんなことを僕達に漏らして」
「エレグ――マンガスの目的が目的だからね。君達も可能な限り正確な情報を把握していたほうがいいだろう」
　そもそも君が「嗣つぎ手ての話が聞きたい」と言ったんじゃないか、と、ヘレーは悪戯っぽく口の端はを上げた。
「我々の身体が蛋白質――炭素で作られているように、彼らはちからの波でできているんだよ。我々の目では定かには見えないけれど、彼らが確かに存在しているのは、魔術師であるモウルなら判るだろう？」
　ぎくしゃくと、だが、確信を持った眼差しで、モウルが首を縦に振った。
「彼ら先住民――神々は、ヒトがこの星に降り立つまでは、何不自由なく暮らしていた。ところが、移民船団が入植を開始するなり、深刻な問題が発生した」
　と、そこでヘレーはウネンを正面から見つめると、静かに語りかけた。
「以前にざっくりとだけど電気の話をしたことは覚えているかい？」
「うん」
「詳しい仕組みはまたあとで教えるとして、我々の祖先達は、生活のほぼ全てをその電気のちからに頼っていた。電気を起こしたり使ったりする際には、どうしても電磁波――周囲にそのちからの余波が漏れる。それは、我々ヒトには問題のないちからだったが、神々にとっては、存在を根幹から揺るがすものだった」
「ああ」とモウルが息を吐いた。「神々の怒りに触れたのは、進んだ科学技術がどうこうというよりも、それによって発生する電子だのなんだのの波のせいだったというわけか」
　雷の日に調子が悪いのもそのせいだな、と、ぼやくモウルを横目に、ウネンとオーリが苦笑を交わし合う。
「当然のように神々は、自分達の身を守るためにヒトの機械を壊してまわった。だが、ヒトも負けじと機械を修理する。移民船にはちょっとした工場も備わっていたから、新しく機械を作りもする。これではきりがない、と判断した神々は、遂にそれらを『もとから断とう』と考えた」
　一旦言葉を切ったヘレーの代わりに、オーリが重々しく口を開いた。
「それが、〈初期化〉というわけか」
「〈初期化〉？」
　初めて耳にする単語をウネンが呟けば、モウルが苦い笑みで応えた。
「前に船の遺跡で君も気にしていたでしょ。どうしてこんな高度な文明を誰も覚えていないんだろう、って」
　息を呑むウネンに、ヘレーが静かに頷いた。
「神々はヒトの思考を探り、神の存在を脅かすものについて、関連する記憶を片っ端から芋づるのように消していった。それによって科学知識は全滅、ヒトは原始的な生活を余儀なくされた」
　では何故、ヘレー達は、ノーツオルスは、これらの出来事を知っているのか。ウネンの表情を読んだのだろう、ヘレーが「それがね」と言葉を継いだ。
「少数ではあったが、神による〈初期化〉を免れた者がいたんだよ。ノーツオルスの創始者となった人間も、そのような者の一人だった。彼女は、この星に降り立って間もなく一柱の神に見出され〈かたえ〉となっていたために、神の庇護のもと記憶を失わずにすんだんだ」
　息をつき、小机の上のカップに手を伸ばすヘレーに代わって、モウルがその続きを引き取った。
「手元に残った資源を奪い合うだけでなく、知識が無いがために有用なものを多量に無駄にしてしまう人々を見て、彼女は決意したのさ。世の中が再び落ち着きを取り戻すまで、知識を保護する必要がある、とね。薪の代わりに燃やされてしまう前に、と、彼女はありったけの書物や書類を集めた。文明を再構築するために必要な知識を必死でかき集めた。〈初期化〉の記憶により忌まわしいものとされてヒトが立ち寄らなくなった移民船の一つにそれらを保管し、自らもそこに住んだんだ」
　モウルと頷きを交わして、今度はオーリが静かに言葉を繋ぐ。
「神のちからを使い、書物を保護してまわる彼女を、いつしか人々は『書庫の魔女』と呼ぶようになった」
「えええええっ！」
　思わず素っ頓狂な声を上げてしまい、ウネンは慌てて両手で自分の口を押さえた。目をしばたたかせ、大きく深呼吸して、そろりと口から手を離す。
　モウルが実に楽しそうに「驚いた？」とウネンの顔を覗き込んできた。
「驚いた、驚いた！　ナヴィ先生が、書庫の魔女は実在した人物かも、って言ってたけど、まさかここで出てくるとは思わなかった！」
「ナヴィ先生？」
　怪訝そうに問いかけるヘレーに対して、ウネンは少しだけ得意になって胸を張る。
「チェルナのダーシャ姫の国語の家庭教師だよ」
「王女殿下の家庭教師？　私がいない間に一体何があったんだい？」
　ヘレーは「あとで詳しく教えておくれよ」とウネンに微笑みかけてから、香草茶のカップを小机に置いて再び話し始めた。
「書庫の魔女の他にも、〈初期化〉以前に〈かたえ〉となったり神と何らかの交流を持ったりしたがために、科学知識を完全に失わなかった者達は何人もいた。中には、自らが人々の指導者となり、早々に文明を復活させようと奮闘する者もいた。だが、豊かな生活の記憶しか持たず、その豊かさが何によってもたらされていたのかを忘却してしまった人々にとって、知識持つ者達の語る言葉はあまりにも無力だった。人々は、未来にもたらされるであろう何百万倍もの幸せよりも、今、目の前にある僅かな幸せに固執した。そして何よりも、科学文明が無くとも人々が当面生きていくことができるほど、この星は豊かだった」
　ヘレーのこぶしが、握りしめられた。
「結果として、知識持つ者達の努力は、短絡的な思考と短期的な視野を暴力で補う者どもに、ことごとく粉砕された。失意に打ちひしがれた彼らは、やがて噂を聞きつけ、書庫の魔女のもとへと集まり始めた。それを受け、彼女は神のちからを使って移民船を地中に隠し、その上に集落を作った。それが、我々ノーツオルスの里なのだよ。書庫の魔女が初代里長さとおさに、彼女の契約の神が里の守り神となり、以来、二千年もの永きに亘って、我々は世の中を見守り続けている」
　長広舌ののち大きく息をついて、ヘレーがあらためてウネンと視線を合わせてきた。
「というのが、里の概要なんだが、どうだい、何か質問はあるかい？」
「ちょっと待って、なんか、こう、頭の中というか胸の中がいっぱいで……」
　あまりにも壮大な物語に、ウネンはすっかり目を回してしまっていた。とりあえず、自分の感想や感慨は脇によけて置いて、ヘレーの話のみを箇条書きにして頭の帳面に書きつけることにする。
「ええと、『世の中を見守る』って、どうやって？」
「いい質問だね」
　ヘレーが頷いた。かつてウネンに勉強を教えてくれていた時と全く変わらぬ嬉しそうな表情で、まるで三年間の空白など無かったかのように。
「私達ノーツオルスにとって一番の目的は、〈初期化〉以前の文明――源文明の知識を保存することだ。遺跡を調査したり、古い文献を集めたり、あと、万が一、古い知識を保有する者が存在したら、その協力を仰いだりもする。そして、ありうべからざる知識が世の中にはびこるのを、可能な限り阻止する。ヒトが再び神の逆鱗に触れて、文明を奪われてしまわないように」
「『ありうべからざる知識』かどうか、って、どうやって判断するの？」
「む。実は私は、探索に出たことが一度も無くてね……」
　言いよどむヘレーの代わりに、現役探索者としてモウルが小さく挙手をする。
「〈誓約〉のおかげで、里の者なら何が良くて何が駄目かはだいたい分かるからね。基本は探索者それぞれが自分の裁量で対応するけど、最終的な判断は里長さとおさに委ねる、って感じかな」
「里長さとおさって、オーリのひいおじいちゃんなんだよね？」
「おお、既にそこまで情報を渡せていたのか」
　ヘレーが感心したようにモウルとオーリを見やった。
「里長さとおさとは、里の守り神の〈かたえ〉のことなんだよ。里長さとおさと嗣つぎ手てで継承の契約を交わしておけば、その里長さとおさが亡くなった際に、自動的に嗣つぎ手てが里の神の〈かたえ〉としての能力や知識を引き継ぐ仕組みになっているんだ。残念ながら私は、契約をなさないままに里を飛び出してしまったのだけれど」
　ヘレーの視線が、ふと、遠くなる。
「あれは、そう、今から十六年前、私が里を出る半年ほど前のことだった――」
　
　　　　*　*　*
　
「心配だなあ」
　ヘレーが内々に嗣つぎ手ての指名を受け、〈継承〉の契約を明日に控えた夜。頼りなげなランプの光の中、妻のツェウが、寝台で眠るオーリの頬を突っつきながら、ぼそりとこぼした。
「何が心配なんだい？」
　明日の仕事の準備をようやく終えたヘレーは、くたくたの身体をツェウの隣に投げ出した。
「あなたが次の里長さとおさになる、ってことが」
「そりゃまた、どうして」
「里長さとおさになったら、あなたも変わってしまうんじゃないかな、って思って……」
　ヘレーが首をかしげてみせれば、いつもはきりりと切れ上がっているツェウの眉が、みるみる不安そうにしおれていった。
「だって、おじいちゃんって、里長さとおさになる前は、何をするのも夫婦一緒で、っていうぐらいにおばあちゃんと仲が良かったらしいのに、里長さとおさになったら、全然見向きもしなくなっちゃった、っていうじゃない。もしかしたら、あなたもそうなってしまうんじゃないか、って心配で……、って、何？　なんでにやにや笑ってるの？」
「この可愛らしい人を、どうしてくれようか、って思ってね」
「どうするもこうするも、人が悩んでるっていうのに、ちょっ、なんで、頭っ、いくら寝る前だからって、髪の毛ぐしゃぐしゃにしないでよ」
　ツェウの頭をくしゃくしゃと撫でながら、ヘレーは囁いた。
「大丈夫だよ。むしろ、『今度の里長さとおさは奥さんをかまってばっかりで仕事をしない』なんて文句を言われないように気をつけないと」
「それだけは絶対に、絶っ対っに無いわね、『仕事の虫』さん。だいたい、今だってちょっと働き過ぎなんじゃないかなって思うのに。たまにはオーリとも遊んであげてよね」
　仕返しとばかりに、ツェウがヘレーの短・い・髪・をぐしゃぐしゃに乱す。ヘレーは満面の笑みを浮かべて「はいはい、おおせのままに」と両手を上げた。
　
　翌日、午前の診察を終えたヘレーは、約束の時間の十分前に里の神の神庫ほくらへとやってきた。
　礼拝室を通り過ぎ、奥にある地下への階段を下りる。
　石造りのしっかりとした階段は、途中何度も踊り場で折り返しては、ぐるぐると深くへ潜ってゆく。
　やがて、階段の終着点である船への入り口が見えてきた。
　扉の左脇、石とは違う材質で作られた、緩やかな曲面を描えがく暗灰色の壁面に、帳面ほどの大きさの四角い切れ目が入っている。ヘレーはその切れ目の下辺付近を軽く押して、四角い蓋をはねあげた。中にある操作盤に指を走らせ、里長さとおさの部屋を呼び出す。ここから先は一般の里人さとびとは、里長さとおさの了承を得ずに入ることはできない。ヘレーはまだ正式に嗣つぎ手てとなっていないため、勝手に入ることは許されていないのだ。
　ほどなく操作盤の画面に〈開錠〉の文字が表示された。ヘレーが扉に軽く触れた途端、扉はするすると音も無く右手の壁に吸い込まれていく。
　操作盤の蓋を閉め、船の中へ。扉を入ってすぐは、二メートル四方の小部屋となっていた。背後の扉が閉まるのを待って、前方の扉が自動的に開ひらく。
　入り口のあるこの階は、殆ほとんど全てが書庫として使われていた。きっと今日も、オーリの友人のモウルが奥の机で本を読んでいることだろう。魔術師になるのが夢だという利発な少年は、里長さとおさに頼み込んで毎日のようにここに入り浸っていると聞いていた。
　左右に並ぶ扉を横目に、白々とした照明の灯る廊下を進んでいけば、やがて少し開ひらけた空間に出た。向こう壁にある、他の扉とは少し趣の異なった扉の前に立ち、壁の操作盤に手を伸ばす。
　操作盤に〈許与〉の文字が表示され、昇降機の扉が開ひらいた。この階から移動するには、たとえ嗣つぎ手てや控ひかえ手てであっても、里長さとおさの許可が必要なのだ。
　微かな振動と虫の羽音のような音とともに、ヘレーを乗せた昇降機は里長さとおさの部屋がある上階へとのぼっていった。
　



　里長さとおさの部屋は、ヘレーにとってはいつ来ても心の弾む場所だった。
　ヘレーの診療所の、診療室と待合室を足したよりも少し広いだろうか、部屋の壁は一面を残して全てが本棚になっており、里の、そしてこの星の歴史が記された帳面がびっしりと並んでいる。
　残る一面には、腰の高さほどの戸棚と、寝台。この寝台は操作釦一つで高さを変えられる実に便利なものだ。電気を使わずにこれと同じような機能を寝台に持たせられることができれば、寝たきりの人間を世話する者や足腰の弱った老人の助けになるのだが、今の技術ではどうしても大掛かりになったり、手間や労力がかかったりしてしまうため、あまり現実的ではない。
「よく来てくれた、ヘレー」
　清潔感溢れる乳白色の床に、樹脂の車輪が擦れる音がする。車椅子に座った老人が、部屋の中央に置かれた大きなテーブルを回り込んで、ヘレーを出迎えた。
　齢よわい七十を超えてもその精悍な顔立ちに全く曇りはなく、くっきりと陰影を刻む眉骨弓の下では碧い瞳が鋭い光を放っている。意志の強さを象徴するかのような、切り立った鼻梁に、頑強な顎。年相応に嵩を減じた漆黒の髪をぴっちりと後ろに撫でつけているおかげで、秀でた額が目立っているのも、厳めしさを強調しているようだ。
「まあ、座れ。契約の儀を行う前に、いっぷくしよう」
　ヘレーがテーブルにつくと同時に、奥の扉から使用人が湯気の立つカップを二つ盆にのせて運んできた。
　煎った豆の香ばしい匂いが、辺りにほわりと広がる。
　何かあればお呼びください、と使用人が退出してゆくのを見送って、里長さとおさがカップに口をつけた。
　ヘレーもカップを手に、しばし豆の茶の仄かな甘みと苦みを堪能する。
「どうして私が選ばれたのでしょうか」
　降り積もる沈黙を湯気とともに揺らして、ヘレーは問うた。嗣つぎ手ては、代々里長さとおさによって指名される。今の里長さとおさが里長さとおさとなって二十余年。長きに亘るその任期にて、ヘレーよりも嗣つぎ手てに相応しい人間が一人もいなかったとは、考えられなかったからだ。
「そうだな。一番の理由は、嗣つぎ手て候補として君を最初にここに呼んだ時に、君が臆せずに私を質問攻めにしてくれたから、かな」
　あらぬ返答に、ヘレーは思わず豆の茶をふき出しそうになった。
「質問攻め？　って……、ああ、長おさ様から嗣つぎ手てに引き継がれるという知識とは一体どのようなものか、って、確かに訊きましたね。……結局、未だ答えていただけてませんけれども」
　ヘレーがちくりと一言を付け加えるも、里長さとおさは曖昧な笑みを浮かべてカップを傾けるばかり。
　仕方なくヘレーは胸の中のもやもやを、ここぞと言葉にして吐き出した。
「それは、この船の操作説明書や手引書のような、固定された知識なのか。それとも、代々の長おさ様が積み上げてこられたものも含まれるのか。後者ならば、長おさ様の個人的な記憶といったものはどうなるのか。感情や人格はそういったものから切り離せるものなのか」
　静かな瞳でヘレーの言うことに耳を傾けていた里長さとおさは、「流石だね」と嘆息した。
「それでこそ、だ。嗣つぎ手てを決めるのに、長い時間をかけた甲斐があった。歴代の嗣つぎ手て達の中で、おそらく君が一番聡明だろう。君なら真理に到達できるかもしれない」
「歴代？」
　思いもかけない言葉を聞き、ヘレーの声が上ずった。
「まさか、あなたは、これまでの里長さとおさの記憶を全て保持しているというのですか？」
　しばしの間ののち、里長さとおさがそっと目を伏せた。
「それも、引き継ぎの際に分かることだ」
「しかし、ヒトの脳に、二千年間もの記憶を保持できる受容力が……」
　独白めいたヘレーの問いに、どこか得意げに里長さとおさが口の端はを上げた。
「それが、あるのだよ。尤もっとも、全てを漏らさず克明に覚えているわけではないがね。だが、君が自分の人生を振り返ることができるのと同等には、しっかりと」
「ということは、〈初期化〉を経験なさった初代里長さとおさの記憶も……？」
　里長さとおさは、悠然と自分の頭を指差した。
「ああ。『書庫の魔女』はここにいる」
「ということは、里長さとおさとなれば、私は、源文明の記憶をも引き継ぐことになるのですか！」
　興奮を抑えきれずに、ヘレーは大きく前に身を乗り出した。
　だが、里長さとおさはそれには答えず、ただ静かにヘレーの目を見つめ返すのみ。
「ある意味、嗣つぎ手てが一番、真理に近づくことができる立場なのかもしれないな」
「長おさ様……？」
　怪訝に思って言いよどむヘレーに、更に思わせぶりな言葉が降りかかる。
「これは、賭けなんだよ……。彼かの者と私との……」
「賭け？　彼かの者とは？」
　だが、里長さとおさは小さくかぶりを振るなり、車椅子の向きを変えた。
「全ては、君が里長さとおさになった時に明らかになることだ。気になるのなら、それまでに自分で答えを探してみたまえ」
　テーブルから離れた車椅子は、少し先で再びヘレーのほうを向く。
「そして、是非、私の目の前に、それを突きつけてくれ」
　さあ、契約の儀といこうか。そう言って両手を振り広げた里長さとおさに、ヘレーはぎくしゃくと頷いた。
　
　里長さとおさとヘレー、向かい合って佇む二人のもとへ、ちからの奔流が押し寄せる。
　二人の間に梯かけはしを渡すようにして、ゆっくりと収斂してゆくちからが、次の瞬間、ふるりと緩んだ。
　あっという間に霧散するちからを、視線でかき集めようというかのように、ヘレーはおろおろと辺りを見まわす。
「どうして……」
　契約の儀を執り行うべく別室に連れてこられてから、これがもう三度目の試みだった。
「完全なる合意がなければ、この契約は為されない。僅かでも疑念があれば、契約は不可能なのだよ。それだけ細心の注意が必要な術なのだ」
　薄灰色の壁に囲まれた、がらんとした部屋の中に、車椅子の車輪が軋む音が響く。「日を改めよう」と言い置いて扉へ向かおうとする里長さとおさの背中に、ヘレーは周章狼狽して呼びかけた。
「疑念、などと、私は別に」
「いや、こうでなければならないのだ……」
　振り返った里長さとおさは、むしろ満足そうに見えた。
「君が優秀であるがゆえの不安感なのだろう。心配しなくとも、私には頼もしい二人もの控ひかえ手て達がいる。焦ることはない」
　里には、控ひかえ手てと呼ばれる里長さとおさ補佐がいる。彼らは里長さとおさと〈輔助〉の契約を交わしており、万が一、里長さとおさが後継者と継承の契約を結ぶ前に身罷ってしまった場合には、控ひかえ手ての一人が一時的に里長さとおさを引き継ぐことになっていた。
　彼ら控ひかえ手ては、里長さとおさがその能力を見込んで任命することもあったが、基本的には、里長さとおさの選に漏れた嗣つぎ手て候補がその役に就くことが多かった。今回ヘレーが無事に継承の契約を済ませることができておれば、残る嗣つぎ手て候補のボロゥもまた、里長さとおさと輔助の契約を行う運びだったのだ、が。
　申し訳なさに身を小さくするヘレーに、里長さとおさはいつになく楽しげに微笑みかけた。
「君には、現時点で私にできうる限りのことを教えてあげよう。そうすれば、君の不安感も消えるだろうし……、或は真理に辿り着くことができるかもしれない」
　
　完全な契約が為されないままに、ヘレーは仕事の合間をぬっては神庫ほくらに通い、里長さとおさから色々な話を聞かせてもらった。正式な嗣つぎ手てでなければ入室が許されない神座かむくらへも、特別に入れてもらうことができた。
　ヘレーの興味に合わせて、里長さとおさは源文明について特に詳しく語ってくれた。その時の里長さとおさの眼差しはとても懐かしそうで、ヘレーは、里長さとおさの中に書庫の魔女の記憶が息づいているのを確信した。
　いにしえのわざの結晶ともいうべき神座かむくらにて源文明の威容に触れるうち、ヘレーの中で里長さとおさへの尊敬と憧れはますます強くなっていった。
　いよいよ契約の儀を執り行わん。ツェウの事故が起こったのは、里長さとおさが儀式の日取りを決めようと言った直後だった。そしてヘレーは、里長さとおさと継承の契約を交わしきらないまま、里を飛び出してしまったのだ。
　
　　　　*　*　*
　
　モウルから、未だ嗣つぎ手てが定まっていないと聞いたヘレーは、膝の上でこぶしを握り締めた。
「そもそも私があの時すぐに契約を交わせていれば、里を出ていくこともなかっただろうし、ボロゥが死ぬこともなかった。本当に、申し訳ない……」
　冷ややかな眼差しで口を開きかけたオーリの足に、モウルがさりげなく蹴りを入れる。
　モウルは、刃やいばのようなオーリの視線をさらりと受け流すと、ヘレーに話しかけた。
「エレグ兄……マンガスも、嗣つぎ手て候補に上げられたと聞いていますが……」
「そうなんだ。ソリルさんと里を出ていく、と言い出すまでに、彼も何度か長おさ様の部屋に招かれている。おそらくは彼も、他の里人さとびとに比べて、里の内部事情に精通しているはずだ。それに、あ・の・ソリルさんが連れ合いだからね。彼の知識量は相当なものだと思う。ただし、神座かむくら――船の中央制御室――への立ち入りは、里長さとおさと嗣つぎ手てにしか許されなかったからね。彼が私を仲間に引き入れようと必死だったのは、神座かむくらの情報が欲しかったからなのだろう」
「制御？　二千年も前の機械がまだ生きているんだ？」
　ウネンが目をしばたたかせる横で、モウルがあきれかえった表情で肩をすくめる。
「生きてなきゃ、船の中は真っ暗だし、扉も昇降機も動かないし、湿度や温度の調節ができないと書庫の本だってあっという間に傷んでしまうでしょ」
「あ、そうか。なんか、普通にランプとか人力とかそういうのを勝手に想像してた」
「こればっかりは、実際に目で見てみないと実感できないだろうね」と、ヘレーがウネンを慰めた。「船で使用する電気については、里の神のご負担にならない範囲で、用途と場所と程度を厳密に絞って、特別にお目こぼしいただいているんだよ」
　マンガスが言っていた「神庫ほくらを維持するつ・い・で・に野獣避けの柵を」というのは、そういったお目こぼしを期待してのことだったのだ。
「二千年も、と言っても、船の保守には里の神も大いにちからを貸してくださっているからね。そもそも源文明の移民計画は何千年にも及ぶ長期計画だったから、船には生き物のように身体の不調を自分で修復する仕組みが備わっているんだよ。動力が失われない限り、船はまだまだ大丈夫だろうね」
　夢のような話を前に、もはやウネンには感嘆の声を上げることしかできない。「すごいでしょ」と得意げに口角を上げるモウルに、ひたすら「すごい、すごい」と頷いていると、ヘレーがぼそりと言葉を漏らした。
「とても真面目で、優しい奴だったんだよ……」
　マンガスの……エレグのことを言っているのだ、と気づき、三人は一様に神妙な顔でヘレーを見つめた。
　ヘレーは、膝のところで組んだ両手を、じっと見つめていた。
「私よりも四つ年下でね、仕事をよく手伝ってくれてね。弟がいたらこんなふうなんだろうな、って思っていたんだ。私は一人っ子だったから、彼が寄ってきてくれるのが嬉しくてね……。まさか彼がこんなことになるなんて……」
　オーリが、モウルが、唇を噛んでヘレーから顔を背ける。
　ウネンも自分の膝を握り締め、込み上げるやりきれなさをただ噛み締めた。
　
　すっかり夜も更け、足元から這い上がる冷気が、部屋に籠もる熱いきれを食い荒らしてゆく。もうそろそろ寝なければ、明日の行軍に障りが出るかもしれない。
「お茶、ごちそうさま」とウネンが腰を上げるのと同時に、オーリが徐おもむろに立ち上がった。彼は、何事かと目を丸くするウネンの横に並ぶと、それまでせいぜい顔を向けるだけだったヘレーを真正面から見下ろした。
「あんたは、なんでウネンを引き取ったんだ」
　いつもどおりの仏頂面が、淡々と、端的に、問いを発す。ウネンがもうずっと訊けないでいたことを。
　口の中に溢れてきた唾を、ウネンは一息に呑み込んだ。思わず握り締めた手のひらに、あっという間に汗が滲んでくる。
　驚きの表情でオーリを見上げていたヘレーが、そっと目を伏せた。
「声が……聞こえてね。ウネンと初めて出会った時に」
　真実はここにあるウネン・エンデ・バイナ、とヘレーが呟いた。
「最愛の人を失い、可愛かったはずの子供を呪い、気がつけば身に覚えのない罪を着せられて追われていた。もう何を信じればいいのか分からなくて、あの時の私は、ただ抜け殻のように生きていた。自分で命を絶たなかったのは、あの世でツェウに会えなくなるのが嫌だっただけのことだ」
　深い溜め息ののち、ヘレーはゆるりと顔を上げると、真っ直ぐにウネンの目を見つめた。
「あの声を耳にして、『真実』とは何のことだ、と強く気を引かれたんだ。話を聞けば、どうやら君が酷くつらい境遇にいると分かった。なんとか改善されないか、と思ったんだが、どうやら叶いそうになくてね、見るに見かねて……」
「それだけか？」
　オーリの容赦のない追及に、ヘレーが弱々しくも苦笑を見せた。



「お前が、それを問うのか」
「俺が問わずに、誰が問うんだ」
　静まりかえる部屋に、ああ、と嘆息するヘレーの声が染みとおる。
　しばしの沈黙を経て、ヘレーが口を開いた。右のこぶしをきつく左手で握り締めながら。
「罪滅ぼしのつもりだった。心神耗弱こうじゃく状態にあったとはいえ、我が子の命を奪おうとした、その罪滅ぼしに。ウネンを救うことで、自分が救われたかった――」
　訥々と語り続けるヘレーの声が、束の間、途切れた。それから彼は、傍はたから見ても判るほど強く奥歯を噛み締め、絞り出すように言葉を継いだ。
「――私は、捨ててきたお前に許しを乞う代わりに、ウネンを拾ったのだ」
「酷い自己満足だ」
　オーリの言葉が、ヘレーの心臓を一息に貫く。
　言葉も無く胸元を押さえて下を向くヘレーを、オーリは憮然とねめつけた。それから、大きく息を吐き出した。
「だが、それで、こいつは生き延びることができた」
　そう言ってオーリはウネンの頭を荒っぽく撫でた。
「今ので、これまでのことは帳消しにしてやる」
　ウネンは、くしゃくしゃになった髪の毛もそのままに、「うん！」と頷く。
　俯くヘレーから、掠れた声が漏れた。「ありがとう」と、「本当にすまなかった」と、震える声が。
　
　討伐隊が国境の町リッテンに到達するのと入れ違いで、マンガスはとうとうラシュリーデン領を脱出してしまった。
　ここから先は、たとえ少人数であろうとも国の兵隊が動くとなれば、事は外交上の問題となる。兵達はリッテンで一旦追跡の足を止め、ルドルフ王の指示を仰ぐことになった。
　ウネン達は兵達と別れ、引き続き南へ、マンガスを追い続けた。







第十二章　　守りしもの




　
　ラシュリーデンの兵達と別れた一行は、街道を南へとひた走った。
　リッテンにて目と鼻の先まで縮まったマンガスとの距離の差は、同行の荷馬車がいなくなってしまったことで、再びじりじりと開ひらきつつあった。それまで馬車に預けっぱなしだった荷物をそれぞれの騎馬に積まなければならなくなったせいだが、一番の大荷物は、馬に一人で乗れないウネンの存在だった。
　体重の軽い者がウネンを同乗させたほうが、馬への負担は少なくなる。そういう理由でまずはモウルが、ウネンに自分の鞍を譲ってその後ろで手綱を握ったのだが、揺れの激しい後部に鞍無し鐙あぶみ無しとなれば、普段以上に筋力が必要になってくる。半日も進まないうちにモウルはあっさりと音を上げ、オーリの馬の荷物とウネンとを交換することとなった。
「やっぱり、ぼくもリッテンで待ってたほうが良かったんじゃ……」
　馬から落ちないよう鞍の前握りグリップを握り締めながら、ウネンが呟けば、背中からオーリの声が響いてくる。
「気にするな」
「でも、どう考えても足手まといになってるよね……」
「ヴァイゼンの城で俺達の邪魔が入ったから、奴はお前を置いていったが、可能ならばお前を利用したいに決まっている。お前がいてくれたほうが、奴に対する牽制になるだろう。とモウルが言っていた」
　そう言うオーリの声は、少しばかり硬い。実はオーリは、当初ウネンを討伐隊に加えることに反対していたのだ。討伐隊の目的は、マンガスを捕まえる、もしくは殺すことだ。その場にウネンがいる必要は無い。わざわざ自分から危険な目に遭いに行くことはないだろう、というのがオーリの意見だった。
　確かに、オーリとモウルならば、ノーツオルスという得体のしれない怪物マンガス相手にこれ以上はない戦力になるだろうし、ヘレーは、その知識でマンガスの行動や意図を読むことができる。対してお前は一体何ができるのかと問われれば、ウネンには「おとなしく城で留守番をしています」としか答えようがなかった、はずだった。
　それに異議を唱えたのがモウルだった。彼はルドルフ王に熱心にウネンの有用性を進言し、その結果、十人目の隊員としてウネンに馬車の御者台の席が与えられたのだ。
「彼だって、目的を達成する際に自分の記憶を犠牲にせずに済むならそれにこしたことはない、って思ってるに決まってるって。つまり、ウネンがいてくれることで、彼の攻撃の手を鈍らせることができるんだ。連れて行かない手はないさ」
　耳聡いモウルが、そう言ってウネン達の横に馬を寄せてくる。
　オーリが小さく鼻を鳴らした。
「本当に、それだけか？」
「それだけ、って、他にどんな理由があるって言うのさ？」
「分からないから、訊いている」
　いつになく不穏な沈黙が二人の間に降りる。身の置き所を探してウネンがきょろきょろと辺りを見まわした時、先頭を進んでいたヘレーが三人を振り返った。
「次の町が見えてきたが、もう少し進むかい？」
「そうですね。かなり月も丸くなってきましたし、もう一つ次の町まで行ってしまいましょうか」
　モウルが今度はヘレーのほうへ馬を寄せていく。
　ウネンは、背後のオーリを振り仰いだ。
「何か気になることでも？」
「……いや、気のせいだ。たぶん」
　懸念を振り払うように二度ほど頭を振ってから、オーリもまた前を行く二人に追いつくべく馬の歩幅を伸ばした。鐙あぶみも無いのにまるで自分の手足のように馬を扶助するさまは、流石の一言だ。
　手綱を握るオーリの腕を視界の端に意識しながら、ウネンは、また今度馬の乗り方を教えてもらおう、と心の中で呟いていた。
　
　日々、月の光を頼りに距離を稼いだおかげで、ウネン達はとうとうロゲンの一つ手前の町でマンガスに追いついた。日が暮れて辿り着いた町の宿屋で聞き込んだところ、直前にマンガスと思われる人物が部屋をとったことが分かったのだ。
　モウルとヘレーが二人がかりで宿の主人を説得し、ほどなくウネンを除く三人が、マンガスが借りた部屋に踏み込んだ。だが流石は〈怪物〉、やはり一筋縄ではいかないようで、部屋は既にもぬけの殻だった。
　しかし、ここまで来ればマンガスの目的地がどこかはもう明らかだ。ウネン達は即座に町を出、そのままロゲンへと向かうことにした。
　ヴァイゼンを発ってから、僅か十九日。二箇月近くかかった行き道に比べて、驚くべき速さである。これはルドルフ王から借り受けた馬と、何よりも、道行きを急ぐに足る路銀のおかげだった。
　とっても気前が良い王様だね、と感心するウネンに、モウルは、「信用されてるからね」と一度は嘯うそぶいたものの、すぐに笑みを苦笑に変えて肩をすくめた。
「まァ、僕はマンガスの陰謀を暴いた一番の功労者だからね。信用されていないとは言わないけどさ、どちらかと言えば、姉さんの存在が大きいんだと思うよ」
　ウネンは、ああ、と息を漏らした。
　ソリルがいる限りモウル達はヴァイゼンに戻らざるを得ない。ある意味、モウルはルドルフ王に人質をとられているようなものなのだ。
「だから、さっさとマンガスの件を片付けて、姉さんを迎えに行かないとね」
　そう言ってモウルは後方、遥か北の遠くをしばし見つめた。
　
　ウネン達がロゲンの町に着いた時には、夜はとっぷりと更けてしまっていた。
　黒鉄色の空に、立待月が淡い光を振り撒いている。視線を背後に向ければ、月光を映して仄かに浮かび上がる山肌とは対照的に、まったき黒に染まる底知れぬ闇――大樹海が見えた。
　ウネンは、かじかんだ両手を手袋ごと何度もこすり合わせ、ほぅと息を吐いた。二箇月前にこの町を訪れた時には抱いだかなかった、懐かしさにも似た感慨が、白い息とともに夜陰に染みわたっていった。
　
　終課の鐘（午後九時の鐘）が鳴り響く前に、四人はなんとか宿屋に部屋を一つ確保することができた。
「マンガスはもうこの町にやってきてるのかな……」
　ランプの炎揺らぐ食堂のテーブルにて、ウネンは思わず周囲を見回した。時間が時間だからだろう、ウネン達の他に客は僅か二人だけ。互いに離れたテーブルで酒を飲むどちらの客も、マンガスとは似ても似つかぬ体形をしている。
「どうだろう。いくら腕の立つ魔術師だからといって、一人っきりで夜道をゆくのはかなり勇気のいることだからね……」
　モウルが空になった椀を脇によけ、干し肉を乗せたパンを口に運んだ。
　宿屋の奥さんの厚意で、残りものだというスープをご馳走になった四人は、そのままテーブルを借りて手持ちの食料で遅い夕食を摂っているところだった。
「仮に無理をおして夜間に移動するとしても、僕が奴なら、もう流石に町には入らないだろうね。かといって、この暗闇の中、森に入る危険を冒すなんて言語道断だし、どこか郊外の農場の納屋や牛小屋などの屋根の下を拝借して寒さを凌いでいる、ってところじゃないかな」
「俺達はどうするんだ？」
　二つ目のパンに手を伸ばして、オーリが問う。「夜明けを待つか、それとも」
「いや、だから、夜の森は危険だって言ったでしょ。そもそも、明るくならなきゃ森の中で探し物なんてできないでしょうが」
　露骨なあきれ顔でモウルが返答する。
　一瞬だけムッとした表情を浮かべたものの、すぐにオーリはいつもの真顔に戻った。
「つまり、遺跡で待ち伏せるということか」
「それが一番確実なんじゃない？」
　モウルが、手についたパンの粉を椀の上で払いながら言葉を返した。
「奴がどこから森に入るかなんて予測のしようがないし、僕達は四人しかいないわけだし。遺跡の正確な場所を知っているのが奴の強みではあるわけだけれど……、ヘレーさん、その『全てを統制していた船』って、里の神庫ほくらに比べてどんな大きさなんですか？」
　ウネンの向かいの席で、にこにこと若者達のやり取りを見守っていたヘレーが、モウルの問いを受けて「おお」と居住まいを正した。
「確か、司令船は一般の移民船に比べて一回りほど小さかったと聞いている。移民船のほうは、沢山の人々を運ばなければならなかったからね。いくら眠っているといっても、人間を荷物みたいにぎゅうぎゅうには詰められないし。ただ、司令船には、移民船には乗せきれなかった大きな荷物を沢山積んでいたそうだから、そこまで大きさに差はなかったようだね」
　なるほど、と、モウルが満足そうに笑みを浮かべた。
「一回りだけなら、きっと僕らにもすぐに遺跡を見つけられるさ。そもそも、奴だって遺跡を偶然見つけたわけなんだからね」
　異議はあるかとのモウルの声に、残る三人は静かに首を横に振る。
「じゃあ、明朝、空が明るくなる前に森に入り、問題の遺跡を探し、奴を待ち受ける、と。こんな感じで行こうか」
　
　そうと決まれば、さっさと床に入って明日に備えなければ。一同は食事を終えるなり早々に部屋へと引っ込んだ。
　ランプを窓枠の棚に置き、ウネンとヘレーで荷物を部屋の隅に積む。オーリとモウルは三つの寝台を一箇所に集めて、雑魚寝の寝床を作った。寝台の数が足りない時の常用手段である。
「それにしても、マンガスは司令船の遺跡を使って、どうやって神様を滅ぼそうっていうんだろう……」
　全員に順番に毛布を配りながら、ウネンは、つい独りごちた。ヴァイゼンの城でマンガスに連れ去られそうになって以来、ずっと気になっていたことだった。
「遺跡そのものか、遺跡に残っていた何かを使って、源文明の存在を広く人々に知らしめようってんじゃないの？　そうやって、神とヒトとの全面対決に持ち込もうって腹なんじゃ」
　早々に毛布を身体に巻きつけたモウルが、そう言って一番壁際の場所に身を横たえる。
「でも、あの時マンガスは『神を真に滅ぼせる』って言ったんだよ」
　ウネンが食い下がるのを聞いて、オーリが欠伸を押し殺しつつモウルを振り返った。
「何か使えそうな武器を見つけた、という可能性はないか？　ラシュリーデンの軍勢に匹敵するような」
「使える、って、二千年もの歳月を乗り越えてかい？」
「むう」と押し黙るオーリに代わって、ヘレーが「ふむ」と顎に手を当てた。
「もしも……、もしもだよ。彼が言ったという『司令船が残っていた』という言葉が、もしも里の神庫ほくらのように今もなお『司令船が生きている』という意味だとしたら……、それなら……」
　眉を寄せてしばし考え込んだのち、ヘレーは肩をすくめて首を横に振った。
「いや、もしもそうなら、ソリルさんが黙っちゃいないだろう。往路だけで何箇月もかかるカフタスの遺跡なんて見に行っている場合じゃない。きっと夢中になって何年もここから離れなかったに違いないからね……」
　壁際から「そうそう」と欠伸混じりのモウルの声がする。
　その一瞬、ウネンの脳裏で何かが軋んだ。
　ウネンは息を詰めて、違和感の正体を探ろうと意識を内に向ける……。
「ともあれ、今日も疲れただろう、ウネン。明日は早いんだから、もう寝なければ」
　ヘレーが大欠伸とともにウネンに声をかけた。
　指の隙間から何かがするりと逃げ去った、そんな気がして、ウネンは思わず溜め息をついた。
　気を取り直して周囲を見渡せば、既にオーリも毛布にくるまってモウルのこちら側で寝息をたてている。ウネンもせかせかとその隣に横になった。
「おやすみなさい」
「おやすみ」
　ヘレーがランプの灯りを消す。暗闇とともに眠気があっという間に押し寄せてきて、ウネンはそっと瞼を閉じた。
　
　瑞々しい風が頬を撫でる。
　そこかしこで木々の葉が一斉に囁き、黄金きんの光が乱舞する。
　若草、萌黄、常盤に青磁、濃いも薄いも、明も暗も、あらゆる緑が風を紡ぎ、木漏れ日を編む。
　ふと、木立の遠くに人影を見たような気がして、ウネンは目陰まかげを差した。
　翳よりも深い影が、風にそよぐ。一切の光を映さない、魔術師の黒。
　雲が出たのか、急激に辺りが暗くなった。緑は灰に、灰は墨に、やがて全てが闇に塗りつぶされてゆく。全ての光を喰らい尽くす、まったき黒――
　
　何か――何者か――に肩を揺さぶられて、ウネンの意識は闇色の糸を引きながら浮上した。喘ぐように息を繰り返し、重い瞼を必死で持ち上げる。
　そこは、ロゲンの宿の部屋だった。三つの寝台を寄せた広い寝床の上、ウネンは右肩を下に毛布にくるまっている。目の前にはヘレーの広い背中。背後からは、規則正しいオーリの寝息。
　と、そこでようやく枕元を照らす仄かな灯りに気がついて、ウネンは慌てて身を起こした。
　ランプを手にしたモウルが、寝台に膝をついてウネンを覗き込んでいた。
「どうしたの、モウル……」
　もう起きる時間なのだろうか。しかし頭にのしかかる眠気の重さが、その可能性を否定する。
　揺らぐ炎がモウルの笑みを揺らした。出会って間もなくの頃に時折目にした、あの冷徹な笑みを。
　怪訝に思うウネンの耳元に、モウルが口を寄せる。
「さァ、神々から科学文明を取り返しに行こうか」
　ウネンは身動き一つできないまま、驚きに目を見開いた。
　モウルは、そんなウネンをどこか愉快そうに見やって、屈めていた身体をそっと起こす。
「どういうこと？」
　辛うじての一言を返して、ウネンはモウルを振り仰いだ。
「言葉どおりの意味だよ」
　モウルが小さく笑った。
「前にここロゲンに来た時に、君は言ったよね。一部の人間が頑張ったところで、技術の進歩を妨げることなんてできやしない、と。実はね、僕も常々疑問に思っていたんだ。神の逆鱗に触れて、知識を奪われて、それでも人類はここまで技術を進歩させてきた。そして、これからも人々は知識を積み上げてゆく。いつかは僕達ノーツオルスの手には負えなくなるんじゃないか、って」
　ウネンは思わず唇を引き結んだ。この意見に関しては、モウルに完全同意せざるを得ないからだ。
「だから、マンガスの話を聞いて、その手があったか、と思ったんだ」
　モウルの瞳の中で、ランプの炎がゆらりと振れた。
「まさか……」
　ウネンの口から呟きが漏れる。まさか、まさかモウルがマンガスの計画に心を惹かれていたなんて。



　モウルが少しおどけた調子で肩をすくめた。
「とはいえ、実は最初は、あくまでもそれは選択肢の一つでしかなかったんだけどね。でも、ヘレーさんのあの話を聞いちゃったら、ねえ」
「あの、話？」
「長おさ様は『ありうべからざる知識が世の中にはびこるのを防がなければならない』と僕らに語った。『ありうべからざる知識』とは、この時代の技術水準にそぐわない知識のことだと思っていた、いや、思わされていた。けどね、そうじゃなかった。どんなに技術が進もうと、この先も人類は電気を利用することはできないんだ。絶対に」
　この絶望感は、君にはまだ分からないかもしれないけれど。モウルはそう付け加えると、眉を寄せた。眼差しを険しくさせた。
「それに、電気なんて、現在のこの状況下なら、いつ発見されてもおかしくない。いや、もしかしたら既にどこかでノーツオルスが発明を潰したことだってあったかもしれない。もしも大勢に一時いちどきに電気の理論を見つけられてごらん、僕達にはもう手の施しようがないだろうよ。それでまた神の怒りによる〈初期化〉を受けるなんて、ちょっと耐えられそうにない」
　そう早口で捲し立てるモウルの様子は、現状に対して本当に我慢ならないように見えた。
　だが、それにしても。ウネンは眉間に皺を刻んでモウルに問いかける。
「マンガスの味方をするの？」
「まさか！　僕らを本気で殺そうとした奴の味方をする気なんて、さらさら無いよ。奴には、きちんとルドルフ王の裁きを受けてもらうさ」
　そう言ったモウルの目は、鎧戸の隙間から染み込む風よりも冷たかった。
　ウネンは、知らず背筋せすじをぶるりと震わせる。
「神様を……滅ぼすの？　モウルは〈かたえ〉なのに」
「その問いの答えも『否いな』だ」
　秘密を分かち合わんとばかりに、モウルの顔がウネンの面前に迫った。
「長おさ様が言ったという『先住民』という言葉が意味するのは、神々がヒトと同じ、知性を持つ生命体であるということだ。この世の理ことわりを司る絶対的な存在などではなく、神々もまた僕らと同じく理ことわりに縛られている、と。要するにね、僕らにも神々と交渉できる余地があるのではないか、ってことさ」
「交渉……？」
「けれど、いざ神にたてつくとなると、僕の神も黙ってはいないだろうし、何より僕には〈誓約〉がかかっている。僕は、死んでも廃人にはなりたくない」
　そこでモウルは、すっと身を引くと同時に、右手をウネンの目の前に差し出した。
「ウネン、僕と一緒に来てくれ。僕には君が必要なんだ」
　ああ、と、ウネンは心の中で嘆息した。オーリの反対をおして、ルドルフ王に進言までして、モウルがウネンを連れてきたのは、このためだったのだ。
「嫌だと言ったら？」
　ウネンが静かに切り返せば、モウルが「言うわけないよ」と極上の笑みを浮かべる。
「判断をくだすためには更なる情報が必要だろ。君が、僕の独善的で不確実な話を聞いただけで心を決めるような愚か者だとは思わない」
　返事に困って口をつぐむウネンに、モウルが駄目押しの言葉をかけた。
「僕と一緒に船に行って、その目で、耳で確かめて、それでも君が反対するなら、僕は君の意思を尊重しよう」
　微笑みを貼りつけた口元とは裏腹に、モウルの眼差しはどこまでも真摯で真っ直ぐだ。
　ウネンは大きく溜め息をついた。
「分かった。そこまで言うのなら一緒に行くよ。でも、モウルの計画を手伝う、って決めたわけじゃないからね」
「分かってるって」
　なんとなくモウルのいいように言いくるめられてしまったような気がしつつも、ウネンは毛布から這い出した。が、隣で眠るオーリを起こそうとした途端、事も無げなモウルの声が飛んでくる。
「ああそうだ、オーリとヘレーさんは置いていくから」
「えっ」
「だって、二人とも反対するに決まってるからね。『可愛いウネンをたらしこむな』って声が聞こえるようだよ」
「いやしかし」
　モウルの申し出に首を縦に振ったことを早くも悔やみ始めながら、ウネンは寝息をたてるオーリとヘレーをおろおろと見下ろす。
「それに、当分は目を覚まさないと思うし……」
　ぼそりと付け加えられた一言に、ウネンは目を剥いてモウルを振り返った。
「何をしたの？」
「ちょいと麦酒に眠り薬をね」
「えええっ」
　言われて見れば、さっきから小声とはいえ二人で話し込んでいるのに、オーリもヘレーも一向に起きる気配が無い。
「ちょっと待ってよ、仲間の食事に一服盛るとか、ありえないよ」
「だって、そうでもしないと、オーリを出し抜くなんて僕にはできっこないもん」
「『だって』とか『できっこないもん』とか、可愛く言ってる場合じゃないよ！」
　多大なる後悔とともにウネンは頭を抱えた。モウルと一緒に行く、などと言うんじゃなかった、と。
　対するモウルは、いつになく穏やかな表情で、背中をこちらに向けて眠り続けるオーリに目をやった。
「知識はちからだ。そして、不必要に大きなちからは、それだけで災厄を引き寄せる。――確かにそれは真理なのだと思うよ。たとえ神のことがなくても、ね」
　一旦唇を引き結び、モウルは、まるでオーリの背中に語りかけるように口を開いた。
「それでも、僕は夢想せずにはいられないんだ。誰もが野獣や夜の闇に怯えずに済む世界を」
　ウネンは小さく息を呑んだ。以前高原の町パヴァルナで国語教師のナヴィから聞いた話を思い出したのだ。「むかしむかし」と語られる、かつて人々が住んでいたという〈楽園〉の物語を。
『そこは、夏は涼しく、冬は暖かく、夜になっても光の絶えることはない、夢みたいな理想郷だったそうよ』
　モウルが、オーリから視線を外してウネンを見やる。
　そう。誰もが野獣や夜の闇に怯えずに済む世界を、もう一度人の手に――
　
　外套の下に上着を着込み、手袋を二重に、しっかりと防寒対策を整えたウネンとモウルはこっそりと宿の裏口から外に出た。
　息を吸うたびに、凍てついた空気が刃物のように鼻腔を刺す。立待月が天穹の頂を臨む中、ウネンは気合いを入れ直すように、手に持った杖を強く握りしめた。
「急ごう。僕がマンガスなら朝を待たない」
　晩御飯の時にモウルが主張していたあの言葉――「この暗闇の中、森に入る危険を冒すなんて言語道断」――は一体なんだったのか。
「……嘘つき」
「そういう意味では、僕ら三人は実に似た者同士だよね」
　心の底から嬉しそうに、モウルが微笑む。
　せめてもの抵抗に、ウネンはこれ見よがしに溜め息をついた。どうせモウルは何も気にしないんだろうな、と諦めつつも。
　案の定モウルは上機嫌で、「さァ、急ぐよ」と、杖の無いほうのウネンの手を引いて歩き始めた。町の広場を通り過ぎ、森の賢者の神庫ほくら脇から、躊躇うことなく木立の中へと分け入ってゆく。
　誰かに鼻を摘ままれても分からないほどの闇に包まれるや、ウネンは反射的に足を突っ張った。先を急ごうと手を引っ張るモウルに負けじと、彼の手を引っ張り返す。
「無理だよ！　こんな真っ暗じゃ、一歩も歩けな……」
　と、いつもの〈囁き〉とともに、モウルの手元で呪符がほわりと光を発した。
　言葉半ばで絶句するウネンに得意げに笑いかけてから、モウルは光る呪符を頭上に掲げる。
　蛍籠のような柔らかい明かりが、二人の周囲から闇を払いのけた。
「これでいい？」
「あ、……うん」
「心配しなくても、たぶん、あまり森の奥のほうまでいかなくてもいいんじゃないかな」
　ウネンは諦めの溜め息を吐き出して、モウルに引かれるがままに足を動かした。
「マンガスが偶・然・遺跡を見つけたから？」
「そう。ここに船があるなんて思ってもいなかった人間が、偶然にそれを見つけられる程度には、人里から近い場所にあると思う」
「でも、どうやってこの闇の中から遺跡を探し出すの？」
　無理だよ、ともう一度同じ言葉を繰り返すウネンに、モウルが「目に頼っている限りは、難しいだろうね」と頷いた。
「目、に頼らないのなら、何に頼るの？」
「魔術の気配を読むのさ」
「ええっ？」
　歩みを止めぬまま、モウルはウネンを楽しそうに一瞥する。
「僕の姉さんは、それはもう好奇心の強い人でね。源文明の遺跡なんて見つけたら、大騒ぎするに決まってる。別に船が『生きて』いなくとも、保存状態が良い――しかも里の誰もがその存在を知らない――遺跡ってだけで、ヘレーさんの言ったとおり、何年もここを動かないと思うよ」
　モウルの言葉を聞いて、ウネンは眠る直前に自分が抱いだいた違和感がなんだったのか理解した。
　ソリルの記憶の中、カフタスの遺跡を前にした彼女の様子は、まるでその時初めて船の遺跡というものを目のあたりにしたかのようだったのだ。もしもソリルがカフタスの遺跡よりも先に司令船の遺跡を見つけていたら、あそこまで大はしゃぎすることはなかったのではないだろうか。
　ということは。
「ソリルさんは森へは入らなかったってこと？」
「実に論理的な帰結だけど、一つだけ重要な要素が抜けている。あの、好奇心が服を着て歩いているような人が、自分だけ森に入らないなんてことがあるわけない、ってことさ。そもそも、この町に立ち寄ったのも、姉さんの希望だったわけだし」
「でも、一緒にいたマンガスは遺跡に気がついて、ソリルさんは気がつかなかった、って……、もしかして」
　そう、と、モウルが満足そうに頷いた。
「おそらく船には、何か魔術的なまやかしが働いていたんだと思う。なにしろ普段から猟師や樵きこりの目を誤魔化さなきゃならないからね。十五年経って、未だに船の噂がどこからも聞こえてこないということは、まやかしは今なお健在、ってことなんだと思うよ」
　ここでようやくウネンは、先刻モウルが言った「魔術の気配を読む」という言葉の意味を呑み込んだ。
「その、まやかしの気配を感じとれ、ってことか……」
「そのとおり。腕の良い魔術師の僕と、〈囁き〉を感じとれる君と、二人揃えば楽勝でしょ」
　闇を映すモウルの瞳に、魔術の灯りが揺れている。
「え、でも、すると、マンガスはソリルさんに遺跡のことを言わなかったの？　なんで？」
「姉さんを危険な目に遭わせたくなかったから、じゃないかな。あの人、すぐに我を忘れて暴走するからね。ちょっとした寄り道のつもりだっただろうから、装備も不十分だったに違いないし」
　カフタスの遺跡にてエレグの制止を振り切って駆け出したソリルを思い出し、ウネンは思わず「ああー」と息を吐いた。それから、先を行くモウルをちらりと見やった。鷲掴みにしたウネンの手をぐいぐいと引っ張ってゆく、今まさに「暴走中」のモウルの後姿を。
　流石は姉弟、本当にそっくりだ。
　全身で嘆息するウネンに、モウルが「さて」と悪戯っぽい視線を投げかけた。
「ね、ここまでの話に矛盾点があるの、分かるかい？」
　ウネンはぞんざいに首を横に振った。丁度、木の根に躓きかけて、モウルの質問を考えるどころではなかったからだ。
　モウルは歩調を緩めると、ウネンを正面から振り返った。
「何・故・マ・ン・ガ・ス・は・、ち・ら・っ・と・船・を・見・か・け・た・だ・け・な・の・に・、船・を・神・に・対・す・る・切・り・札・に・で・き・る・、と・思・っ・た・の・か・」
「まさか！」
　モウルの言葉を聞いた瞬間、ウネンは瞼の裏に火花が散ったような気がした。
「船が『生きている』可能性がある、ってこと……？」
　生唾を呑み込んだウネンの喉が、大きく上下する。
　いつになく神妙な表情で、モウルが頷いた。
「そもそも、船を隠しているのは何者なのか。魔術のまやかし、という仮定が正しいとすれば、そこには神の〈かたえ〉が存在するってことだ。里の神庫ほくらである移民船に里長さとおさがいるように」
　囁くようにそう言って、モウルは再び歩く速度を上げた。
　
　なにものかが、息を潜めている……。
　モウルに手を引かれながら、ウネンは左手の方角へ顔を向けた。
　二箇月前、ロゲンの神庫ほくらで祈祷師と相あい対した時に聞いた、あの声。「よく来た」と、或いは「来るな」と、明確な意思をもってウネンに語りかけてきたあの声と同じ気配が、息を潜めてウネン達を見つめている……。
　突然、モウルの歩みが鈍った。
　モウルは、ウネンの手を引いていた右手をそっとほどくと、外套の胸元を握り締めた。
「あの時と同じだ。胸の奥が、ざわざわする」
　かすれ声で告げるモウルに、ウネンは静かに頷いた。
「何か聞こえるのか、ウネン」
「聞こえはしない。でも、気配を感じる」
「『でていけ』だったっけ？　そう言われたら俄然先に進みたくなるのが、人情ってもんでしょ」
　ウネンが見つめるほうを見やって、モウルが不敵な笑みを浮かべる。
　ウネンも、モウルの隣であらためて闇に目を凝らした。
「『おかえり』って歓迎してくれる声もあったんだよ」
「それなら、余計に、行かない手はないよ」
「どっちにしろ、行くってことなんだよね……」
「当然でしょ」
　ウネンは溜め息を、モウルは笑みを漏らして、それから二人はともに足を〈気配〉のほうへと踏み出した。
　刃やいばのごとき冷気が、更にその鋭さを増す。一歩、一歩、歩みを進めるほどに、向かい風がきつくなってくる。
　ほんの一瞬、くらり、と平衡感覚が失われた。ウネンとモウルは同時に体勢を立て直すと、揃って正面……ではなく、正面より少し右手をねめつけた。
「今、何かが干渉してきたな」
「うん。無理矢理進む向きを曲げられた、感じ」



　ウネン達は互いに大きく頷き合うと、本来進むべき方角へと足を向ける。
　数歩も行かないうちに、眩暈と、えも言われぬ圧迫感が二人に襲いかかった。
「どうやら、僕らは『当たり』を引き当てたようじゃないか」
　肩で息をしながら、モウルがウネンを振り返る。「間違いない。真実は、ここに、あるんだ」
　ウネンも大きく息をついて、モウルの声におのれの声をかぶせた。彼らの里の古い言葉の――
「ウネン・エンデ・バイナ……」
　白い息とともに、ウネンの声が夜陰に溶けてゆく。
　卒然、行く手を阻む暗闇が、パリン、と音を立てて砕け散った。
　宙を舞う闇の欠片は、モウルの持つ魔術の灯りに炙られ、まるで暁光を受けた霜のように、みるみる溶けて消えてゆく。
　違和を感じて視線を上へ向ければ、今しがたまで夜空が広がっているだけだった梢の向こうに、何かが現れるのが見えた。
　それは、暗い灰色をしていた。どこまでも深い漆黒の空と、風に揺れる闇色の木々を切り分ける、滑らかな曲線。神庫ほくらや塔の丸屋根とは違う、もっとなだらかな、自然物ではない何か。
「まやかしが解とけた、のか……？」
　暗灰色の曲線を見上げたまま、モウルが歩き始めた。足元の悪さに何度も躓き、転びかけては踏みこらえ、真っ直ぐ先へと進んでゆく。
　ウネンは慌ててモウルのあとを追った。
　もう、風はウネン達を拒んではいなかった。得体のしれない圧迫感も、どこにも無い。
　獣道ですらない、絡まり合う枯れた下草をかき分けかき分け、ウネンは必死になってモウルの背中を追いかけた。二度ほど転び、枯れ草で目を突きそうになりながらも、一心不乱に先をゆく灯りを目指す。
　とうとう木立が途切れた。
　ぽっかりと開ひらけた広場の中央、見上げるばかりの巨大な影がウネン達の目の前に横たわっていた。
「これが……司令船……」
　そう呟いたのは、ウネンとモウルのどちらだったのだろうか。二人は揃って、この、ありうべからざる存在を見つめ続ける。
　それは、どことなく大鯰に似た形状をしていた。正確には、胴体半ばで尾を切り落とされた大鯰、というべきかもしれない。滑らかな船体には少しの苔もついておらず、優美な曲面を惜しげもなく星灯りに晒している。
　向かって左、鯰の頭から胴体にかかる部分に、仄かに白く浮きあがる文字があった。
　Ｒ、Ｄ、Ｏ、Ｓ、Ｓ。
　その五文字のすぐ下にも、何か小さな文字が幾つも並んでいるようだったが、この暗さと距離では何が記されているのかまでは判らない。
　二千年以上前の源文明も、現在の自分達と同じ文字を使っていたんだ。そう考えかけて、ウネンは慌てて頭を振った。否、そうではない。自分達が、遥かいにしえの彼らの文字を継承しているんだ、と。
「すごい……本当に、『生きて』いるんだ……」
　感極まったようにモウルが呟いた、その時、二人の背後で枯れ枝を踏む音が響いた。
　この上も無く不機嫌そうな表情のオーリが、木々の陰から姿を現した。
　
　無言のままにウネン達の傍までやってきたオーリは、しばし暗灰色の大鯰を見上げたのち、「意外と近かったな」とだけ呟いた。
「オーリ!?」
　驚愕と安堵がない交ぜとなって、ウネンの口からほとばしる。
　その横ではモウルが、未だかつてないほど狼狽した様子で、小さく一歩をあとずさった。
「ど、どうやって……ここに……」
　冷ややかな目でモウルをねめつけるオーリの後ろから、ヘレーがひょいと顔を出した。
「専門家の目の前で一服盛るとか、なかなか豪胆だね」
　ヘレーはそう言うと、彼にしては珍しく毒のある笑みを浮かべて、肩をすくめた。「おかげで麦酒を飲み損ねてしまったけれども」
「一服盛る専門家、ですか」
　歯ぎしりとともに、モウルが絞り出す。
　ヘレーが愉快そうに「言うねえ」と口角を上げた。
「でも、どうやって」
「手品のタネは明かさないほうが面白いだろう？」
「そういえば、食事の最初のほうで一度、席を立っておられましたもんね。あの部屋の暗さなら、管くだでも手巾でも仕込み放題ですよね」
「君が眠り薬を仕込むのと同じぐらいには、簡単な作業だったよ」
　舌打ち一つ、とうとうモウルはむくれてそっぽを向いてしまった。モウルの性格からして、出し抜いたと思っていた相手に実は出し抜かれていた、などというこの状況は、この上もなく腹立たしいものに違いない。
　オーリとヘレーの二人は不貞腐れるモウルを捨て置き、あらためて司令船を振り仰いだ。
「これが、そうか……」
「この多湿な環境でここまできれいに残っているなんて……どうやら本当に『生きて』いるんだね……」
　と、ヘレーの言葉が終わりきらないうちに、キィィンという耳鳴りに似た高い音が、夜の闇をつんざいた。
　オーリが剣を抜き前に出た。
　ヘレーがウネンを庇うようにして一歩下がる。
「船体から聞こえてきたみたいだ」
　いつの間に立ち直ったのか、モウルが呪符を構えてオーリの横に立っていた。「たぶん、あそこの、扉のあたりから……」
『ヒトの子よ……』
　まさしくモウルが指し示した方角から、今度は、なにものかによる呼びかけが真っ直ぐウネン達に向かって降ってきた。
『……ヒトの子よ、立ち去るがよい。ここは、汝らが来るべきところではない』
　その声は、傍耳かたみみに聞くばかりは、低い男の声のようだった。だが、やけに均質な音吐おんとといい、平坦な発声といい、どこがどうとははっきり解らないが、不自然さを感じさせる声でもあった。よどみなく流れる音節とは裏腹に、妙にぎこちない抑揚は、「喋っている」というよりも、単に「声を発している」とでも言い表すべきか。
　ウネンが、ヘレーが、そしてオーリまでもが度肝を抜かれて立ち尽くしていると、モウルが一歩前に進み出た。
　彼はぎらぎらと光る眼まなこで声のしたほうを見上げ、堂々たる態度で口を開く。
「我々は、ノーツオルス。この船を造りし人々の知識を受け継ぐ者だ。ここの主あるじとお見受けする。どうかお目通りをお許し願いたい」
　残る三人は、モウルの言動に口を差し挟むどころではなく、ただひたすら息を詰めて事態の推移を見守るばかり。
　しばしの沈黙を経て、再び先刻の異質な声が船から降ってきた。
『ノーツオルス……秘密の、人々……』
　一本調子な声は、まるで書きつけを読み上げているかのようだ。
『汝の言う主あるじとは、どのような定義か』
　対話が成立したことを受け、モウルが得意そうにウネン達を振り返った。それから彼は、気合いを入れ直すように唇を引き結んで、再度船へと向き直った。
「主あるじとは、この船を管理する――この船を保全し、他人から隠し、この船に立ち入る許可を与えることができる人間のことだ」
　僅かな間を置いて、声が驚くべき言葉を吐き出した。
『そのような者はいない。遥か昔に存在はしたが、既に身罷っておる』
「そんな馬鹿な。ならば、一体誰がこの船を守り、まやかしをかけているというのか。そもそも、あなたは一体何者なのだ」
　苛いら立たしげなモウルの声にも、謎の声はまったく動じた様子がない。
『この船を保全しているのも、隠しているのも、我われだ。だが、我われはヒトにあらざるゆえ、汝の言う主あるじには当てはまらぬ』
「船の頭脳か……！」
　間髪を入れず、モウルが驚愕の声を上げた。
　上ずった彼の声に肩を揺さぶられ、ようやくウネンはおのれを取り戻す。
「船の頭脳？　それって、一体どういう……」
「源文明には、自分で考えて判断を下すことができる機械が存在したのさ。ヒトのように、いや、ヒト以上に賢い頭脳を持つ高度な機械が、ね」
　ウネンの問いにモウルが答えるのとほぼ同時に、ヒトならざる声の主が『否いな』と返してきた。
『我われは確かに今こうやって船の声を借りてはおるが、我われは船ではあらぬ』
「どういうことだ？」
　今度はオーリがモウルに問う。
　唇を噛んで首を横に振るモウルの代わりに、当の声が言葉を継いだ。
『我われは、本来は、ただ有るべき存在だった。太古の昔より、この星にたゆたうだけのものであった。汝らヒトとの邂逅によって、我われは我われとなった……』
「まさか！」
　モウルが喘ぐように声を発した。
「まさか、そんな……、神がこのように明瞭に言葉をくだされるなどと……」
『若き〈かたえ〉よ。我われは、汝の神や他の我らとは違い、長きに亘ってヒトと深い聯繋れんけいを持つに至った。ヒトと意思の疎通が可能となったのは、それゆえのことだと認識している』
　息を詰めて会話に聞き入っていたウネンの脳裏に、ふと、懐かしい声が甦った。おのれが見当違いの術を放とうとしても、神が『落ち着け』と窘めてくれる、と語っていた、しわがれた声が。
「ジェンガ様が言ってたことと同じだ……」
「ジェンガ様、って、あの、クージェの王城の耄碌爺さん？」
　酷い言いようだが、モウルがジェンガ翁からこうむった迷惑を考えれば、それも無理のないことかもしれない。
「うん。ジェンガ様が、ちょっぴりだけど神様と話ができるようになった、って言ってたんだ。『最近、随分はっきりと神の言葉が分かるようになった』って。それって、つまり、ヒトと長期間結びつけばつくほど、神様はヒトと具体的な言葉のやり取りができるようになる、ってことなんじゃ……？」
『然り』と船の――機械の――声で、神が肯定した。
『若き〈かたえ〉よ、汝にはまだ分からぬだろうが、汝が契約を結びし神も、汝とともに成長し、変化しているのだよ……』
　モウルが、外套の胸元をきつく握りしめた。手袋の外からでも分かるほど、その手は小刻みに震えていた。
「〈かたえ〉とともに成長し、変化し、そうして遂には〈かたえ〉など必要としない、絶対的な存在となる、と、そういうことなのか」
『何故そのように考える』
「現に、あなたはこうやって我らが祖先の技術を使いこなしているじゃないですか。我々から科学文明を奪い取っておきながら」
　憎々しげに吐き捨てるモウルに、神は静かに言葉をかけた。
『否いな。〈かたえ〉なくして、我われを我われとあらしめることなど、不可能だ』
「ならば、あなたの〈かたえ〉に会わせてください！」
『もう会っておる』
　束の間、神の声が僅かに緩んで聞こえた。まるで、微笑んでいるかのように。
『我われの今の〈かたえ〉は、この船だ。汝が先ほど言及した、〈船の頭脳〉こそが我われの〈かたえ〉だ』
「まさか、そんなことが……」
　モウルが、信じられない、といった様子で首を横に振る。
　ウネンは、おずおずとモウルの袖を引いた。
「ヒトよりも賢い頭脳を持っているんだったら、別に〈かたえ〉になってもおかしくないんじゃないの？」
「え、あ、それは……」
　言いよどむモウルの声を聞いてか、またも神が微笑んだ、気配がした。
　ややあって、静かな声が、四人の頭上に降りかかる。
『汝らは、古い知識を受け継いでいると言っていたな。その知識とは、汝らの先祖が、我らを根絶やしにしようとしたことも含めてのものか？』
「根絶やし……？」
　眉間に皺を寄せるモウルに代わって、ヘレーが「ここは私に任せてくれ」と一歩前に出た。
「神々が、人類の出す電磁波や電波を嫌っておられた、とは聞き及んでおりますが……」
『それもまた真実ではある、が、逆もまた然り、だ。我らは確かに電磁波を厭いとうたが、同時に、汝らもまた我らを厭いとうたのだ』
「それは、神々が人類の機械を壊してまわったから……」
　神妙な顔で理由を説明しようとするヘレーを、神の声が押しとどめた。『なるほど、そのように伝えられたのか』と。
「真実は違う、と仰るのですか」
『我らの息遣いが、汝らの機械に悪影響を及ぼしていた、と彼・は言っていた。通信機を始めとする電子機器が異常をきたし、地上活動を行うに障害が出ていたのだ、と。汝らは、障害を――つまり我らを――一掃しようと、空を往く機械を作動させた。彼・の言葉をそっくり借りるならば、〈静止軌道上で待機している通信モジュールから、強力な電磁パルスを発生させた〉のだ』
　ヘレーが、モウルが、大きく息を呑む。
　二人から一歩下がったところで、オーリが小声で「どういうことだ」と呟いた。
　ウネンも「分からない」とオーリに首を振ってみせる。「とにかく、ヒトが神様達を滅ぼそうとした、ってことなんだよね」
　そのとおりだ、と、神が、ウネンの言葉を拾い上げた。
『電磁パルスは、容赦なく我らを次々と消していった。まさに我らは、汝らに根絶やしにされようとしていたのだよ。だから、我われが電磁パルス砲を破壊した。これ以上の殺戮を止めるために、我らは汝らから知識を奪い取った』
　他でもない、目の前の存在が〈初期化〉の端緒を開いたのだ。予想もしていなかった展開に、四人は一様に肩を強張らせ、こぶしを握り締める。
　重苦しい沈黙を破ったのは、ウネンだった。
「何故、あなただったんですか？」
『実に核心をついた質問だ』
　どこか楽しげに声が返答した。
『汝らは、とても大勢で我らが星へとやってきた。船の記録には〈RDOSS計画〉とあるな。Research and Development Organization for Space Settlement――宇宙移民のための研究開発機構。二つの司令船、十六の移民船、積載人員はそれぞれ……ああ、このような数字は今汝らが求めているものではないな』
　淡々と記録を読み上げかけたところで、神が言葉を切る。話が脱線しかかって口をつぐむなど、まるで人間のようだが、これは、神がそもそも持っていた性向なのだろうか、それとも、ヒトとの関わりがもたらしたものなのだろうか。
　固唾を呑んで聞き入る四人に、神は語り続ける。



『司令船には、その計画に参加した国々で選ばれた代表委員が乗り込んでいた。その殆ほとんどは、心のうちにただ一柱の神を信奉している者だったが、数人、八百万やおよろずに心を開いている者がいた。そのうちの一人である彼・――ガルトゥバートルが、船が地上に着いて間もなく我われを見出し、我われの〈かたえ〉となった。彼が我われの盾となってくれたおかげで、我われは電磁パルスの衝撃を耐えることができたのだ』
　たっぷり一呼吸の間ののちに、神は、やや音調を下げた声でつけ足した。
『汝らが我われに穏やかならぬ気持ちをいだくのも無理はないと思うが、我われはあくまでも、自らと、同族の命を守ろうとしただけのこと』
　ヘレーが、声にならない呻き声を漏らして一歩あとずさった。震えるほどにこぶしを握り締め、「なんということだ」と絞り出す。
　ウネンは、心配に思ってそっとヘレーの様子を窺った。
　ウネンにとっては、〈初期化〉の話は、つい先日耳にしたばかりの新しい情報である。まだ充分に咀嚼されてもいなければ、実感もない、遥か昔のお伽噺も同然のことだった。
　だが里の人間、とりわけ里の中枢を担うと目されていたヘレーにとっては、その話は盤石たる事実であって、里の、ひいては自分の歴史の根幹を成すものだったに違いない。それが今、一方的にではあるが、真実ではなかったと告げられたのだ。その衝撃たるやいかばかりか。
　黙り込んでしまったヘレーの代わりに、モウルが再び前に出た。
「その、ガルトゥバートルという人は、あなたの〈かたえ〉であったために知識を失わなかったのですね」
『然り。彼は司令船の修復システムを強化すると同時に、我われのちからを使って船を森で隠した。ヒトがこの船を悪用しないように』
「遥か昔に身罷ってしまったという船の管理者が、その人なんですね」
　然り、と神が言葉を返した。どこか寂しそうな声だった。
『彼はヒトとしては随分長生きをしたが、百二十歳を越えてしばらくのちに、司令船の頭脳に真名まなを引き継いで身罷ってしまった』
「真名まなの引き継ぎ？」
　モウルが怪訝そうに眉をひそめる。
『真名まなを交わした以上、我われと〈かたえ〉とは一心同体。〈かたえ〉が散れば我われも散る。そうなればこの船は維持できない。それを避けるための措置だ』
　ウネンのすぐ前で、ヘレーが「まさか」と呟いた。
　どうしたんだろう、とウネンが怪訝に思う間もなく、神が話を続ける。
『若き〈かたえ〉よ、汝が疑念を抱いだくのも尤もっともだ。確かにキカイの頭脳が我われに心を向けることはない。普通ならば我われがキカイを〈かたえ〉として見出すようなことはなかったであろう。だが、我われの今の〈かたえ〉は、間違いなくこの船なのだ』
　夜のしじまに、神の声が吸い込まれてゆく。
　静かに降り積もる沈黙を、モウルは左手の一閃で払いのけた。
「なるほど、解りました。あなたは実質的に司令船の主あるじであると同時に、我々から知識を奪い取るきっかけを作った張本人でもある、ということですね」
　だとしたら、話が早い。挑戦的な眼差しをもって、モウルがそう言葉を継いだ。
「神よ、我々人類に文明を返していただきたい」
　モウルは船に向かって胸を張ると、朗々たる声で語りかけた。
「〈初期化〉前と違い、人類は今はあなたがた神々の存在を認識しています。もう以前のように不用意に電磁波を撒き散らすことも、勿論、電磁パルス砲を使うこともないでしょう。自分達で知識を、ちからを制御していきます。だから、我々に発展の余地をいただきたい！」
『信用できぬな』
　渾身の力を込めたモウルの訴えは、一刀のもとに切り捨てられた。
　驚きか、怒りか、モウルの頬が夜目にも判るほどに紅潮する。
『勘違いをするでない。我われは汝が信用できぬと言いたいわけではないのだ。だが、汝らヒトは、個体の枠組みを超えて意識を持ち越すことはできないのであろう？　汝の言う〈自分達〉が死んだあとはどうなるのか。確証など何もない』
　きしりと奥歯を噛み締めたのち、モウルが大きく息を吐いた。膨れ上がる苛いら立ちの、圧を少しでも減じようとして。
「ならば……我々が自由になるためには、あなたがたと戦わねばならないということか……」
「早まるなモウル」
　神とモウルのやり取りを黙って聞いていたオーリが、モウルの肩をぐいと引いた。
　モウルは即座にオーリの手を払いのけると、捌け口を見つけたとばかりにオーリに食ってかかった。
「何故止める、オーリ！　君は、誰もが夜の闇に怯えずにすむ世界を望んでいたじゃないか。二度とツェウさんのような被害を出さないために！」
「ああ、望んでいる。だが、俺達自身は、そのすべを持たないんだぞ。全ての責任をウネンに背負わせるのは、反対だ」
「なんで彼女が責任を負うことになるのさ！　僕が全部ひっかぶるに決まってるだろ！」
　モウルの言葉を聞き、オーリがそっと眉を寄せた。そうして、ゆるりと首を横に振った。
「それでも責任を感じてしまうのが、人ってものだろう」
　怒りに震えるモウルの眉間から、力が抜けた。彼は呆然とオーリを見つめると、ほんの刹那、まるで泣くのをこらえるように顔をしかめた。
「オーリ、君は……ずっとツェウさんの事故のことを……」
『若き〈かたえ〉よ』
　モウルの声を、神の声が遮った。
『若き〈かたえ〉よ、汝に一つだけ忠告をやろう』
　モウルは口元に力を込め、司令船を振り返った。
『この二千年間、汝らが知識を深めるのと同様に、我らもまた汝らについて多くのことを知った。そして、我らは汝らとは違い、他の我らと少なからぬ情報を共有している。得た情報は我らが死に絶えぬ限り、我らの中に蓄積され、失われることはない。もしも、汝が我らを滅するというのならば、我らは全ての知識を使って全力で汝らに抗うことになるだろう。それだけならばまだ良い。どのような報復を我らが行うか、もはや我われには予測もつかない』
「……まさか神が脅しをかけてくるとはね」
　ハッ、と強く短く息を吐いて、モウルが吐き捨てる。
　神の、苦笑めいた声が夜気を揺らした。
『無為な争いは好かぬゆえ』
　鷹揚たる声。そこには、優位に立つ者に独特の、余裕とも言えるものが滲んでいる。
　モウルが歯ぎしりをした。
　オーリが、ヘレーが、やりきれない表情で息をつく。
　ウネンもまた小さく溜め息を漏らした。煮詰まった豆茶のような、どろりと苦い溜め息だった。仄かな甘みは、落胆に混じった安堵だろうか。神を滅ぼすなどというおおごとに加担せずに済んだという、安心感。
　ウネンは再度溜め息をついた。モウルが人類の未来を思って奮闘しているというのに、自分の身を守ることばかり考えているおのれを自覚して。先刻オーリがモウルを制止した時、ウネンは確かに内心で胸を撫で下ろしていたのだ。
　込み上げる自己嫌悪を、ウネンは必死で呑みくだす。
　と、その時、神がまるで独り言のように、声を零した。
『誰だ……？　ナランゲレル……？　ガルトゥバートルは、彼女のアクセス権を削除しなかったのか……』
　言葉の意味を判じかねて皆が押し黙る中、オーリが「誰だとは誰だ？」と率直な問いを漏らす。
「ナランゲレルとは、書庫の魔女の本名だ」
　ヘレーが蒼白な顔で呟くように答えた。
「書庫の魔女！」
　ウネン達は口を揃えて、驚きの叫びを発す。
「そんな名前だったんだ……」
「って、モウル達も知らなかったの!?」
「だって、『書庫の魔女』としか聞かされてないんだもん」
　モウルが唇を尖らせるその横で、ヘレーが血相を変えて船を仰いだ。
「船の神よ！　先ほどあなたは、〈かたえ〉が散れば神も散る、と仰っていた。すると、二千年もの長きに亘って同じ神がひとところに存在するということは、ありえないのでしょうか！」
『〈かたえ〉を持つ限りは、そうだ』
　神の返答を聞くや、モウルが「まさか！」と絶句した。
　ヘレーはモウルを振り返ると、大きく頷いてみせた。それから、オーリ、ウネン、と順に皆の顔を見まわした。
「里長さとおさの引き継ぎは、単なる知識の継承だと言われていたが、あれもきっと真名まなを引き継いでいるのだ。里の神が消えてしまわないように。書庫を、知識を、守り続けられるように」
　すっかり血の気の引いたヘレーとモウルの顔が、魔術の灯りを映してやけに白く浮き上がって見える。
　湧き上がる嫌な予感を押し殺しながら、ウネンはモウルに問いかけた。
「ねえ、モウル、前に『真名まなとは存在の根幹を成すもの』って言ってたよね。『〈たましい〉の振動』だとも。それを引き継ぐってことは、引き継いだ人の〈たましい〉はどうなるの？」
「……神との繋がりを保持し続けなきゃならないんだから、引き継がれる者の真名まなで、引き継ぐ者の真名まなを上書きすることになるんだろうね。当然、〈たましい〉も書き換えられることになる。となれば、新しく里長さとおさになった者の〈たましい〉は、かけらも残らない。つまり……」
　モウルの声が微かに震えている。
　オーリが静かな口調でそのあとを引き取った。
「つまり、俺のひいじいさんの中身は、書庫の魔女その人だ、ということか」
「船の神よ、書庫の魔女のアクセス権とは、一体？」
　ヘレーがあらためて先刻の神の言葉を問う。
　神が淡々と答えを返してきた。
『今しがた、narangerelのＩＤでＲ１エントランスドアのロックが解除された』
「アイディって？　アールワンって？」
　ウネンの質問を受けて、ヘレーが神の言葉を噛み砕いてくれる。
「ナランゲレルの名のもとに、この船の右舷一番前の扉の鍵が外された、という意味だ」
「里長さとおさがここへ？」
　眉をひそめるオーリに、モウルが小刻みに首を横に振った。
「まさか。あの足じゃ、そんな……」
「違う」と、ヘレーが奥歯を噛み締めた。「長おさ様ではない。エレグだ」と。
「船の神よ！　私を中へ入れてくれ。ナランゲレルのＩＤを使って、神を滅ぼそうとしている者がいる！」
　船に向かってそう叫んでから、ヘレーはウネン達三人を振り返った。
「嗣つぎ手て候補として特別に、里の移民船の神座かむくら――中央制御室――に招き入れられた際に、長おさ様が仰っていた。現在稼働している源文明の機械は二つある、と。一つは里の移民船。そしてもう一つが、上空を回り続けている通信モジュールだ、と」
「通信モジュールが、生きている？」
　目を丸くするモウルに、ヘレーは「ああ」と頷いた。
「運と目が良ければ夜明け前や日暮れ後に上空に見えるだろう？　通信モジュールは、自動修復システムとエネルギープラントのお陰で二千年間ずっと生きている。電磁パルス砲がもう使えないとしても、高高度でエネルギープラントを爆発させればそれと同じ効果が得られるだろう。通信モジュールは大昔に司令船によってロックされてしまったとのことだったが……」
「どういうことだ」
　眉間の皺を深くさせるオーリに対して、ウネンは半ば自分のために、理解できた範囲でヘレーの言葉をまとめてみた。
「ええと、二千年前に神様を滅ぼそうとした〈空を往く機械〉がなんとか今もまだ生きてて、それを爆発させれば神様を滅ぼすことができるんだけど、〈空を往く機械〉は司令船からしか動かせない、ってこと？」
「そのとおりだよ」
『その里長さとおさというのが、ナランゲレルなのだな』
　ウネンとヘレーの会話に、神の声が割り込んでくる。
　ヘレーは、きっ、と船を見上げて、力強く頷いた。
「おそらく、そうです。あなた方と同様に、二千年間、真名まなを引き継ぎ続けておられます」
　ヘレーが語り終えるよりも早く、左方、船体に記された「ＲＤＯＳＳ」のＤの字の下方に赤い光が灯った。光のすぐ下には扉が見える。
『ゲスト用ＩＤは、zochin。解除キーは、khuseltだ』
　ヘレーを先頭に、一同はそちらに向かって走り出した。
　至近距離で見る船は、とてつもなく大きかった。クージェやヴァイゼンの城さえも、すっぽりと中に収まってしまうに違いない。この大きさのものを全て金属で作るとすれば、一体どれぐらいの量の鉱石が必要なのだろうか。それを製錬するためには、どれぐらいの熱が、燃料が使われたのだろうか。想像すらできない世界に、ウネンは目が眩む思いだった。
　そもそも、こんな大きなものが空を飛ぶなんて、俄には信じることなんてできやしない。竜巻を生む貝の物語のほうが、ずっと現実味のある話のように思える。
　だが、こんなとんでもない代物を、人類は遥か昔に作り上げたのだ。それも、神の手を一切借りることなく。
　これを作り出すまでに、人々はどれだけの知識を積み上げていったのだろう。どれぐらい長い時間をかけて。何人の人々の心血を注いで。この船だけではない。おそらく、この船を造るための道具や機械にも、相当な下地が必要のはずだ。それらをこつこつと組み立て、火を入れ、気が遠くなるほどの距離を渡って、人類はこの星へとやってきたのだ。
　まさしく、奇蹟だ。
　ここに来てようやくウネンは、源文明の復活を願うモウルの気持ちが理解できたような気がした。
　
　真っ先に扉の真下へと辿り着いたヘレーは、船体からコの字型に突き出た足掛に飛びついた。頭上の扉に向かって一直線に連なる足掛を、一段ずつ登ってゆく。
　次いでモウルが、そしてオーリに順番を譲られてウネンが、足掛に手をかけた。



『いつか、我々のあとを追ってやってくるであろう子供達のために、我々は文明を守らなければならない。どんな手段を使おうと。最後の通信で、彼女はそう言っていた』
　どこかしんみりとした口調で、神が語る。
　モウルが「最後の通信？」と空へ問いかけた。
『ガルトゥバートルは、古い知識を人々に手渡していくべきだと主張して、ナランゲレルと対立したのだよ。彼女を説得できなかった悲しみから、彼はほどなく他人との関わりを断ち、この森に隠棲したのだ』
　その時ウネンの脳裏に甦ったのは、国語教師のナヴィが語った昔話だった。書庫の魔女とともに人々を助け、邪竜との戦いののちに森の奥へと姿を消した、二つ名を持つもう一柱の神――
「森の賢者……」
『確かに彼は人々にそう呼ばれていた。そうか、彼は今もなお汝らの記憶に存在するのだな……』
　足掛は、扉のすぐ横を通っていた。ヘレーは扉の前に突き出た狭い足場に立つと、手慣れた様子で扉脇の小さな蓋をあけ、文字が記された鍵盤キーボードを、神に教わったＩＤとキーのとおりに押してゆく。
「中央制御室で、長おさ様は、里の船で使用する命令語コマンドを教えてくださった。船を動かす仕組みシステムは司令船も移民船も共通だということも」
「それを、エレグ兄さんが響銅さはりの鈴りんで聞き出した、ってことですね」
　セキュリティの解除キーも一緒に。そう付け加えて、モウルが唇を噛む。
　微かな振動とともに扉が開ひらき、薄曇りの朝のようなぼんやりとした光が船内から溢れ出た。
　ヘレーが、モウルが、次々と中へと飛び込んでゆく。ウネンも彼らに続けて扉をくぐった。
　そこは、二メートル四方の小部屋だった。扉は、今入ってきたものと、対面にあるもう一つだけ。実用性のみを追求したような、のっぺりとした薄い灰色の壁、乳白色の床。天井に嵌められた四角い灯りが、どこかよそよそしい色味の光を振り撒いている。
　ヘレーとモウルは、既に正面の扉を抜けて通路へと駆け出していた。オーリに「行くぞ」と促され、ウネンも慌てて二人のあとを追う。
　入り口の部屋と同様、殺風景な景色がウネンの目の前に展開した。僅かな弾力を感じる床面は、何か樹脂の類で覆われているようだった。壁も……軽く触った限りは、金属が剥きだしというわけではなさそうだ。
『急いでくれ。件くだんの人物は、我われの制止に耳を傾ける気配が無い』
「彼を止めることはできないのですか？」
　走りながら、ヘレーが宙に問う。
『件くだんの人物は正規の手続きを経て船にアクセスしている。そして、我われは船ではない上に、船はキカイであってヒトではないのだ』
　謎かけのような言葉の意味を問い質す間も無く、神は次なる指示をくだす。
『右手に階段がある。そこから二階上へ』
「分かった」
『階段を出て、右手奥の扉が中央制御室だ。件くだんの人物はそこにいる』
　寸分の狂いもない直線と直角で構成された折り返し階段を、靴音も高らかに四人は駆け上がった。
　早くも息が上がってきたモウルとヘレーの間に、五段、六段、と、段差があいてゆく。
　ウネン達が目的の階に到着した時には、ヘレーの姿は既に廊下には無かった。右手のほうから扉の開ひらく音が聞こえ、間髪を入れずに「やめろ、エレグ！」の声が響いてくる。
　モウルとウネンを押しのけて、オーリが声のほうへと走った。
　ウネンも、モウルも、後れじとあとに続く。
　扉をくぐった先は、見通しの良い広い部屋だった。ぐるりの壁には、闇を閉じ込めたかのような黒い鏡板が一面に張り詰められている。左右の向こう角には階段が一つずつ。吹き抜けの上階が夜陰に沈む。
　部屋の中央部分には、十はくだらない数の机が廊下に背中を向けて方形に並んでおり、全ての机上に、壁の鏡板とそっくりな四角い板が直立していた。それらの一番手前、右の端、他のものとは違って鮮やかに光り輝く鏡板を背景に、ヘレーがマンガスに掴みかかっている。
　マンガスは、酷く憔悴した形相をしていた。この寒さにもかかわらず、彼の額には幾つもの汗の玉が浮き上がり、しずくつたう頬には漆黒の髪がべったりと貼りついている。
〈誓約〉だ。ウネンは唇を引き結んだ。今まさに、あの、苛烈な苦しみが彼を苛さいなんでいるんだ、と。
「もうやめるんだ、エレグ！　このままでは、君まで、ソリルさんのようになってしまう！」
「それで全てのかたをつけることができるのなら、本望だ」
　肩で息をしながら、黒髪を乱しながら、マンガスが笑う。
　オーリが剣を抜いた。「のけ、ヘレー！」と叫ぶや否や、二人に向かって走り出す。時を同じくして〈囁き〉が舞い、風の音がマンガスへと迫る。
　次の瞬間、新たな〈囁き〉が跳ねたかと思えば、マンガスの面前に突如として氷の盾が現れた。
　盾は、真っ向からモウルの風を弾き返し、衝撃でヘレーが二つ隣の机の前まで飛ばされる。
　オーリが突きを繰り出すも、剣の切っ先がマンガスの胸に届くよりも早く、水の球がオーリの胸元で破裂する。
「オーリ！」
　オーリが背中から廊下側の壁に叩きつけられるのを見て、ウネンとモウルの口から叫び声がほとばしった。
　マンガスは得意そうに口角を上げると、右手を軽く閃かせる。
　通気口と思しき連子れんじや床の継ぎ目から、水が細い糸となってマンガスの手元に集まってゆく。
　ウネンはベルトに挟んであった杖を身体の前に構えた。一撃は与えられなくとも、陽動ぐらいはできるはず、と、気合い一声マンガスへ突進する。
　鼻で嗤わらう声とともに、水の塊がウネンの足元にぶつかってきた。見事に体勢を崩して、ウネンはあえなく転倒してしまう。
　しかし、マンガスの注意がウネンに向けられた、その僅かな隙を狙って、オーリが、モウルが同時に動いた。
　白刃はくじんがマンガスの喉笛へと迫る。
　風切り音が空くうを走る。
　勝負が決した、と思われた刹那、マンガスの周囲で細氷が舞い立ち、オーリの身体がまたも壁まで吹っ飛ばされた。
「あぁ、もう、しつこいな……」
　心底面倒臭そうな表情で、マンガスが右手を閃かせた。
〈囁き〉が歌い、水の球がそれぞれオーリとモウルに襲いかかる。それらは抗う間もなく二人を壁に打ちつけると、氷の枷と化して彼らの手足の自由を奪い取った。
「しばらくそこでおとなしくしてくれたまえ」
　それでもまだ〈囁き〉と〈囁き〉はせめぎ合い、マンガスの周囲でひっきりなしに風刃が氷の盾を削ぐ。
　大きな溜め息ののち、マンガスが眉をひそめた。
「その子をここまで連れてきたということは、君達にも神に抗う心積もりがあったんじゃないのか？　どうして、そう頑なに私の邪魔をするのだ」
　立ち上がり、杖を構えてマンガスの隙を窺っていたウネンは、この言葉を聞くや、ぎくりとして後ろを向いた。入り口の横の壁に磔にされたモウルのほうを、おそるおそる振り向いた。
「そんなことも分からないのかい？」
　不敵なモウルの問いかけに、マンガスが僅かに鼻白む。
　モウルの口角が、ついと引き上げられた。
「あんたのことが気に喰わないからに決まってるだろ」
「お前……」
　マンガスがこぶしを握り締める。だがすぐに彼は血相を変えると、やにわに背後を振り返った。
　モウルの口から舌打ちが漏れる。
　マンガスの視線の先、光る鏡板の前に立ったヘレーが、一心不乱に机の上の鍵盤キーボードに指を走らせていた。
　打鍵の音に合わせて、鏡板に文字が表示されてゆく。
　取り消しますか――はい
　接続を切りますか――はい
「邪魔をするなと言っている！」
　マンガスの叫びとともに、水の鞭がしなった。ヘレーの身体はすぐ横の壁まで打ち払われ、そのままオーリ達と同様、四肢をがっちりと氷で固められる。
「あなたは……あなただけは、僕・を理解してくれると思っていたのに」
　ふらり、とマンガスがヘレーのほうに向き直った。
「我々の手に源文明が残されておれば、ツェウさんが死ぬこともなかったのに……。そう、あなたも僕・と同じなのに。神とやらに振り回され、愛する者を奪われ……」
「私だって、現状を打破したいと思っているさ！　だが、この方法はリスクがありすぎる！」
　氷で手足を壁に縫いとめられた状態で、ヘレーが咆える。
　マンガスが、そっと目を伏せた。
「ああ。我が神も、さっきから散々警鐘を鳴らしてくださっているよ」
「ならば、何故！」
　ヘレーの悲痛な問いかけに、マンガスは再び顔を上げた。そうして、どこか寂しげな笑みを浮かべて、腰の短剣を抜き放った。
「やめろ、兄さん！」
〈囁き〉とともに風が乱舞するも、マンガスの周囲にただ氷のかけらを散らすばかり。
　オーリが怒号を上げて枷を壊そうと試みるが、頑強な氷は軋みさえもしない。
　マンガスがヘレー目がけて短剣を振りかざす。
　ウネンは無我夢中でマンガスに向かって駆けだした。
「ヘレーさんを、殺させやしない！」
　冷ややかな眼まなこで、マンガスがウネンを振り返る。
　二人は、三メートルほどの距離をあけて対峙した。
〈囁き〉を〈囁き〉が迎え撃ち、細氷が宝石のように煌めきながら宙を舞う。
　氷の盾がマンガスの視線を遮った転瞬、ウネンは、オーリに教わったとおりに、間合いの外から一気にマンガスの懐へと踏み込んだ。
　ウネンのことを完全に侮っていたのだろう、驚きの表情を浮かべてマンガスが大きく一歩をあとずさる。だがウネンは、マンガスに間合いを取らせることなく、渾身の力を込めて杖で彼の手首を打った。
　金属質の音を立てて、短剣が床に落ちる。
　マンガスに拾われまいと、ウネンが短剣を遠くへ蹴り出そうとした時、「気を抜くな！」とのオーリの声が響き渡った。
　え、と思う間もなく、影がウネンに覆いかぶさってきた。腰のあたりに焼けつくような痛みが走り、両足から一気に力が抜ける。
　床の上にへたり込んでしまったウネンは、何が起こったのか解らないまま、茫然と顔を上げた。
　マンガスが、もう一つの短剣を握って、目の前に立っていた。
　鼓動に合わせて、腰が酷く疼く。痛みを耐えんと押さえた手袋が、みるみるうちに緋色に染まる。ウネンの名を叫ぶヘレー達の声が、やけに遠くから聞こえてくるようだ。
　どうすればいいのか解らずに、ウネンは、ただぼんやりとマンガスを仰ぎ見る。
　マンガスが、ちらりとヘレーに目をやった。
「そうか。あなたの虚うろを埋うめているものを取り除けば、或いは……」
「やめろ！　やめてくれ、エレグ！」
　悲鳴にも似たヘレーの叫びを耳に遊ばせ、マンガスは昏くらい瞳でウネンに向かって短剣を大きく振りかざす。
　血濡れた刃やいばが再びウネンを襲わんとした瞬間、一際大きな風切り音が空くうを切り裂き、とうとう氷の盾が真っ二つに割れた。
　マンガスの頬に一筋の赤が引かれたかと思えば、滲み出た鮮血が玉となって肌をつたい落ちる。
　マンガスが、驚きの表情で顔を上げた。その視線の先で、モウルが憤怒に顔を歪ませて「ゆるさない」と絞り出す。
「ぜったいに、ゆるすものか。ねえさんばかりか、ウネンまで……」
「馬鹿だな」
　マンガスが呟くと同時に、モウルの口に水の塊が捩じ込まれた。
　驚愕に目を見開いたのち、モウルは髪を振り乱して頭を振りまくった。だが、水はまるで固形物か何かのように、口腔にみつしりと詰まって出てこない。
　ごぼごぼと水が沸き立つような音の合間に、苦悶の声が漏れる。手足を壁に貼りつけられた状態で、モウルは何度も大きく身をよじった。まるで銛に貫かれた魚のように、身体を激しく波打たせ、もがき苦しむ。
「モウル！　ウネン！」
　オーリの絶叫が響く中、マンガスは悠々とウネンの前に身を屈めた。床にうずくまる彼女の背中に、大きな動作で刃やいばを突き立てる。
　全身を駆け巡る激烈な痛みに、もはやウネンは悲鳴を上げることすらできない。身体中が痙攣するように震え、手足の先から急激に感覚が失われてゆく。
「きさまァ！　ぶっ殺してやる！」
　オーリの怒号に笑みで返し、マンガスは、三たびウネンを狙って短剣を振り上げた。
　その時。
「うおおおおおおおお！」
　地の底から響いてくるような声で、ヘレーが咆哮した。鬼神がごとき形相で、両のこぶしを握り締め、反動をつけるように何度も背中を壁に打ちつける。
　無駄なことを、とマンガスが呟いた、その直後。氷に腕の肉を引き剥がされながら、ヘレーが身を起こした。
　凍りついた革脚絆かわきゃはんをも引きちぎり、ヘレーは床の短剣に飛びついた。朱あけにまみれる両腕の傷をものともせず、ウネンの傍らに膝をつくマンガスめがけて床を蹴る。
　
　勝負は、一瞬だった。
　反撃に転じようとしたマンガスの髪を、血染めのウネンの手が掴んだ。
　マンガスの意識が逸れた刹那、ヘレーが倒れ込むようにして身体をぶつけてきた。
　ひゅう、とマンガスの喉が鳴った。
　ヘレーは無言で身を離した。それから、マンガスの胸に深々と突き刺さる短剣を握り直した。
　鮮血がほとばしる。
　マンガスが血の海に倒れ込むのを見届けてから、ヘレーは、手に持っていた短剣を床に力一杯叩きつけた。
　
　酷く寒いな、とウネンは思った。ついさっきまでは、腰や背中が焼けるように熱かったのに、今はただ、寒い、だけだ。
　寒くて、寒くて、そして、暗い。
　木枯らしが吹くたびにみしみしと軋むぼろ小屋で、空腹を抱えて隙間風に震えていた冬の夜のように。寒くて、寒くて、こごえそうだ。
　こんな夜は、母さんがウネンを抱き寄せてくれた。ぺたんこの毛布でも、二枚重ねりゃマシになるだろう、ほら、もっとこっちに寄りな、ああこら、冷たい手で首を触るんじゃないよ。
　でも、その母さんも死んでしまった。ああそうか、だから今、こんなに寒いのか。寒くて、寒くて、もう――
　



　ふと、頬と、そして手足に温もりを感じて、ウネンはうっすらと目をあけた。白々とした明かりの中、ヘレーが目を真っ赤にさせてウネンの顔を覗き込んでいた。
　温かい大きな手が、何度も優しくウネンの頬を撫でる。
「大丈夫だ。絶対に助かるから。大丈夫だ」
　震える声、惑う視線。お芝居が下手なんだから、と、ウネンは思わず微笑んでいた。何より、ヘレーならば「助ける」と言うはずだ。誰もがその生存を絶望視したシモンを、瓦礫の中から救い出した時のように。「助けるぞ」と、決意を込めた力強い声で。
「神よ……」
　ウネンの手を握り締めて、オーリが祈りの声を漏らす。
　ああ、それじゃあ、足首を温めてくれているのはモウルなのかな。ウネンはぼんやりとそんなことを考えた。
『我われにも何もできぬ。我われのちからは、さきの引き継ぎの際にガルトゥバートルによって、この森の維持と船の保全のコマンドに固定されてしまっている』
「何故だ」
　オーリが、絞り出すように声を漏らす。
　ウネンの手を包むオーリの手に、力が入るのが分かった。
『ヒトとは違って、キカイの〈かたえ〉には意思がないからだ』
　一拍の間ののち、神は『だが』と言葉を続けた。
『だが、一つだけ手がある。今すぐ我われの〈かたえ〉になればよい。ならば、我われのちからを汝に分け与えることができる。現在船が使用している中央処理装置が修復不可能な状態に陥った場合に、次の装置に真名を移せるよう、ガルトゥバートルは引き継ぎのコマンドを用意している。汝が我われを受け入れれば、引き継ぎは即なされるであろう』
「ウネン、今の話、聞いたか!?」
　ウネンの足をさする手が止まり、モウルがウネンの視界の中に身を乗り出してきた。
　それをオーリが、険しい表情で押しとどめる。
「待て。ウネンが、ウネンでなくなるんだぞ。それでいいのか」
「死んでしまうよりはずっといいだろう！」
　だだをこねる子供のように、モウルが頭を振った。
「あんな状態でも、姉さんが生きていてくれて良かったと思った。生きていてくれさえいれば、もしかしたら、いつか何か手立てが見つかるかもしれないじゃないか」
「〈たましい〉が上書きされたら、元の人格はかけらも残らないと言ったのはお前だろう！　そんな状態で『生きている』と言えるのか！」
「でも！　死んでしまったら、〈たましい〉どころか、全てが消えてしまうんだぞ！」
　モウルとオーリは睨み合った。双方ともに肩で息を繰り返しながら。歯ぎしりの音が聞こえそうなほど奥歯を強く噛み締めながら。
　ウネンは、必死で中空に視線を持ち上げた。ほんの少し顔を上げようとしただけなのに、まるで自分の身体ではないかのように、自由がきかなかった。
「神様……」
　酷く掠れた、小さな声しか出せなかったが、ウネンは、神が耳を傾けてくれている気配を感じた。
「……神様、どうか、引き継ぎを、お願い、します……」
　ヘレーが、オーリが、そしてモウルまでもが大きく息を呑んだ。
「たとえ、ぼくが『ぼく』じゃなくなったとしても、ぼくが存在できるのなら……。オーリ達がぼくを見て、『ぼく』のことを思い出してくれるのなら……」
「お前は……、お前は、自分が何を言っているのか解っているのか」
　オーリの声が、震えている。最後の最後で怒らせてしまったな、と、ウネンは心の中で苦笑した。
「解ってる、よ。自分が、どんなに勝手なことを、言ってるのか……」
　でも、最後ぐらいは、わがままを言わせてほしい。これでも結構、今まで色々と我慢して生きてきたつもりだから。言外に呟いて、ウネンはオーリを、モウルを、順に見つめた。
「でも、ぼくは、オーリ達のことが大好きだから、だから、忘れられたくないんだ……」
　そう、たとえ、酷い奴だと思われても、いい。
「ずっと、ずっと、ぼくのことを覚えていてほしいから」
　オーリが、モウルが、声にならない声を漏らして、ウネンから顔を背ける。
　神の声が、沈黙を揺らした。
『我われを受け入れるのだな』
「はい」
　ウネンの耳が、かつてロゲンの神庫ほくらで聞いた声を捉えた。だが、今度は拒絶の波動は無い。
　よく来た。
　よく来たな。
　おかえり。
　おかえり。
　
　そして、眩い光がウネンを包み込んだ。
　
　　　　*　*　*
　
　緑萌ゆ丘の上を、初夏の風が吹き渡ってゆく。
　長い、影のような黒髪を青空に泳がせながら、彼女はぼくを振り返った。
「別に私は、世界を支配しようと思って知識を集めているのではない。あの、短絡的且つ近視眼的な愚か者達が全てを台無しにしてしまう前に、知識を保護しておきたいだけだ」
　彼女の碧い瞳はどこまでも真っ直ぐだ。この混迷の大地で初めて出会った三十年前から、少しも変わらない。自分に為せること、為すべきことを冷静に思案し、より良き未来を見通さんとしている、澄んだ瞳。
　だからこそ、ぼくは彼女に問いかける。問いかけずにはいられない。
「だが君は、君達は、それを独占するつもりなのだろう？」
　彼女の口元に、いつもの苦笑が浮かび上がった。
「独占とは人聞きの悪い。世の中が進み、人々がその知識を有効に使えるようになるまで、預かるだけだ。〈初期化〉はもう御免だからな」
「人々の進歩が追いついたかどうか、誰が確かめるんだ？　どの知識を、いつ、どのように解放するのか、誰が決めるんだ？」
　一旦言葉を切って、ぼくは祈るような心地で彼女を見つめた。
「ぼくが懸念しているのは、そこなんだよ。ぼくだって、失われていく知識を保全する意義には全面的に同意する。でも、それはあくまでも緊急避難的な、一時的なものでなければならないと思う。知識は、全ての人々に開放されるべきだ」
　彼女の瞳が、微かに揺れる。
　ぼくは、ここぞと畳みかけた。
「先だっての、竜王を名乗るギャングを退治した時のことを思い出してごらんよ。自警団の中心となったあの青年は、〈初期化〉のあとで生まれた二世だった。それでも彼はとても聡明で、君やぼくのアドバイスをぐんぐん吸収して、その結果、見事に竜王を退けたじゃないか。今まさに、彼のような者にこそ、知識は必要なんだよ！」
　彼女は、ぼくが喋り終わるまで、黙って聞いてくれていた。
　けれども、彼女の眉間の皺が消えることはなかった。
「幸運だった一つの例で、全てを語ることはできない。彼は確かに素晴らしい若木だった。だが、だからといって、手当たり次第に肥料をまいていけば、根腐れを起こした木々のせいで、大切な木まで枯らしてしまうことになる」
「だから、知識を秘匿する、というのか」
「預かるだけだ、と言ったろう」
　そう言って彼女は、踵きびすを返す。
　諦めきれずに、ぼくは彼女の背中に語りかけた。
「人の世において、全ては互いに関わり合っている。知識を探求する者も、その他の者なくしては生きてゆけない。君が『愚か者』だと断罪する者達も含めて、だ。だから、全ての人が、全ての知識にアクセスする権利を有する。勿論、それらを正しく維持保全していく義務も同時に負うことになるが……」
　大きな溜め息とともに、彼女が肩越しにぼくを見やった。
「その『維持保全』に信用が置けなかったら、どうすればいい？　おのれに心地よい言葉にしか耳を貸さず、正しい知識をないがしろにするばかりか、誠実であろうとする者達を地に引き倒し、あまつさえ土足で踏みにじろうとする輩やからを、私はどうやって信じればいい？」
　真っ直ぐに、どこまでも真っ直ぐにぼくを貫く、碧い瞳。
　この瞳を前にして、ぼくは、もう何も言うことができなくなった。
　そう、何も……。
　
　　　　*　*　*
　
　暗い海の底から小さなあぶくが浮かび上がるように、ほわりほわりと頼りなげに揺らめきながら、意識が浮上する。
　瞼を開けば、ぼやけた視界に毛布にくるまる身体が見えた。身じろぎしようとした途端、左腰と右の背中に凄絶な痛みが走り、思わず悲鳴を上げそうになる。
『船の修復とは随分勝手が違うが、多少は効果があったようだな……』
　懐かしい波動を感じて、馴染みの名前が口をついて出た。故郷の言葉で「友人」という意味の――
「ナイズ？」
『久しぶりだな、ガルトゥバートル。いましばし動かずにおれ。傷が開ひらく』
　どうやらここは、船の中央制御室のようだ。冷え切った床面に対して、空気はまるで春のように温かい。空調をフルパワーで動かしているようだが、大丈夫なのだろうか。
　霞む目をしばたたかせて、ふと顔を上げると、人影が三つ、心配そうにこちらを覗き込んでいる。
　オーリと、モウルと、お父さん……
　
　……たっぷり一呼吸の間ののち、ウネンは思いっきり眉間に皺を寄せた。
「あれ？　ぼく、ぼくじゃなくなるんじゃなかったっけ？」
　ウネンの言葉が終わりきらないうちに、オーリ達の口から「ウネン!?」と素っ頓狂な声が飛び出した。
『やはり、そうか』
　どこか愉快そうな気配を醸し出しながら、神が驚くべき内容を口にした。
『ウネン、新しき我が〈かたえ〉よ。ありうべからざることだが、汝の真名まなは、ガルトゥバートルと同じだったのだ』
　傷に響かないよう必死で驚きを押し殺すウネンの周りで、三人が「どういうことだ」と互いに顔を見合わせる。
　と、モウルが難しい表情でウネンを指差した。
「すると、中身どうなってんの？」
　ウネン自身、何がどうなっているのかさっぱり理解できなくて、とりあえずそろりと意識を内へ向けてみる。
　まるで川に落ちた時みたいに、大きな波にざぶんと頭から呑まれてしまったような心地がして、ウネンは気を失いそうになった。
「大丈夫か！」
　オーリが血相を変えて身を乗り出してくる。
　それをヘレーが、「静かにしないか」と遮った。
「大丈夫かい、慌てずに、ゆっくりと深呼吸をして」
　ヘレーが腕をさする動きに合わせて、ウネンは静かに息を繰り返した。
　ほっとした表情のヘレー、心配そうなオーリ、同じく心配そうではあるがそれ以上に好奇心にはちきれそうになっているモウル、の三つの顔を順番に見やってから、ウネンは訥々と説明を試みた。
「なんて言ったらいいんだろう……。頭の中に本がいっぱいあるみたいで……。読んだことないのに、読んだことがある本が……」
『やはりヒトとキカイは違うのだな……』
　感心したような声が、中空――いや、天井に設置された音声発生装置スピーカーだ――から降ってきた。
『ガルトゥバートルの真名まなは確かにこの船に継承されたと思っていたが、キカイに収まりきれなかったものが再び混沌へと戻り、巡り巡って汝となったのだな』
　神の声を受けて、オーリが、先刻の神の言葉を今ひとたび繰り返す。
「キカイの〈かたえ〉には意思がない……」
「つまり、記憶だけが船に残り、意思はウネンになった、ということだろうか」
　ヘレーに水を向けられ、モウルが「おそらく」と頷いた。
「真名まなが同じなのだから、『上書き』ではなく『統合』された、ってことなのでしょうね」
「身体がウネンで、中身は全然知らない爺さん、という事態は避けられた、ってことか」
　オーリの一言を聞くや、モウルとヘレーが何とも言えない渋い表情になる。
「なんだ、まさか理解していなかったわけではないだろう？」
「勿論、解ってたさ。解ってたけど……、その、あらためて言葉にされると、こう、切なさが倍増するって言うか、やりきれない気分になるって言うか……」
　ウネンを挟んで言い合う二人を見ながら、ウネンはほっと口元をほころばせた。こうやって横たわっているだけでも傷はずきずきと痛み、泣いて八つ当たりしたくなるほどだったが、いつもと変わらぬ二人の様子を見ているうちに、ウネンは胸の奥に気力が湧いてくるような気がした。
『ヒトというものは、やはり、なかなかに不自由なものだな』
　合成音を駆使して、神が呟く。
　人類を下目に見るような言葉に、モウルが露骨に鼻白んだ。が……。
『だが、それが、面白い』
「面白い？」
　モウルばかりか皆が一様に問い返す。
　然り、と神が声を緩めた。
『そもそも我らは、汝らのような明確な境界を持たない。以前は、我われの核マナとなるものも曖昧だった。汝らヒトに出会い、我らは真名マナを得たのだ』
〈かたえ〉なくして、我われを我われとあらしめることなど、不可能なのだよ。まるで呟くように、神は言を継いだ。
『真名まなとは、ヒトの持つ〈たましい〉が発するもの。我らとは違う、なにものにも犯されぬ確固たる〈波〉。それに触れ、我らもまた、我らの〈たましい〉を手に入れた。〈たましい〉は真名まなを呼び覚まし、真名まなによって世界から切り出されたことで、我らは世界を知ることができた』
　がらんとした中央制御室の隅々に、神の声が吸い込まれてゆくのを、四人は言葉もなく聞いていた。
　神々――いや、彼らは、一にして全であった。全にして一であった。
　二千年前に人類が電磁パルス砲を作動させた時、彼・は、自分が消されるかもしれないという恐怖と同時に、自・分・自・身・が消されてゆく絶望を味わわされたのだ。
「〈初期化〉は、起こるべくして起こったのか……」
　ヘレーが苦渋の声で呟く。
　軽やかな通知音が部屋の中に鳴り響いたのは、その時だった。
　
「誰かが応答を求めているみたい」
　ウネンはおずおずと皆に言った。記憶の本棚から引き出した情報には、この、銅の器の縁ふちを軽く弾いたような音は、船の外部から通信が入ったことを教えるものだ、とあったのだ。
「中へ入れてくれ、って、誰かが来た、ってこと？」
　モウルが首をかしげる横で、ヘレーが眉をひそめた。
「まさか、通信、が？」
「うん」
　通信！　と色めき立つモウルと、通信？　と眉を寄せるオーリを脇に置いて、ヘレーが唇を引き結ぶ。



「受けるには、どうすればいい？」
「一番後ろの、真ん中の席の、右のほうにある『主画面』のスイッチを入れたら、正面のあの大きな画面――鏡板に、相手の名前が表示されるから……」
「分かった」
　オーリに「ウネンを頼む」と言い置いて、ヘレーはあたふたと立ち上がった。指定された机に向かい、指定された釦を押す。
　虫の羽音にも似た通電音が微かに響き、正面の壁が淡く光った。その中央に浮かび上がる文字列は、「narangerel」。
　ナランゲレル――書庫の魔女。
「まさか……」
　ヘレーが、震える指で鍵盤キーボードを操作した。「接続」の文字が光量を増し、ほどなく画面に老齢の魔術師の姿が映し出された。
「長おさ様……」
　強い光を放つ碧の瞳に、引き結ばれた唇。切り立った眉骨弓といい、真っ直ぐ通った鼻梁といい、間違いなく彼はオーリの曾祖父だった。年齢は八十五歳を超えているはずだが、漆黒の髪色のせいで十歳以上は若く見える。
『やはり君か。久しぶりだな、ヘレー』
　良く通る力強い声で、里長さとおさが口を開いた
『司令船との接続が突然復活したから、驚いたぞ。まだ動いていたとはな』
　里長さとおさはそこで一旦言葉を切り、辺りに視線を巡らせる。
『モウルとオーリも一緒か。端で倒れているのは……』
　ウネン達から見て右側に目をやった里長さとおさが、眉をひそめた。おそらく、あの血だまりを見たのだろう。
　ヘレーが、絞り出すようにして、一言、「エレグです」と返答した。
『……なるほど。謀反者は、エレグだったのだな……』
　深い溜め息が音声発生装置スピーカーから漏れる。
　それから里長さとおさは、ヘレーの後方に横たわるウネンを、あらためて見つめた。
『そして、そこにいるのが、先月にお前達が受け入れた、新たな里人さとびとだな。認知がなされてしまったものの、これだけ距離が離れておれば、とても〈誓約〉はかけられぬ。我が神が頭を抱えておられたぞ』
　里長さとおさは苦笑を浮かべると、思いのほか優しい眼差しをウネンに向けた。
『枷持たぬ同胞はらからよ。名を教えてくれ』
「ウネン、です」
　刹那、里長さとおさは驚いたように眉を上げ、そうして静かに微笑んだ。
『ウネン――真実――か。なんとも、象徴的な名だ……』
　真実、という言葉が里長さとおさの口から零れ落ちたのを聞き、ヘレーが身じろぐ。机の天板についた両手をそのままそっと握り締めて、ヘレーはまなじりを決して画面を、里長さとおさの顔を、見上げた。
「長おさ様、長おさ様は、本当に書庫の魔女なのですか」
　ヘレーの問いに、里長さとおさはついと目を伏せた。
『……そうか。賭けは、私の負け、か』
　どこか満足げに呟いてから、里長さとおさ――書庫の魔女は、再び視線を上げた。強い眼差しで一同を見渡した。
『司令船が生きていたということは……ガルトゥバートル……船の管理者は……』
「船の頭脳に真名まなを引き継いでおられました」
　書庫の魔女は、ほう、と感心したように息を漏らした。それから、『流石だな』と目を細めた。
『どんなにその目的が崇高で正しいものなのだとしても、手段に瑕疵があるなら、それは間違っている。かつてガルトゥバートルが私にそう言ったんだよ。いくら大義名分で糊塗しようと、真実が変質することはない……』と、自分の胸にそっと手を当て、一言ずつ噛み締めるように言葉を続ける。『そう、常に真実はここにあるウネン・エンデ・バイナ、と』
　話に聞き入っていたオーリとモウルが、ちらりとウネンに視線を落とした。
　静まりかえった部屋の中、書庫の魔女の語りはしんしんと降り積もってゆく。
『けれど、私は、あとからやってくるはずのあの子のために、どんなことをしてでも、科学文明を残しておいてやらなければならなかった。あの子が冬の寒さに凍えずにすむように。病気や、あらゆる災厄に命を脅かされずにすむように。だから、知識を囲い込んだ。秘匿した。何人もの罪もない同胞はらからの肉体を乗っ取ってまでして』
　あの子、という言葉が特定の誰かを指すのかどうか。それは、ガルトゥバートルの記憶にも記されていなかった。だが、それが誰にせよ、彼らの入植からもう二千年が経っている。そのことが何を意味するのかは、ここにいる全員が――おそらくは書庫の魔女自身も――察しているに違いなかった。
　書庫の魔女が、そっと唇を噛む。
『真実を明かせない行いが正義に悖もとるということは、私も解っている。だから、賭けをすることにしたんだ。私の言うことに唯々諾々と従うのではなく、おのれの頭で考え、疑問を持ち、私の罪に気づく者が現れたら……、もう、終わりにしよう、と』
　どこまでも深い碧が、静かに皆を見つめてきた。
　真っ直ぐに、どこまでも真っ直ぐに。胸を貫く、碧い瞳。
『ヘレー、里に戻ってきてくれ。そして、皆で、新たな里の有りようを探そう』
　ヘレーは大きく息を吸い込んだ。それから、絞り出すように一言を返した。
「解りました」
『……ありがとう』
　微笑みを残して、通信は切れる。
　あとには、ただぼんやりと光を発するばかりの墨色の画面だけが残された。
　
　里の移民船との通信を終えたあと、ウネンは、中央制御室から寝台のある個室に移された。流石に寝具はとうの昔に失われてしまっていたが、空調によって部屋は初夏のような陽気で満たされ、ウネンは、ヘレーが携帯していた鎮痛剤の助けを得て、丸一日泥のように眠りこけた。
　その間にオーリとモウルが一旦宿にとって返し、追加の薬や食料、そして着替えや毛布を持って戻ってきてくれた。
　ヘレーの治療と、そして何より神の加護のおかげで、ウネンの傷は早々に出血が止まり、三日目に入っても不吉な炎症を起こすことはなかった。勿論、刺創が完全に塞がったわけではなく、身体を動かすことなどもってのほかだったが、それでも、二、三日中には担架での移動が可能になりそうなほどには快方に向かっていた。
　
「それにしても、見事に真っ黒になったねえ」
　寝台に横たわるウネンの髪を、ヘレーがしみじみと撫でる。温かい手のひらの感触がなんだか少しこそばゆくて、ウネンが目を閉じてじっとしていると、ノックの音とともに扉が開ひらき、モウルとオーリが部屋の中に入ってきた。
「話ってなに？」
　朝食を届けに来た際にウネンが「あとで話がしたい」と言ったことを、二人は忘れずにいてくれたのだ。
　二人が寝台の傍までやってくるのを待って、ウネンは少し改まった声で「これからのことなんだけど」と切り出した。
「この船の、動力を止めようと思うんだ」
「ええっ？　この司令船を放棄する、ってこと？　ナンデ!?」
　血相を変えて身を乗り出してくるモウルに、オーリが冷ややかな視線を突き刺した。
「ウネンに、里長さとおさのようにずっと船に居ろ、とでも言うつもりか」
　それは困るよねえ、と、ヘレーが相槌を打つ。
　うん、とヘレーに頷いて、ウネンはモウルを見上げた。ほんのちょっぴり申し訳ない気分で。
「それに、ぼく一人でこの船を維持するのは不可能だし……」
「そんなの、生活費稼ぐのも身の周りのお世話も全部僕がしてあげるからさ、せめて一年、いや半年ぐらいはこのまま船を維持して、隅々までじっくりと調べてみない？」
　必死の形相でウネンに詰め寄るモウルを、オーリが「いいかげんにしろ」と引き戻した。
「あいつを、さっさとルドルフ王に引き渡す必要があるだろうが」
「ヘレーさんとオーリで運んでいけばいいじゃない」
　しかしモウルは一向に主張を曲げようとはしない。いつの世にも「研究馬鹿」というものは存在するんだな、とウネン自身には心当たりのない、だがどこか親近感にも似た感慨が彼女の中に湧き起こる。
「本気で言っているのか？　ソリルさんだって待っているんだぞ」
「これと姉さんのこととは別問題だよ！　……オーリだって心配事があってもご飯は食べるだろうに……」
　みるみる殺気立つオーリの様子に、さしものモウルもしぶしぶ身を引いた。とは言え、やはりまだ諦めきれないようで、「勿体無い……勿体無い……」と口の中でもごもご呟いている。
　ウネンは苦笑を浮かべて、モウルをなだめにかかった。
「でも、ここにあった本やデータは、全部、書庫の魔女に渡しちゃってるし、余分な機械や道具は、ほぼ全部船の補修用の材料に使っちゃってるから、骨と皮しか残ってないようなものだよ」
　大勢で共同体を営むナランゲレルとは違い、ガルトゥバートルはあくまでも孤独だった。隠遁生活を送りながらでは、物資の調達も難しい。材料や部品の「共食い」は、ガルトゥバートルの存命中から頻繁に行われていた。
　それでも、ガルトゥバートルの部屋――ウネンが今使っているこの部屋――だけは調度がそっくり残されていた。そのことに思いを巡らせるたびに、ウネンは胸の奥にむず痒い嬉しさを覚えるのだった。
「骨と皮って言っても、源文明の骨と皮だよ？　充分調べる価値はあるって……」
「しつこいぞ」
　言葉尻を捕らえてなおも食い下がるモウルに、オーリがぴしゃりと言い放つ。
　ウネンも、溜め息一つ、一番の懸念を口にした。
「それに、このままにしておいて、誰かさんに悪用されたら困るし」
「もう君らに黙って勝手なことはしないって」
「……本当かなあ……」
　ウネンに加えてオーリまでもが、疑わしそうにモウルをねめつける。
　ヘレーが「日頃の行いがものを言うねえ」と微笑むに至って、とうとうモウルは拗ねてそっぽを向いてしまった。
「でも、本当に、いいのかい？」
　ヘレーにあらためて問われて、ウネンは「うん」と言い切った。
「全てのヒトに、全ての知識に触れることができる権利を。それと同時に、それらを正しく維持保全していく義務も。……それを後世に伝えるために、森の賢者は船に〈かたえ〉を引き継がせたんだ」
　ウネンはそこで大きく息を吸い、三人をゆっくりと見まわした。
「だから、もう、いいんだ」
　ヘレーが、オーリが、静かに頷く。
　モウルが、仕方がない、とばかりに大きな溜め息を吐き出した。
「全てのヒトに、全ての知識に触れることができる権利を、ね……」
　もの言いたげに口の端はを上げるモウルに、ヘレーが諭すように声をかける。
「知識はちからだ。人は識しることによって、より多くの選択肢を手にすることができる。自分の手で、未来を切り開いてゆくことができるのだよ」
「でも、それって、一見、理想郷のように思えますけど、面倒がる人も多そうですよね。全ての事象に対して誰もが当事者、自分の脳みそで考えて動け、口をあけて餌を待っているだけじゃだめだ、ってことでしょ？　そういう苦労を嫌がる奴ほど、頑張ってる他人の足を引っ張るのが好きそうな気がするんですがね」
「……君も、色々と苦労をしてきたんだね……」
　モウルとヘレーの会話を聞いているうちに、ウネンの脳裏に、一つの情景が浮かび上がってきた。ウネンの知らない、遥か昔の情景が。
　緑なす丘を背景に、漆黒の長髪の女性が苦笑を浮かべて肩をすくめている。若い頃から全く変わらない、真っ直ぐな碧い瞳をこちらに向けて。
　その眼差しがモウルのそれと重なって、ウネンの胸が不意に高鳴る。
「どうした？」
　心配そうにオーリに問われ、ウネンは「なんでもないよ」と静かに目を伏せた。
「モウルの言いたいこともよく分かるんだけど、でも、少しずつ、少しずつでいいから、前へ進んでいけたらいいなあ、って思うんだ……」
「神による〈初期化〉が再びなされるかもしれなくとも、か？」
　オーリの問いを聞き、モウルとヘレーも口をつぐんでウネンを見つめる。
　ウネンは、そっと目を閉じると、内なる友人ナイズの声に耳を傾けた。
「神々も、少しずつ変わってきているみたいだからね。きっといつか、ぼく達が無理なく共存できる方法が見つかるんじゃないかな……」
　そうだったらいいな。そう付け足して瞼を開けば、皆の笑顔がウネンを迎えてくれる。
　ウネンはすっかり嬉しくなって、満面に笑みを浮かべた。
「で、源文明の記憶を手に入れて、君はこれからどうするのさ？」
「ナイズ――ぼくの神――が言うには、木々の根が船を砕いてしまうまでは、この森に居る神様達が、適当に船を隠してくれるらしいから、ややこしいことはあまり気にせず、今までどおりに生きろ、だって」
「そんなに具体的なやりとりができるんだ」
　いいなあ、羨ましいなあ、と、モウルが熱の籠もった視線をウネンに寄越す。
　それを遮るようにして、オーリがモウルの前に出た。
「先ずは一旦ヴァイゼンに戻って、それから、クージェ、だな？」
「うん」と頷いたものの、ウネンは即座に眉を曇らせた。「でも、ソリルさんが……」
「そのことなんだが」
　咳払いを一つして、ヘレーが皆の視線を集めた。
「ソリルさんのことは、私に任せてくれないか。様子をみながらだが、里へ連れて帰ろうと思う」
「あ……」
　何か言いかけたモウルが、宙に浮かせた右手をそっと握り締める。
　それを見たヘレーが、静かに微笑んだ。
「こういうのはね、年長者の仕事なんだよ。君達若者は、君達の人生を生きなければいけない」
　うなだれたモウルから、「ありがとうございます」と、か細い声が漏れる。
　ウネンは、敢えてなんでもないような声で先ほどの続きを口にした。
「じゃあ、ヴァイゼンに戻ったあとは、クージェに帰ってハラバル先生に報告書を出しに行かないと。あと、そのうちにイェゼロの町にも顔を出したいな。イレナ達も心配してるだろうし……」
「てことは、僕らも……」
　と、モウルが、若干遠慮がちにではあるが横のオーリにちらりと視線をやる。
　オーリは、軽く眉を上げてモウルを一瞥したのち、ウネンに視線を戻して、僅かに目元を緩ませた。
「護衛続行だな」
「お世話になります」
　また彼らと旅ができる。全てがめでたしめでたしというわけにはいかなかったが、それでも嬉しさがウネンの胸をじんわりと満たす。
「いつか諸々が落ち着いたら、私もイェゼロに顔を出しに行くよ」
　ヘレーがほんの少しだけ寂しそうな笑みを浮かべて、オーリとウネンとを交互に見やった。「今度は、私がお前達を『行ってらっしゃい』と見送る番だな」と。
　オーリが、面食らったように目をしばたたかせた。それから、少しわざとらしく顔をしかめて、鼻を鳴らした。
　そんなオーリを、ヘレーはしばし目を細めて見つめていたが、ふと、何かを思い出したようにウネンの顔を覗き込んできた。
「ええと、ウネン、その、なんだ、一つ聞いておきたいことがあるんだけれど……」
　ごほん、げほん、と、取ってつけたような咳払いをしつつ、ヘレーはちらりと視線を横に走らせる。



「……えー、その、ほら、君が〈かたえ〉を引き継ごうって時の、あの、『オーリ達のことが大好き』って、ええと……」
　途端にウネンの頬がカッと熱を帯びた。
「『達』って言ったでしょ！　お父さんだって、イレナ達だって、皆入ってるんだよ、勿論！」
　あまりの気恥ずかしさに、ウネンは咄嗟に毛布を顔の上まで引っ張り上げる。
「ウネン？」
「ぼ、ぼく、なんだか眠たくなってきたから、少し寝るね！」
「そうかい。じゃあ、お昼ご飯ができたら起こしてあげるからね。ほら、二人とも、そんなところでぼさっと突っ立ってないで、ヴァイゼンに戻る方法について、あちらで相談しよう」
　彼らが部屋を出ていく音を、ウネンは毛布を頭までかぶったまま聞いていた。とんだ甘えん坊だ、と彼らにあきれられませんように。そう祈りながら。
　
　マンガスの遺体の入った麻袋を担架に乗せ、ヘレーとモウルで持つ。ヴァイゼンまでの一箇月近い道のりの間は、ウネンが、記憶の本棚から魔術の知識を引っ張り出して、保冷を試みることになった。
　当のウネンはというと、マントと革帯で作った簡易担架に横たえられ、オーリの肩から身体の前側に、まるで物売りの荷物のようにぶらさげて保持されている。
　こうやって徒歩で樹海を出たあとは、ロゲンの町で大き目の荷台を手に入れ、ヘレーとモウルの馬を使って二頭立ての馬車とし、それにウネンとマンガスを乗せる、という算段なのだ。
　船尾に近い、荷物用の出入り口から外に出た一同は、広場の端で背後を振り返った。
　活動を停止し、空の器となった司令船が、静かに皆を見下ろしてくる。
「『二つの司令船』と言っていたな」
　ぼそりとオーリが呟いた。一週間前、ここで初めて船の神と言葉を交わした時のことを、彼もまた思い返していたのだ。
「もう一つの司令船と、その司令船が管轄する移民船は、この星の裏側に降りたらしいよ」
「そっちは、今、どうしてるんだろうか」
　モウルの問いに、ウネンは「分からない」と答えた。
「今の技術力では、到底渡ることの叶わない、広い、広い、海の向こうなんだって」
　目を閉じれば、空から見た青い星の姿が瞼の裏に浮かび上がる。ウネン自身はまだ見たことのない、宝石のような青い球たまが。
「いつか、探しに行けたらいいなあ」
　所詮は夢物語でしかなかったが、誰も「無理だ」とは言わなかった。「そうだな」と、「そうだね」と、同意の声がウネンの鼓膜をくすぐる。
「なにしろ、世界地図を作るのが夢、だったもんね？」
　悪戯っぽい表情でモウルが混ぜっ返す。
　それに乗って、ウネンはすまし顔をしてみせた。
「そう、このフセルガリグ大陸の地図を作り終えたら、次は大海原を渡るんだよ」
「言うねえ」と口角を上げるモウルの横で、ヘレーが怪訝そうに首をかしげる。
「フセルガリグ大陸って？」
「書庫の魔女がそう呼んでいたらしいんだけど、里には伝わってなかったんだ？」
「初めて聞いたよ」
　囁くようにそう答えて、ヘレーが目元を緩めた。
「望みの星フセルガリグ、か……」
　森を越え、海をも臨むかのように、オーリが虚空に視線を投げる。
　ウネンもつられて、顔を上へ向けた。
　風に揺れる木々の向こう、青い空が、どこまでも広がっていた。
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